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　かなめが最後の作業に没頭ぼっとうしていると、外部制御室せいぎょしつの天井てんじょうが小さく震ふるえ、そばの支柱がかすかにきしむ音をたてた。

　地上で戦闘せんとうが起きたのだろう。

　遠いが、ここまで響ひびいてくる。

　敵てきとの交戦が始まったという報告は受けていた。ＴＡＲＴＡＲＯＳタルタロスが建設されたこの地下空洞くうどうは、ちょっとやそっとの砲爆撃ほうばくげきではびくともしない造つくりなので、心配することはない。装置の基礎きそには緩衝かんしょうダンパーが設置してあるし、誤差は許容範囲内はんいないで済むはずだ。

　爆発ばくはつの震動しんどうが掻かき消きえると、かなめがキーを叩たたく音だけが室内に戻もどってくる。

　外からノック。かなめは短く『どうぞ』と応じる。

　入ってきたのはレナードだった。

「進捗しんちょくは？」

「もうすぐよ」

　スクリーンから目を離はなさず、キーを打つ指を止めることもなく、かなめは言った。

「急いだ方がいいの？」

「もう充分じゅうぶん急いでるみたいだし、ここで『急いでくれ』なんて言うのは、いまいち格好が悪いかな」

　レナードの声は自嘲じちょう気味だった。

「敵が上陸した。<ベヘモス> は全滅ぜんめつだよ。一機だが手強てごわい奴やつだ」

「ああ。<アーバレスト> の後継機こうけいきとかいう」

「ＡＲＸ─８だ。<レーバテイン> というらしい」

　その後継機と <ミスリル> の残党が大暴れしてきたせいで、いまの不自由があるわけだ。その機体にだれが搭乗とうじょうしているのかは──なぜか興味がわかない。

「防げないの？」

「防ぐよ」

　レナードがわけもなく言う。かなめはキーを叩く手をぴたりと止め、振ふり返かえって彼を見た。Ａ Ｓアーム・スレイブ操縦服姿だ。彼もこれから <ベリアル> で出撃しゅつげきするのだろう。

「防げるなら、なんで急ぐ必要があるわけ？」

「正直に言うよ。まあ──九割方は防げると思う」

「そう」

「でも九割だ」

「ひょっとして自信がないの？」

　するとレナードは笑った。微笑びしょうではなく、もっと攻撃的こうげきてきで狂気きょうきをはらんだ笑顔だ。あの男──ガウルンによく似た猛獣もうじゅうの笑みだった。

「自信？　もちろんある。ずたずたにするさ」

「だったら、どうして？」

「相手はラムダ・ドライバの無力化システムを持ってるし、ことＡＳ戦にかけては世界有数の腕利うでききだ。さらにこのメリダ島は彼らの古巣ふるすときている。客観的に見て、俺が敗やぶれる可能性はある。一〇回やったら一回くらいは取られるかもしれない」

「意外と謙虚けんきょなのね」

「いつも謙虚さ。とにかく、そういうわけだから出来るだけ急いで欲しい。たった一割の可能性でも、備えてはおきたい」

「大丈夫だいじょうぶよ」

　ふたたびスクリーンに向き直り、キーを叩く。二行。三行。必要な式と、必要な数値。そして打ち込む最後の命令。

　実行。

「いま終わったわ」

　卓上たくじょうに放り出してあったヘッドセットを耳にあて、待機していた動力担当者に『接続して』と告げる。

「ありがとう。残りの段取りはわかってるね？」

「ええ。カリーニンさんの持ってきた幹部かんぶリストはもう覚えたし、ほかの『荷物』も記憶きおくしている。あとは着替きがえて装置に入るだけ」

　立ち上がり、小さく伸のびをする。

「もうすぐよ。静謐せいひつで、透明とうめいで、やさしい世界がもうすぐやって来る」

「ああ……」

「もっと違ちがうどこかへ。もっと遠いどこかへ。冥界タルタロスを通りぬけて、その先にひらけている無限の空。きっとあなたにも見えるわ」

「無限の空、か……」

　レナードはすこし考え、口を閉ざした。思ったことを言うべきか言わないべきか、逡巡しゅんじゅんしている様子だった。

「なに？」

「向こうでも会いたい。どんな形でもいいから」

　向こうでも。これから彼女が作る新しい世界のことだ。

「いいわよ。どこか平和な町で、天気のいい日に。ゆっくりお茶でもしましょう」

　彼女は無邪気むじゃきににっこりと笑った。

「もうすぐ時間はたっぷり出来るわ。そしたらあたし、色んな人たちに会いにいくの。きっとテッサにも会えるでしょうね。あなたと仲良しで、戦争のことなんか何も知らないあの子に」

「きっとそうさ」

「学校の友達も。それに、母さんとも会える。みんな元気で。それで今度こそ、あたしは幸せになるの」

「彼には会わないのか？」

　レナードに訊きかれても、彼女にはその意味がわからなかった。

「彼？　だれのこと？」

「いや、いいんだ。……それじゃ」

　彼は短くかぶりを振り、彼女の前から去っていった。

　ふたたび遠い爆音ばくおんが天井を震わす。レナードのいなくなった制御室で、彼女はしばし立ちつくしていた。

　彼には会わないのか──

　だれのことだろう？　なにかを忘れているような気がする。とても重要な気がするのだが。

「あ、ソースケか……」

　すぐに思い出せなかったのが不思議だった。彼は自分にとって大事な人間だったはずではないのか？ あのシベリアの廃墟はいきょ──ヤムスク11で彼を手にかけたときは、胸が締しめ付つけられるほど悲しかった。

　だが、どうしても忘れてしまう。

　自分の中に残っている罪悪感がそうさせるのだろうか。彼を思い出したくないという気持ちがあるとしたら、あの廃墟での決別の一幕、あのつらい記憶を心のどこかで避さけているということなのかもしれない。

　しっかりしろ、千鳥ちどりかなめ。

　自分が宗介そうすけを殺したのは、あくまでかりそめの出来事にすぎない。向こうに行けば、彼はぴんぴんしているだろう。その気になればいつでも会える。それより、万一でもこの計画を阻止そしされたら大変だ。自分が殺あやめた二人はそのままになってしまうし、会える人々、救える人々もめちゃくちゃになってしまう。

「そう、急がなきゃ……」

　着替えだ、着替え。制御室の片隅かたすみに放り出してあったバッグを開ける。中にはＴＡＲＯＳとの接続を円滑えんかつにするためのデータスーツが入っていた。

　ブルゾンとキャミソール、フレアスカートを脱ぬぎ捨すてて、ショーツに指をかけたその時、着けっぱなしだったワイヤレスのヘッドセットから音声が入った。

『……千鳥かなめ、聞こえるか!?』

　ノイズ混じりの男の声。

『……オープン回線で呼びかけてる。返事ができないなら、聞いていてくれ！ 俺は来たぞ。すぐそこまで来ている！』

　彼女はヘッドセットが接続されたレシーバーを手にとり、液晶えきしょうパネルのバンドを確認した。暗号化などされていない。傍受ぼうじゅ可能な、ありとあらゆる回線で呼びかけている。緊急用きんきゅうようの共通バンドで入った信号を、このレシーバーが自動的に接続したのだ。

「ソースケ……!?」

　半信半疑で彼女はつぶやいた。

『俺は君を連れ戻しにきた。わかるか？ 連れ戻しにきた！』

　聞きき間違まちがいではない。あれは宗介だ。

　なぜ？　死んだはずでは？ あたしがあのとき、確かに額ひたいを撃うちぬいた。その宗介が、なぜここにいるのか？

　生きていて良かった──とは感じなかった。

　追ってきてくれたんだ──とも感じなかった。

　ただ困惑こんわくする。あの違和感いわかんが一層強くなっていく。そばのスクリーンの文字が読めない。焦点しょうてんがぼやけて、思考がはっきりとしてくれない。

『……優しい言葉も考えてみたが、俺は相変わらずこういう奴だ。野暮やぼな言い方しかできない。だからよく聞いていろ。俺が言いたいのは、「君はもっとガッツのある女だと思っていた」ってことだ。わかるか？』

　なにを言うのか、この男は。

　オープン回線でこんな話をすれば、メリダ島全域に伝わってしまうだろう。電波の発信源を突つき止とめられて、こちらの迎撃げいげき部隊から包囲される危険があるはずだ。

　だが宗介の言葉は途切とぎれなかった。それどころか、かつて聞いたことがないようなうんざり声で、だらだらと不平不満をぶちまけ始めた。

『正直に言うそ、千鳥かなめ。俺は君にがっかりしている。君はもっとすごい女だと思っていた。いや待て……それも正確ではない。実は昔から本当はムカつくことも多かった。人の頭をポンポン殴なぐるし、冷静な議論など許さないし、俺を餌付えづけしてコントロールしてるんじゃないかと、むかむかしたこともある。平和な日本の常識を知らない、哀あわれな俺への配慮はいりょがまったくなかった。

　いまにして思えば、あれはフェアではない。君はひどい奴だ。

　……いや、そんなことは重要じゃない。いま思いついたから、ついでに言わせてもらっただけだ。……とにかく言いたいのは、君は俺がすべてを投げうって救い出すに足るほどの女なのか？ ということだ。本音ほんねを言えば、首をひねってる感じだ。

　君を追いかけて一年間、俺はひどいフラストレーションを感じている。メキシコでも、ヤムスク11でもあと一歩だったのに、君がモタモタしたせいで救出できなかった。

　まったく、どこのお姫様ひめさまだ、君は？

　実はやる気がないんじゃないのか？ 本当はどうでもいいと思ってるだろう？ ひょっとして俺にこう言われたら、メソメソするのか？ そこらのバカ女みたいに、どこぞのバカ男から慰なぐさめてもらうのを待っているのか？』

　あの寡黙かもくな男が、ため息混じりにねちねちと長広舌ちょうこうぜつをぶっている。その異常事態にまず驚おどろいたが、彼女はすぐに思い直した。

　馬鹿ばかな奴らだ。こんなやり方であたしを動揺どうようさせようとするなんて。

　一方であの違和感は強くなっている。得体の知れない不快感もだ。だがそんなことなど無視して、彼女はごく冷静に、敵のたくらみを看破した。

　挑発ちょうはつ？ 泣き落とし？ なんにしても、くだらない。

『どうなんだ、千鳥かなめ──』

　ほとんど怒鳴どなるように彼は言った。

『──なにが「一緒いっしょに帰ろう」だ。おまえは大嘘おおうそつきの、クソ女だ！ 違うというなら、俺を殴りに来い！ 俺の前までやってきて、スリッパやらハリセンやらで、俺の頭をはたいてみせろ！』

　なぜなのかは分からない。違和感はますます強くなる。ムカムカして、胸が熱くなって、視界がにじんで、叫さけびだしたい衝動しょうどうが襲おそう。

『こたえてみろ、千鳥！』

　自分の中で湧わき上あがる異様な気持ちをかき消すように、彼女は頭をかきむしった。ヘッドセットのスイッチを入れ、バンドを選択せんたくし回線をつなぐ。

「聞こえてるわよ」

「…………」

　一方的にしゃべっていた宗介の声がぴたりと止まった。

「音声を合成して、ソースケの声を真似まねてるのね。それであたしが困惑するとでも思ったの？」

『俺は正真正銘しょうしんしょうめい、相良さがら宗介だ』

「じゃあ、そういうことでいい。でも……無駄むだな努力よ。ＴＡＲＴＡＲＯＳの準備はもう終わった。これからあたしが新世界を作る。遅おそかったのよ……なにもかも」

　相手は答えなかった。無言のまま、注意深くこちらの言葉を聞いている。

「もうすぐレナードたちがあなたを追おい詰つめるわ。もう……どうにもならない。あなたが何者かなんて、あたしは知らない。でも、もしあたしの願いを聞いてくれるなら……武器を捨ててそこで待っていて。残酷ざんこくな世界に別れを告げる、その瞬間しゅんかんを──」

『うるさい』

　静かだが、確たる声が彼女を遮さえぎる。

『おまえは黙だまっていろ。俺は千鳥かなめに話しているんだ』

「なにを言ってるの？　あたしがその千鳥かなめよ」

『違うな』

　軽い嘲笑ちょうしょう。宗介を名乗る男が、無線の向こうで鼻を鳴らす。

『おまえは彼女なんかじゃない。おまえはソフィアだ』




　メリダ島の密林地帯を <レーバテイン> で移動しながら、宗介が告げた言葉。

　それを相手は心底不思議に思っている様子だった。

『……ソフィア？　あんたなにを言ってるの？』

　無線越こしに聞こえる彼女の息遣いきつかい。

　動揺も驚きも感じ取れない。

　ただの訝いぶかしげな声。こちらの正気を疑っているだけの声。

　作戦前にテッサから聞かされていた通りの反応だった。話しあってどうにかなるものではない。説得する気など、宗介には最初からなかった。

『あたしは千鳥かなめよ。ソフィアはとっくの昔に死んでるわ。泣き落としが効かないなら、今度は変なゆさぶりってわけ？ まったく──』

「黙れ」

　ぴしゃりと言い放つ。この女に対する憤いきどおりや苛立いらだちが、宗介の中でくすぶっていた。彼はオープン回線で話し続ける。

「俺が武器満載まんさいのＡＳでここまで来て、わざわざ涙声なみだこえで『馬鹿な真似はやめるんだ』だのと説得を始めるとでも思ったのか？ 笑わせるな。俺が来たのは、おまえらを邪魔じゃまして、徹底的てつていてきに困らせるためだ。ちょうどいいから、この通信を聞いてる奴やつら全員に言っておく。よく聞いておけ──」

　彼はいったん言葉を切り、大きく息を吸って、

「これから台無しにしてやるぞ」

　と、宣戦布告した。

「俺の得意技わざは火付けと壊こわしだ。おまえらが必死に崇あがめてる、くだらんオカルト装置など、五秒でぶざまなガラクタの山に変えてやる。哀れっぽく懇願こんがんしてみろ。『やめてくれ。これは僕らの希望なんだ』だのと。俺はおまえらの泣きわめく姿すがたがぜひ見たい。めそめそと、卑いやしく、『僕らはこんなに傷ついてるんだ。こんな世界、消えてしまえ』だのと言い訳してみろ。きっと絵になるぞ。すべて録画して、みじめな姿を全世界に配信してやる。さらしものにして、一〇〇年先まで笑いものにしてやる。覚悟かくごしておけ！」

　こんな一気になにかをしゃべったことなど、もしかしたら初めてかもしれない。これだけ言葉がぞろぞろ出てくることが、宗介自身も驚きだった。

『……なにも分かってないのね』

　それまで黙って聞いていた彼女が、哀かなしげにつぶやいた。

『あたしたちが求めてるのは、もっと優しくて繊細せんさいな世界。ただそれだけなの。癒いやしと調和と透明感とうめいかんがあって、それでいて鮮あざやかな──』

「だまれ、あばずれめ」

『そっ……』

「なにが癒しだ。透明感だ。雑菌ざつきんだらけのクソを塗ぬりたくってやる。だいたい、分かる分からないの話じゃない。俺は、そうすると決めた。おまえらは全力で阻止しなければならない。これぞ戦争という奴だ。シンプルな強制とその応酬おうしゅう。俺はこいつが大好きだ。では、始めるぞ!!」

　デコイの一つの振動しんどうセンサに反応。アルが警告。

《八時、距離きょり三、ＡＳ二機！》

「来い！」

　おそらく敵のラムダ・ドライバ搭載型とうさいがたＡＳ、<コダール> 二機だ。こちらをすでに探知し、攻撃こうげき態勢に。デコイが辛かろうじてその反応を拾ってくれた。もうあんな女と話している必要はない。デコイも蒔まいたし、敵もほどほどに分散した。そしてこちらの意図を察知し、包囲をはじめようとしている。

「西の斜面しゃめんに注意していろ。待まち伏ぶせにいい場所が三つある」

《ええ、覚えています》

　アルもこの密林──メリダ島の演習場は知悉ちしつしている。

　移動しながら兵装選択。まず腰こしの『ゼーロス』二門。命中は期待せずに最高の発射速度でばらまく。密林を切きり裂さく数百発の二〇ミリ弾だん。倒たおれる木々と、飛び散る枝葉。泥どろのしぶきを突っ切って、<コダール> 二機が接近してくる。ＥＣＳ（電磁迷彩でんじめいさいシステム）は無駄だと判断しているのだろう、すでに姿をみせている。

　敵がカービンを発砲はっぽう。<レーバテイン> は数歩のステップで射線をかわし、振ふり返かえりざまに四〇ミリのアサルトライフルで応射。一機の右半身みぎはんしんに五発命中。だがその <コダール> はラムダ・ドライバで防御ぼうぎょし、致命傷ちめいしょうを免まぬがれる。よろめき、ふみとどまり、さらに攻撃を加えようと

「ふん……！」

　力比べならこちらが上だ──そう怒鳴るつもりで斉射せいしゃ。はげしい濁流だくりゅうとなった四〇ミリ弾と二〇ミリ弾が叩たたきつけられ、<コダール> はついに耐たえきれず被弾ひだん、穴だらけになってくずおれた。

「おまえらも今日で見納めにしてやる！」

　もう一機の攻撃を強引に力場りきばで受け止めつつ、弾切たまぎれになった腰の二〇ミリ砲ほうを投棄パージ。四〇ミリの残弾ざんだんをすべて発射しながら、まっすぐに接近する。敵は距離を取ろうと、右へ左ひだりへ短い跳躍ちょうやくを繰くり返かえして応射した。敵てきの三七ミリ弾が、<レーバテイン> の周囲で跳はね回まわる。かまわず突進とっしん。ライフルが弾切れに。

《ＧＥＣ─Ｂの残弾ゼロ》

「わかってる！」

　補助腕ほじょわんで保持していたライフルを右手でつかんで、野球バットよろしく <コダール> めがけてフルスイングする。歪曲わいきょくする空間。異様な衝突音しょうとつおん。頭部を殴られた敵が、きりもみして地面にたたきつけられる。折れ曲がったライフルで追い打ちをかけようとしたところで、アルが警告。

《四時！》

「！」

　前転して身を翻ひるがえし、倒した <コダール> を盾たてにする。ほとんど同時に、四時方向から新たな敵機の攻撃。予想していた西側からだ。数は不明。おそらく三機以上。盾にした <コダール> に、敵弾てきだんが次々に命中する。

　もう一挺いっちょうのＧＥＣ─Ｂも弾切れになったのでパージ。左手で敵機を盾にしたまま、右手で『ボクサー２』散弾砲さんだんほうを抜ぬき、応戦。敵が散開する。

《南からもです。最低で四機》

　さらに別方向から攻撃を受ける。ボロボロになった敵機を放り出し、力場でしのぎながら遮蔽物しゃへいぶつへと移動。

　いよいよ敵は戦力を集中してきた。しかも対応が早い。

《最初の二機は足止めだったようです》

「だろうな。少佐しょうさの指揮だ」

　そう簡単に各個撃破げきはをさせてくれない。デコイを蒔いて長広舌の作戦も、そう長く効果は続かなかったようだ。敵に二機の <コダール> を差し出すように強しいることはできたが、不利なことは変わらない。

　最低でも八機の敵ＡＳ。レナード機の所在もまだわからない。そして敵の指揮は少佐。ＴＡＲＯＳの起動も近い。

（少佐……）

　さっきの通信も聞いていたはずだ。おそらくレナードも。最後さいごの宣戦布告は、あの女に向けたものではない。むしろカリーニンとレナードに対する宣言と侮蔑ぶべつだ。

　俺はもう迷ってなどいないぞ。

　全力で貴様らをたたきつぶしてやる。

　おまえらは弱虫だ。いかがわしい装置と、馬鹿げた理想にすがっている。理屈りくつなんぞ知ったことか。俺はその腐くさった根性が気に入らない。

　これから邪魔をしてやる。徹底的にいやがらせしてやる。首を洗って待っていろ──

　こう言ったのだ。

　奴らは笑っているだろうか？ いいや、笑ってはいまい。本気でやらないとヤバいことになると、きっちり悟さとっているだろう。ここで笑う程度の相手なら、楽に倒せる。

　至近距離しきんきょりでロケット弾だんの爆発ばくはつ。

　舞まい上あがった土石が <レーバテイン> の装甲そうこうを叩く。

「っ……！」

《 <コダール> タイプ三機、21Ｄへ移動しています》

　敵は巧妙こうみょうな包囲を仕掛しかけつつあった。明らかに連携れんけいの取れた攻撃だ。敵の操縦技能そのものは、そう大したレベルではないようだったが、位置取りと射撃しゃげきのタイミングがひどく巧たくみでいやらしい。これまでの敵とは明らかに違ちがう。

「 <デ・ダナン> からの信号は？」

《ありません。健在かどうかすら不明》

「北西に誘さそい出だす」

《途中とちゅうで敵の十字砲火ほうかを浴びます》

「ここにいたらジリ貧だ。行くぞ……！」

 <レーバテイン> は岩陰いわかげから猛もう攻撃の中へと駆かけ出だした。




　派手な対空砲火とはうって変わって、その山は不気味なくらい静まり返っていた。

　ＥＣＳで不可視化したまま、マオのＭ９は闇やみの中を移動する。

　センサはすべてパッシブ・モードだ。関節の駆動音くどうおんすらほとんど出さず、路地裏を忍しのび歩あるく野良猫のらねこのように

（攻撃してこないわね……）

　敵は時間さえ稼かせげればいい。積極的に仕掛けてくる理由はない。だとしても、山の中──基地内部にＭ９が侵入しんにゅうしてしまえば脆弱ぜいじゃくな施設しせつが危険にさらされる。核かくミサイルの発射装置に、万一にでも支障を出したいとは思わないだろう。

（待ち伏せってこと……？）

　あるいはこちらをまだ発見していないのか？

　Ｍ９のＥＣＳも実戦配備から二年以上が経過して、万能のステルス装置とは言えなくなってきている。もちろんいまでも強力な装備であることは間違まちがいないが、<アマルガム> くらいの最新鋭機さいしんえいきならば、こちらのおおよその位置や方位くらいはつかめるはずだ。

　アクティブ方式のＥＣＣＳ（対ＥＣＳセンサ）を使いたい誘惑ゆうわくをぐっとこらえて、移動を続ける。慎重しんちょうに進みたくても時間がそれを許さない。

　基地の入口──山の南面へと続くふもとに来て、油断なく周囲三六〇度を観察する。

　反応。

　南西の岩場、低木に隠かくれたくぼみのあたりにかすかな熱源を探知した。自然界にはない、人工的な赤外線のパターンだ。

『マオか？』

　ごく短距離たんきょりしかとどかない電波で、クルーゾーの声が届いた。潜ひそんでいたのは彼の <ファルケ> だ。向けていた銃じゅうを降ろし、共通の暗号化回線で応じる。

「歩兵部隊は？」

『ヤンが五〇〇メートル北西に集合させている。軽傷一名。着地で捻挫ねんざしたらしい』

　どうやら自分がいちばん遠くに落ちていたようだ。

「ウーは？」

　降下直前、対空砲火で重傷を負った一人の容態をたずねる。意識がないとだけ聞こえていたが──

『わからん。機に置いてきたからな。ただ、厳きびしい様子だったそうだ』

「そう……。ヤンは大丈夫だいじょうぶ？」

　ヤンは怪我けがしたウーと前から仲がいい。ヤンが歩兵部隊の指揮をとれる精神状態にあるかどうかの質問だった。

『少し話したが大丈夫そうだ。連中は予定のルートで移動させる。俺たちは北東からだ。いくぞ』

「了解りょうかい」

　ちらりと時間表示を見る。予測される最低発射時間まであと二〇分。余計な議論の暇ひまはない。ここはクルーゾーの嗅覚きゅうかくに任せよう。

　ＡＩがクルーゾー機とデータ交換こうかん。不可視化していてもリアルタイムで位置がわかるようになった。スクリーン上のなにもない空間に、クルーゾー機を示す『ＵＲＵＺ１』のターゲット・シンボルが表示される。パッシブな索敵環境さくてきかんきょうで作動可能な電子戦装備をすべてオンに。斜面を登るクルーゾーの後へと続く。

「静かすぎると思わない？」

『ああ』

　センサ性能はマオ機の方が上だ。そのマオ機からのデータを受け取り吟味ぎんみした上で、クルーゾーは同意していた。

『罠わなも見当たらない。迎撃げいげき兵力も予想以下だ。こうなってくると……』

「テッサが正しかった、と」

『そうだ。敵は残存兵力のほとんどをメリダ島に配備している。やはり本気で守りたいのは、こちらではなく──』

　その時、あたりにけたたましい音楽が鳴なり響ひびいた。

　爆音ばくおんではない。音楽だ。

　こんな山間やまあいなので、高音部ばかりが響いてばりばりと割れていたが、それでもなんの曲なのかはわかった。ムソルグスキーの『禿山はげやまの一夜』だ。聖ヨハネ祭の前夜、無数の悪霊あくりょうが現れ騒さわぎ立たてるという交響詩こうきょうし。音源もすぐに特定できた。この基地のあちこちに設置されたスピーカーから、どこかのロック・フェスティバルもかくやといった音量で垂れ流されている。

『「ファンタジア」を思い出すな』

　クルーゾーがつぶやいた。

「なにそれ？」

『世界最初のステレオ映画で……いや、いい。とにかく、こういう真似まねをするのはファウラーだろう』

　ファウラー。あのスカした優男やさおとこのやりそうなことだ。敵をイラつかせるのが作戦の一部だとするなら、あの男は実に優秀ゆうしゅうといえるだろう。

　それだけではない。奴やつは操縦兵としても充分じゅうぶんに優秀だ。こうしている間にも──

　アラーム音。

「！」

　北の斜面、一〇時の方向にかすかな熱源とノイズ。銃口じゅうこうを向け、僚機りょうきと距離きょりを取る。クルーゾーに警告の必要はなかった。すでにこちらのデータを受け取っている。ＡＩの識別機能はあの熱源を『誤差の範疇はんちゅう』と判定していたが、マオの考えは違っていた。

　間違いない。あれは敵機だ。

　だが撃うってこない。

「まだこちらに気付いていない……？」

『いいや──後ろだ』

　クルーゾーが叫さけぶのと同時に、まったく反対方向から敵が襲おそいかかった。

　敵もＥＣＳで透明化とうめいかしたままなので、姿はほとんど見えない。ただ背後五〇〇メートルの岩陰からなにかが躍おどり出でて、彼らに攻撃こうげきレーダーを照射してきた。前後から挟はさみ討うちにされた格好だ。

『前は任せる！』

　クルーゾー機はすぐさま身を翻し、横っ飛びに跳躍する。こうなっては、二機で連携をとって戦うのは無理だろう。それぞれ一対一で対決するしかない。

　マオも反対方向に動きつつ、ＥＣＳを解除。もはや不可視化は効果が薄うすい。ほとんどのアクティブ・センサをオンに。例えるなら強烈きょうれつなサーチライトを点灯したようなものだった。センサから取得できる情報がたちまち激増する。

　かすかな熱源にすぎなかった敵機、その機種が判明した。

　二機ともあの <エリゴール> だ。<コダール> タイプの発展強化型で、パワーも運動性もより強力になっている。メキシコでの戦闘せんとうで遭遇そうぐうした時は、不意打ちで頭部を破壊はかいされて、逃にげ回まわるのがやっとだった。

　クルーゾーが立ち向かったのは黒い <エリゴール> で、おそらくファウラーの機体だろう。マオが対峙たいじするのは正面の機体、メキシコでも遭遇した白い <エリゴール> だ。

　荒あれ果はてた夜の山岳さんがくで、最後の戦闘が始まった。

　今回は不意打ちこそ避さけることができたものの、不利なことは変わりない。こちらにはラムダ・ドライバがなくて、向こうにはある。しかも数は同数。囮おとり作戦や罠わなを仕掛ける余裕よゆうもない。そしてなにより、ファウラーたちは腕利うでききだ。おそらく、こちらと同等かそれ以上の技能を持っている。



　正面の <エリゴール> はこちらと同様、ＥＣＳの使用を中止して攻撃態勢に入る。白い機体だ。急斜面きゅうしゃめんを横切るように高速移動しながら、マオ機めがけて発砲はっぽう態勢に。

「やる気満々ね」

　強力な妨害ぼうがい電波を照射し、敵の照準動作を一時的に妨害する。かまわず敵がバースト射撃。外れる。射線をかいくぐり、乱数機動で移動しつつ、敵機を捕捉ほそく。着地の瞬間しゅんかんを狙ねらって発砲。どうせラムダ・ドライバで弾はじかれるのは分かっていたが、小手調べだ。

「！」

　その白い敵機はラムダ・ドライバを使わなかった。同じ妨害電波を発振はっしんして、こちらの照準を狂くるわせてきた。一瞬いっしゅん、スクリーンの表示が激しく明滅めいめつして、すぐに回復する。

 <エリゴール> は頭部を軽く左右に振ふり、次の攻撃位置へと駆かけ出だす。

　まるで『ラムダ・ドライバなど必要ない。電子戦だけでおまえを倒たおしてやる』と嘲あざけられたようだった。

「こいつ……！」

　ふざけた真似を。

　いったい何者だ？　操縦兵の情報はまったくない。だが

（ひょっとして、女……？）

　なぜかマオはそう感じていた。

　ただの勘かんだが、強いて根拠こんきょを挙げるなら、その白い <エリゴール> の動作だ。わずかな腰こしの反そらし方や、膝ひざの傾かたむけ具合、跳躍ちょうやくから着地に至るまでの一連の流れ、それらの端々はしばしに『上品さ』が漂ただよっている。

　もちろん考えすぎかもしれない。しかしＡＳというのは操縦者の動作を拡張する機械だ。モーション・マネージャの翻案ほんあんを通しても、操縦者の個性、人間臭くささがにじみ出てしまう。仲間の機体ならば、動くところを見ただけで誰だれの操縦か判別できるくらいだ。

　たとえば宗介の機体はいつもやや前のめりの姿勢で、きびきびと周囲に注意を払はらい、小刻みに頭を動かしている。クルツのＭ９は胸を張る姿勢で、横柄おうへいな感じで頭部をゆっくり左右に巡めぐらせる感じだった。クルーゾー機はいつも背筋を伸のばした姿勢で、脚あしの運びも武道家を彷彿ほうふつとさせる。

　そうした個性を見てきたマオの勘が、『女ではないか？』と告げている。

　だとして、どこかに付け入る隙すきはないだろうか？

（あるわけないか、くそっ……！）

　敵の射撃が襲いかかる。左肩部さけんぶの装甲そうこうに被弾ひだん。

「っ！」

　大きな損害ではなかったが、内蔵のＥＣＳレンズが損傷した。これで姿を消すことは難しくなる。

　余計な考えを振り払い、高速移動する敵機めがけてアサルトライフルを連射する。だがこの位置から直撃ちょくげきは難しい。白い <エリゴール> はＥＣＳの使用をおりまぜながら、乱数機動を実行し、あざ笑うような射撃しゃげきを繰くり出だしてきた。

　時間がない。

　それ以前に、はたして自分がこの敵を倒すことなど可能なのだろうか？




　　　　　　　●




　地面すれすれから迫せまった一機の <コダール> が、宗介の <レーバテイン> にがっしりと組み付こうとした。

《接近警報！》

　敵機を左手だけで受け止め、右手みぎての散弾砲さんだんほうで別の敵機に発砲。そこに背後から、もう一機が槍型やりがたの単分子カッターを振りかぶって飛びかかる。

「ニーカッターだ！」

《レディ》

 <レーバテイン> の膝に収納された単分子カッター『ＧＲＡＷ─４』のブレードが、収納状態のまま起動して膝からせり出した。迫る一機の切っ先をぎりぎりでかわし、無理な姿勢から膝蹴ひざげりを繰り出す。飛びかかってきた <コダール> が、右膝から飛び出したカッターで串刺くしざしになった。

　火花が飛び散り、装甲の上を跳はね回まわる。

「！」

　同時に別方向から敵の射撃。半身を返して敵を盾たてにしつつ、右足を振る。串刺しの敵が人形のように放り出され、泥どろを跳ね上げ転がっていく。

　左手で押さえつけていた敵を、散弾砲の零距離射撃ぜろきょりしゃげきで粉々に吹ふき飛とばす。

「そうだ、どんどん来い……！」

　強い充実じゅうじつを感じる。記憶きおくも定かでない幼い時代から、これまで身につけてきたあらゆる技能が完璧かんぺきに機能している。きわめて有機的に働いている。

　そしてもう一つ感じるものがあった。

　自分はアンドレイ・カリーニンをも困らせている。

　彼の戦術が、彼の思考が理解できる。自分がこちらに動いたら、彼が部下たちにどう命じるのかが想像できる。もともと長い付き合いだ。なおのことよく分かる。

　こうされたら困るだろう？

　こちらに動くとやりづらいだろう？

　新兵にありがちな思い上がりではない。ごくフラットに、そう感じる。ただの知恵ちえくらべなら少佐しょうさの方がまだまだ上だが、不確定要素が助けてくれる。自分とこの機体そのものがワイルドカードだ。自分自身でさえ予想できなかった、荒あらぶる力。それがあの古強者ふるつわものの常識を上回っている。

　だがたとえどれだけ強力だろうと、限界は必ずやって来るだろう。

　この戦力差。強い疲労ひろう。足りない時間。

　ここまで奮戦しても、全機を倒してＴＡＲＯＳまで駆かけつけることは厳しい。敵戦力の大半をたたきつぶせるかもしれないが、そこでゲームセットだ。いずれ <レーバテイン> は力尽つきる。

　──と。そう思っているんだろう、少佐？

　だがもう遅おそい──

《ＴＤＤ─１からの信号を受信。予定通りの支援要請しえんようせいを？》

「やれ！」

《了解りょうかい。実行。──発射を確認。表示します》

　戦術マップのずっと端はし、海上に一〇個のシンボルが現れる。

　こちらの要請を待ち受けていたのだろう。メリダ島近海まで接近することに成功した <デ・ダナン> が、すぐさま潜望鏡せんぼうきょう深度から一〇発の巡航じゅんこうミサイルを一斉いっせい発射したのだ。ここからは見えないが、距離からいえば目と鼻の先だ。

《ＥＴＡ、［＃縦中横］30［＃縦中横終わり］セカンズ》

　あと三〇秒で飛来する。

 <レーバテイン> は西へ移動。敵弾てきだんが降り注ぐ。乱数機動と障壁しょうへきでしのぐが、大腿部だいたいぶに被弾。致命的ちめいてきな損傷ではなかったが、出力が若干じゃっかん低下。

　構わず疾走しっそう。密林の中の開けた場所へ出る。

　直径三〇〇メートルほどの、見通しのいい草地だ。ＡＳ戦のセオリーでは、できる限り避けるべき地形だった。そのど真ん中へと <レーバテイン> は移動する。

《ＥＴＡ、［＃縦中横］15［＃縦中横終わり］セカンズ。ＴＲＡＭ１から［＃縦中横］10［＃縦中横終わり］までのターミナル誘導ゆうどうを実行》

　敵の攻撃を防いで応戦。一機の <コダール> の腕うでが吹ふき飛とぶ。ひるまず敵は包囲を縮め、三方向から強烈なプレッシャーをかけてくる。

　敵は八機。文字通り四方八方から迫り来る。一度に相手するのは無理な数だ。

「誘導は任せる」

《了解。ＥＴＡ、５セカンズ。４……３……》

「やるぞ……！」

 <レーバテイン> はその場にひざまずき、『妖精ようせいの羽』を起動させた。

　両肩りょうかたに突つき出だした羽根型のユニットに莫大ばくだいな電力が注ぎ込まれる。ブレードから青白い粒子りゅうしが舞まい散ちり、くぐもった振動音しんどうおんがあたりに響ひびき渡わたる。

『妖精の羽』はラムダ・ドライバの無力化装置だ。<レーバテイン> から一定の範囲はんいにいる機体は、すべて例外なくラムダ・ドライバが使用不能になる。

　無力化のフィールドが瞬間的に膨張ぼうちょうし、すべての <コダール> を飲み込んだ。

　同時に頭上から、一〇発の巡航ミサイルが飛来する。アルが最終誘導。まだ薄暗うすぐらい上空で、亜音速あおんそくの炎ほのおの矢が八方向に散開して降り注いだ。

《着弾ちゃくだん》

　命中。命中。命中。命中。──命中。

　宗介の周囲で爆発ばくはつの嵐あらしが吹き荒れる。巡航ミサイルの不意打ちに気づくこともできなかった敵もいれば、気付いてラムダ・ドライバで防御ぼうぎょしようとした敵もいた。どちらも同じことだ。半分以上の敵 <コダール> が成形炸薬さくやくの爆発に貫つらぬかれて、あるいは四散、あるいは炎上えんじょうする。

《五機を撃破げきは。残りは回避かいひ》

「上出来だ」

『妖精の羽』の駆動くどうを停止。ユニットの補助放熱ブレードをたたみ、残敵の掃討そうとうに移る。

　八機中、五機の <コダール> が撃破されていた。生き残った三機はかろうじて回避し、直撃を免まぬがれたようだ。だが一機は片足を失って、這はうように逃げている。その背中めがけて無造作に散弾砲を発砲。一撃いちげきで撃破する。

　残る二機はパニックから立ち直り、攻撃を続けるか撤退てったいするか逡巡しゅんじゅんしたあと、攻撃を決意しこちらに向かってきた。

「どけ」

　一機を散弾砲で粉砕ふんさいし、最後の一機を単分子カッターで縦一文字に両断する。

　全機撃破。

　さて──少佐。雑魚ざこどもは一掃いっそうしたぞ。これも予想の範疇はんちゅうか？ だとしたら、次にあんたはどんな手を用意できる？ さしずめ、俺を基地の懐ふところまで誘さそい込こみ、かなめを救いにＡＳを降りるところを狙うといったところか。たっぷりとトラップを用意して、歓迎かんげい委員会を組織しているのか？

　いいだろう、待っていろ──

 <レーバテイン> は単分子カッターを膝に収納してから、基地の中心部へと跳躍した。




 <コダール> の部隊が全滅ぜんめつした知らせを受けても、カリーニンは驚おどろかなかった。

　それどころか、まあそうだろうな、と奇妙きみょうな納得を感じていた。

　指揮に手を抜ぬいているわけではない。<レーバテイン> のラムダ・ドライバの無効化装置に注意しろとも警告していた。巡航ミサイルとの複合攻撃こうげきすらも思いつかないわけではなかったが、あそこまで完璧なタイミングで使われたのはさすがに予想外だった。宗介とテッサの力は、一年前とは違ちがう。度重たびかさなる試練をくぐり抜け、より強く、より狡猾こうかつな戦士へと成長を遂とげている。

　もう、自分の手には余るかもしれない。

　せめて <コダール> と <ベリアル> が連携れんけいを取ってくれれば、まだ違う結果になったのだが。

（無理な相談か……）

　レナードの自尊心がそれを許さないだろう。彼は一騎討いっきうちを望んでいる。最強であることの弱点とでもいうべきか。

　無線でレナードに呼びかけてみたが、応答はなかった。

　もう応こたえるつもりはないのだろう。

　冷徹れいてつに考えれば、九割方はレナードの勝利だ。たとえラムダ・ドライバの無効化装置が向こうにあっても、<ベリアル> の優位は揺ゆるがない。

 <レーバテイン> については、もはやレナードに委ゆだねるしかないだろう。

　こちらは歩兵部隊の配置を進めなければならない。<デ・ダナン> が防衛網ぼうえいもうを突破とっぱして上陸するとしたら、基地の北岸しかないだろう。こちらはそこで入念な待まち伏ぶせを行い、敵の上陸部隊めがけて的確な打撃だげきを与あたえる。

　敵がどうがんばったとしても、時間は充分じゅうぶんに稼かせげる。

　カリーニンはいくつかの付帯的な指示を出してから、歩兵部隊に迎撃げいげきの手はずを伝え始めた。




　密林の中を駆け抜け、宗介は暗号回線で <デ・ダナン> を呼び出した。

「こちらウルズ７。敵のＡＳ兵力はほぼ撃破した。ただし <ベリアル> とはまだ接触せっしょくしていない。ＴＡＲＯＳの起動は最終段階に入った模様」

『こちら…… <デ・ダナン> 。感謝する』

　マデューカスの声が応答する。息が荒い。ノイズがひどい。無線の後ろにはげしいアラーム音とだれかの怒声どせい。深刻な損害が出ているのだろうか。

「中佐殿ちゅうさどの？ 艦長かんちょうは……？」

『魚雷ぎょらいを食らったときに椅子いすから放り出された。いま手当を受けている』

「魚雷？　負傷を？」

『大丈夫だいじょうぶだ。艦はまだ動く。彼女もだ。こちらは……地下水路から突入とつにゅうを試みる。最新の衛星情報から、ＴＡＲＯＳはやはり地下ドックに建造されているそうだ。サガラ、おまえは地上から出来るところまで侵入しんにゅうしろ』

　地下水路から？　危険だ。無謀むぼうといってもいい。

　もう無理せずに、海の中でおとなしくしていろ──

　そうは言えなかった。そんな余裕よゆうはない。もうすぐＴＡＲＯＳが作動する。自分だけでは間に合うかどうか。

　じっくり掃討しながら侵入する時間はもうない。こちらは地上から、<デ・ダナン> は地下から、それぞれ攻せめて挟はさみ討うちにするほかないだろう。

「……了解」

『……替かわって！』

　テッサの声。マデューカスからヘッドセットをひったくる音。

『サガラさん。<ベリアル> は……まだ見てないのね？』

「肯定こうていです」

『気をつけて。レナードは時間を稼ぐ気かもしれないわ。起動まで釘付くぎづけにできれば、あなたを倒たおす必要はないんだから』

「わかってます。ただ──」

『遠慮えんりょは無用よ。全力で兄を倒して。生死は問いません』

　宗介の言いたいことを察したのか、テッサはきっぱりと言った。

『彼に効くかもしれない言葉を教えておきます。いい？ よく覚えておいて』

　無線の向こうで、彼女が短く躊躇ちゅうちょする。

　まるで毒杯どくはいをあおるように、苦しげに──とても苦しげに喉のどを鳴らしてから、まるで吐はき気けをこらえるような声で、彼女はその言葉を告げた。

　ごく短いフレーズだった。

　宗介には、その言葉の意味が分からなかった。だが説明を求めている時間などない。宗介は短く答えた。

「了解」

『頼たのみましたよ。交信終了しゅうりょう！』

　慌あわただしく通信が途絶とぜつする。テッサとのやり取りはそれきりだった。まだ敵の海上兵力が残っているのだ。戦闘せんとうの真っ最中に、感慨深かんがいぶかい言葉のやり取りなどしている余裕はない。

 <レーバテイン> は基地へと走る。

　このまま南へ向かって、演習場の一六番エレベータから地下へ入り、地下基地の背骨ともいうべき〇ゼロ号通路のトンネルをまっすぐ進むのが最短ルートだろう。〇号通路はＡＳでも楽に行動できる広さだ。

　視界を流れて行く密林の木々。ふと、この島に残してきた虎とらのことを思い出す。東京にいたころ、ベンガルトラを密猟者みつりょうしゃから助け出して、飼う場所がないのでこの島に連れてきた。あの白い虎が、もしかしたらまだこの密林にいるかもしれない。

　あいつは無事だろうか？

　あの時はマンションで無理に飼おうとして、かなめに猛反対もうはんたいされた。けっきょくメリダ島の密林に放して、演習場を荒あらす野豚のぶたの対策に役立てると説明したのだが、それでも彼女は心配顔だった。

《軍曹ぐんそう殿？ 集中力が落ちていますが》

　アルが言った。機体の小型ＴＡＲＯＳから宗介の精神状態を察知したのだろう。

「いや……大丈夫だ」

　雑念を振ふり払はらう。一六番エレベータはすぐそこだ。

　レナードは出てこない。カリーニンの動きもない。だが、それならばそれでいい。なにかこちらが与あずかり知しらないトラブルが起きたとも考えられる。いま優先すべきはソフィアの阻止そしだ。

「…………！」

　さすがに甘い考えだった。

　宗介たちの行く手、一六番エレベータが設置された丘おかの頂いただきに、一機のＡＳがうずくまっていた。

　傷一つない、黒と銀色の装甲そうこう。優美な曲面構成。左右非対称ひたいしょうの頭部が、悪魔あくまめいた威圧感いあつかんを醸かもし出だしている。

　レナードの <ベリアル> だ。

　あたりはまだ小雨こさめがちらついている。ＥＣＳは使っていない。

 <ベリアル> はなにかの武器を携たずさえていた。その身長に近いくらいの長さで、新月のような弧こを描えがく形の武器。それを右肩みぎかたに載のせ、鷹揚おうようにこちらを見下ろしている。

　あれは──弓か？

『ここまでは来るだろう、と思ってたよ』

　外部スピーカーからレナードが言った。

『カリーニン氏の指揮なら、もう少し持ちこたえてくれるかと思ったんだがね。彼もさすがにロートルってことか』

「どうかな。おまえの指揮なら、あと五分は早くここに着いていたぞ」

『言うね』

 <ベリアル> が肩かたを小さく動かした。笑ったというより、肩をすくめたのだろう。

『さっきのご高説は聞かせてもらったよ。なかなか面白かった。彼女がソフィアだと知っているのか』

「当たり前だ。テッサから聞いている」

　ヤムスク11で行われた一八年前の実験で、身も心もバラバラにされた被験者ひけんしゃの少女。その残留思念ざんりゅうしねんが、オムニ・スフィアからかなめを通じて顕あらわれている。ソフィア本人もその自覚がない。

　ソフィアはかなめを乗っとっているのではない。自分がかなめだと思っている。自分の意思で行動しているつもりだし、過去の記憶きおくもすべてかなめのものだ。だから必死に説得をしても無駄むだだし、思い出を語って聞かせても無駄だ。

　もしかなめの心がどこかにあるなら、あとはもう彼女に託たくすしかない。だったら自分は彼女になにを伝えるべきか？

　がんばれ？　迎むかえに行く？ いまでも君を想っている？

　そうではない。どれも彼には空々しく感じた。

　自分の知っている、もっとも強い言葉はなんなのか？ そう自問した末に出てきた言葉があれだった。

　愛の言葉など、宗介はほとんど知らない。

　罵声ばせいだ。挑発ちょうはつだ。這いつくばって苦しむ人間にかけるべき言葉は、なにも優しい励はげましばかりではないはずだ。

『なるほどな。本来の彼女に呼びかけるなら、ああいうやり方が効果的だと。ひたすら一途いちずな君らしい』

「おまえこそどうなんだ？」

『なに？』

「おまえも千鳥には特別な感情を持っているようだ。だがあの女と彼女は違う。それを知っていて、なぜ平気でこんな真似まねができる？」

『……それなら話しただろう』

「あくまでいまの世界を否定したいわけか」

『あるべき姿に戻もどすだけだ』

「どうどう巡めぐりだな」

　宗介は自機の散弾砲さんだんほうに徹甲弾てつこうだんのマガジンを装填そうてんした。

　いい知れない寂さびしさを感じる。

　自分とレナードは憎にくみ合あっているわけではないと思う。だが、むしろそれが問題なのだ。互たがいに強い感情や執着しゅうちゃくすら抱いだいていないということは、要するに相手に関心がないということではないのか。

　これは宿命の戦いなどではない。

　立場が異なる相手を排除はいじょするだけの戦闘だ。相手の考えなんか、どうだっていい。とにかくこいつを倒して先に進む。それだけの戦い。

　もし別の世界で出会ったとしても同じだろう。敵になったとしても、味方になったとしても。お互いに興味を持たず、憎しみという強い絆きずななど築くこともなく、なにも始まらない関係。

　人間は変われない。

　運命をどういじっても、交まじわらない者同士は交わらない。

　絶望的な話でもあり、ユーモラスな話でもある。それが肌身はだみで感じられた。

　レナード。

　おまえを宿敵だと感じられたら、俺は賛成できたかもしれない。

「時間がない。始めるぞ」

　発砲はっぽう。

 <ベリアル> は動かなかった。徹甲弾がその正面で急停止し、周囲の空間がはげしく歪ゆがむ。力場と力場のぶつかり合い。両者にとって、もはや徹甲弾はただの媒介ばいかいにすぎない。意思を乗せ、破壊はかいのイメージを伝えるだけの乗り物だ。

　徹甲弾が潰つぶれる。まるで紙細工のように。

　空間が凝縮ぎょうしゅくし、衝撃波しょうげきはが生まれて大気が震ふるえ、大地が粉々に砕くだけ散ちった。

「だろうな……！」

　舌打ちして身構える。この程度の挨拶あいさつで済むような相手ではない。<レーバテイン> も強力な機体だが、依然いぜんとして優位は向こうにある。

『さっきは大口を叩たたいていたな、サガラ！』

　爆煙ばくえんをかき分け、<ベリアル> が暁あかつきの空に舞まう。

『台無しにする？　邪魔じゃまをするだと？ やれるものならやってみろ！』

　攻撃こうげき態勢に。あの武器はやはり『弓』だった。

　全長八メートルを超こえる機械の長弓。その長弓を左手ひだりてで構え、右手で優雅ゆうがに機械式の弦つるを引く。矢はない。だが、目に見えない何かの矢が、明らかにこちらを捉とらえている。

「？」

　きっと防御ぼうぎょはできない──そう感じて反射的に半身を反そらすのが精一杯せいいっぱいだった。<ベリアル> の長弓がなにかを射る。そう感じた直後には <レーバテイン> の散弾砲と左肩ひだりかたが貫つらぬかれ、遅おくれて衝撃波が襲おそいかかってきた。

　空気を叩く鋭するどい破裂音はれつおん。遅れてやってきた『弓』の発射音だ。

「……っ！」

　砲弾ほうだんではない。もっと異質ななにかだ。

「レールガンか……？」

《不明。発射と同時に被弾ひだんしました。極超音速ごくちょうおんそくか、それ以上の弾速です》

　アルの指摘してきを聞いているゆとりはなかった。弾速以上に危険なのは、こちらの力場がまったく通用しなかったことだ。いまの攻撃で散弾砲を失い、さらに左肩の『妖精ようせいの羽』を破壊された。半身をひねっていなかったら、胴体どうたいを貫かれていたかもしれない。

『いい勘かんだ。だが次はどうかな……？』

　空中を自在に飛翔ひしょうし、<ベリアル> が二の矢をつがえた。

　こうしている間にも、かなめは、いやソフィアはＴＡＲＯＳを起動しようとしている。

　時間がない。

　いや、時間以前の問題だ。このままでは奴やつに仕留められる──





　　　４：恋人のジレンマ







 <トゥアハー・デ・ダナン> は瀕死ひんしの重傷だった。

　すでに右舷うげんに二か所、左舷さげんに一か所の損傷を受けている。

　右舷の一つは短魚雷たんぎょらいの直撃ちょくげきだ。右舷前方のコンパートメント。格納甲板ハンガーデッキのすぐ脇わきだ。浸水しんすいは止まらず、バラストタンクを出来る限り排水はいすいしても艦かんの姿勢が維持いじできない。機関部にも大きな火災。自動消火装置も追いつかない上、手動で消火にあたる人手などどこにもいない。

　この巨体きょたい、この構造だからこそ沈しずまずに済んでいる。だがもうほとんど限界だった。

『ＡＤＳＬＭＭアドスリムが起動。Ｍ　　18マイク・エイティーンに命中します！』

　最後の <リバイアサン> が罠わなにかかった。

　もはや高速航行もできず、深く潜もぐることもできなくなった <デ・ダナン> にとどめを刺さそうと接近してきた敵が、事前に潜ひそませていた自走機雷きらいの攻撃範囲内こうげきはんいないに飛び込んできたのだ。

　遠い爆発ばくはつ。先任ソナー員が <リバイアサン> の撃破げきはを告げる。

　だが誰だれも安堵あんどのため息などつかなかった。艦はすでに次の攻撃態勢に入っている。目標はメリダ島、第一水路の水中ゲート。基地の地下ドックへと通じる、地下水路の入口だ。いまは頑強がんきょうなスチール合金製のフェンスで塞ふさがれている。

　血の染み込んだガーゼで側頭部をおさえながら、テッサは命じた。

「全弾発射！」

「アイ、全弾発射！」

　五本の魚雷が一斉いっせい発射される。すでに魚雷発射管のうち一つは、損傷で機能していなかった。あらかじめプログラムされていた二本の魚雷が先行し、時間差で起爆きばく。敵の浮遊ふゆう機雷を吹ふき飛とばす。

　大量の気泡きほうを突つっ切きって、三本の魚雷と <デ・ダナン> が突進とっしんする。

　敵の沿岸迎撃げいげき。投射式の短魚雷が降り注ぐ。最大戦遠で振り切る。周囲で次々に爆発。一発が命中。艦が跳はねる。テッサの身体からだが座席にたたきつけられる。発令所のスクリーンの一つがブラックアウト。

　損害報告。機関部、居住区、あちこちで火災と浸水が発生中。右舷の第二潜舵せんだが脱落だつらく。

　だがまだ走れる。構わず加速。

　魚雷が先行してフェンスに命中。たて続けの爆発。ひしゃげたフェンスに艦が突っ込こむ。被弾に負けない大きな衝撃しょうげき。天井てんじょうのパネルが落ちてきて、マデューカスに直撃した。だれかの悲鳴。照明が明滅めいめつ。

　四万四〇〇〇トンの巨体がゲートを突破とっぱした。トンネルの中を艦が突進する。

「次弾の装填そうてんは!?」

「進行中。あと二……一……完了かんりょう！」

　生き残ったスクリーン上の魚雷発射管のステータスが、次々に黄色から緑へ切きり替かわる。

『ＡＲＭ』の文字が重なって点滅てんめつ。

「発射！」

　最後の発射。

　トンネルの奥を塞ぐ第二ゲートめがけて五本すべての魚雷を発射。一本が不発。四本が加速しゲートへと突き進む。

　すべて着弾ちゃくだん。

　正面から衝撃波はがトンネル内の海水を伝播でんぱして、<デ・ダナン> の艦首かんしゅを殴なぐりつける。姿勢が崩くずれ、右舷がトンネルの壁かべを激しくこする。巨大きょだいな獣けものの悲鳴が響ひびき、発令所の床ゆかがでたらめに揺ゆれる。

「一番、二番のリアクターが限界温度を超こえています！ これ以上の航走は……」

「最大戦速を維持！　爆発しても構わないわ！」

「アイ・アイ・マム！」

　第二ゲートが迫せまる。あと三〇〇メートル。二〇〇メートル。

「突っ込みます、衝撃に備えて！」



　艦内放送で叫さけぶ。だが放送は流れなかった。浸水か火災で回線が死んだのか、スピーカーが故障したのか──

「大丈夫だいじょうぶです、どうせみんな何かにしがみついてる！」

　マデューカスが怒鳴どなった。顔が血まみれだ。

　その直後、ゲートに艦首が衝突しょうとつした。

　震動しんどうと轟音ごうおん。テッサにはそれ以上なにが起きたのか知覚できなかった。艦長席かんちょうせきから前へと放り出され、操舵員そうだいんのシートにぶつかったことだけは分かったが、それからは視覚も聴覚ちょうかくもぐるぐると回転して、自分が生きているのかどうかすら判然としなかった。

「…………う」

　明滅する非常灯。ひどい頭痛と耳鳴り。

　マデューカスがこちらを覗のぞき込み、なにかを怒鳴っている。その向こうで、床に寝ねそべった火器管制官を操舵員が介抱かいほうしているのが見えた。

「……長。……艦長！」

　やっと彼の声が聞こえた。

「……気絶してたの？　どれくらい？」

「三〇秒もたってません」

「状況じょうきょうを……」

　右舷側のスクリーンが一枚だけ生きていた。マデューカスに助け起こされ、ふらふらとコンソールパネルに。操作してみる。まだ反応した。

　艦は第二ゲートを突き破り、海水のない乾ドライエリアに飛び込んでから、二〇〇メートルほど滑走かっそうしたところで止まっていた。突き破った水門から大量の海水が流れ込み、トンネルの高さの三分の一くらいまで浸水している。

　艦の損害はもはや致命的ちめいてきといってよかった。

　パラジウム・リアクターは自動で緊急きんきゅう停止していた。機関部の火災はまだ鎮火ちんかしておらず、艦首の魚雷発射管付近でも火災が発生しており、弾薬だんやくに引火する危険がある。格納甲板の浸水は止まったが、有毒ガスが発生している。舵はほとんどが脱落し、外壁がいへきの損傷は数えることもできないほどだ。

　艦橋かんきょうの潜望鏡せんぼうきょうを試す。まだ動いた。光学センサの映像を暗視モードで拡大。

　トンネルはまだ先に続いている。

　現在位置から、さらに三〇〇メートル先に最後のゲートがあった。最後のゲートはコンクリートで完全に封鎖ふうさされて、人間が通るためのサービス・トンネルも溶接ようせつ処理されているようだった。

　あの隔壁かくへきの向こう、かつて <デ・ダナン> の整備と補給を行っていた乾ドライドックに、目指すＴＡＲＯＳが設置されている。

　艦内放送を確認。予備回線はまだ生きている。テッサはマイクに向かって告げた。

「総員退艦たいかん。白兵戦の準備を」

　もたもたしている時間はない。クルーたちがめいめいに『了解りょうかい』と答え、発令所から武器ロッカーのある隣となりの区画へと駆かけ出だしていく。部下たちが出て行くのを見守ってから、マデューカスが出入口で立ち止まった。

「艦長！」

　最後に残っていたテッサに呼びかける。

「行ってて。すぐ追いつきます」

　場違ばちがいなほど落ち着いた声で答える。マデューカスは彼女のささやかな望みを察した様子で、うなずくと戸口の向こうに消えて行った。

　警報音が鳴なり響ひびき、非常灯が明滅する発令所を、ぐるりと見回す。

　自分の目に焼き付けておきたかった。

　コンソールを操作し、文字入力でただ一言『THANK YOU』と打ち込む。回線が火災でやられたのか、艦のＡＩ <ダーナ> は返答しなかった。

　彼女はその場にかがみ込み、両手をついて、埃ほこりまみれの床に口づけした。

　長い、長い接吻せっぷん。

　死にゆく娘むすめに、母親ができる精一杯のこと。

　実際には五秒くらいだった。彼女はすぐに立ち上がり、目尻めじりに浮うかんだ涙なみだをぬぐうと、早足で発令所を後にした。




　直線的な破壊はかいの矢が <レーバテイン> に襲いかかる。丘陵きゅうりょうの巨岩きょがんや、市街戦演習場の家屋が、衝撃波で次々に吹き飛ばされる。

　レナードの攻撃が防御できない。

　あの長弓が射る『矢』、見えないエネルギーの貫通力かんつうりょくを防ぐ盾たてのイメージが作れない。宗介そうすけの <レーバテイン> は小刻みな回避かいひ運動で、たて続けに襲いかかる矢をかわすのが精一杯だった。だが、それももうすぐ限界だろう。いずれ追おい詰つめられてコックピットを射貫いぬかれる。

（ならば──）

　真正面からの力比べに付き合う義理などない。奴用やつようの装備を使う時だ。

「『羽』を使うぞ！」

《レディ》

　そう長い時間、使うことができない装備だ。しかもレナードはそれを知っている。ここぞというタイミングで使いたかったが、こちらの選えり好このみを許してくれるほど、奴は甘い敵ではない。出だし惜おしみは命取りになる。

　すべて使う。すべてだ。

　集中。イメージ。<レーバテイン> に残された片翼かたよく──右肩みぎかたのラムダ・ドライバ・キャンセラーが作動する。後頭部から伸のびる放熱索ほうねつさくが加熱し、焼けた鉄のように光の飛沫しぶきを散らしはじめる。

　起動。これで敵のラムダ・ドライバは無効化された。レナードの <ベリアル> が浮力ふりょくを失い、地上に落ちる。だが <ベリアル> は空中で姿勢を立て直し、苦もなく地上に着地した。

『使うと思ったよ。だけどね──』

　着地後、すばやく長弓を折りたたむと、<ベリアル> は横っ飛びに通常の乱数機動を始める。

『──だとして、どう攻せめるんだ？』

 <レーバテイン> はすでに散弾砲さんだんほうもライフルも失っている。残る火器は背部の『デモリッション・ガン』だが、これは反動が大きすぎて、ラムダ・ドライバなしでは使えない。対戦車ダガーやグレネードは、<コダール> との戦いで使いきってしまった。

『妖精ようせいの羽』の温度が上がる。あと一分も使えない。

　レナードが両腕りょううでの四〇ミリ機関砲きかんほうを撃うってきた。一発一発、刺すような鋭するどさで <レーバテイン> を追い詰める。

『しかも、君の機体には弱点がある』

　言うなり、ベリアルの姿が大気の中にかき消えた。ＥＣＳを作動させたのだ。もう雨はやんでいる。

　レナードの位置が探知できない。

　彼は岩肌いわはだから岩肌へ、注意深く移動しているようだった。草木を踏ふんだり、煙けむりを横切るような真似まねは一切してくれない。ごく冷静に、注意深く自機を隠蔽いんぺいしている。

　やはり奴やつは気づいていた。無理やり強化したこの機体には、対ＥＣＳセンサが搭載とうさいされていないことを。

『お粗末そまつな電子兵装。俺が気付いていないとでも思っていたのか？』

　見えないどこかからレナードが言った。電波はあちこちから来る。位置は特定できない。

「気付いていない……か」

　光学センサの情報を慎重しんちょうに読み取りつつ、宗介は外部スピーカーのスイッチを入れた。

「おまえが気付いていないことなら、まだあるぞ」

　見えない姿を探し求めながら、先ほどテッサがくれたあの言葉を思い出す。いまだに意味はよくわからなかったが、使うなら今しかない──

『ほう』

「テッサから聞いた。……彼女は母親のしたことを知っている。わかるか？ 知っているんだ」

　長い沈黙ちんもく。敵の反応に確信など持てなかった。

　だがどうやら、それは確かに魔法まほうの言葉だったようだ。

『な……』

　初めて聞く動揺どうようの吐息といき。

『くだらない。でたらめを言うな』

　どこだ。

『羽』の使用限界時間が迫る。あと一五秒。

「でたらめで出てくる言葉だと思うか？」

　どこにいる。

『……知っていながら、なぜ邪魔じゃまができる？ テレサはおかしい。異常だ。けっきょく、あの淫売いんばいの娘むすめってことなのか？ そんな……ふざけるな。ふざけるのもいい加減にしろっ!!』

　敵の不用意な足運びが決め手だった。

　広葉樹が不自然に揺れ、下草がありえない形に押しつぶされ、散った葉が見えないなにかに当たって軌道きどうを変えた。

　目には見えない。レーダーにも映らない。

　だがそれは、確かにそこにいる。

（そこだ──）

　兵装選択せんたく。短砲身たんほうしんモードのデモリッション・ガンが背中から回る。右手で保持して、即座そくざに照準。『羽』を作動させたまま、ラムダ・ドライバの助けなしで──

　発砲はっぽう。

　右腕みぎうでが肘ひじからちぎれ飛んだ。

　五〇トンの戦車さえよろめくほどの反動が、<レーバテイン> を蹴けり飛とばす。機体がきりもみして宙に浮き、地面に叩たたきつけられた。デモリッション・ガンは右腕ごと、くるくると回ってどこかに飛んでいってしまった。

　一六五ミリ砲弾ほうだんがなにかに命中し、大爆発だいばくはつする。

　殺到さっとうする爆煙。土砂が舞まい散ちり、<レーバテイン> に降り注ぐ。くらくらする頭を振ふって、宗介は機体を起き上がらせた。

「くっ……」

　損傷をチェック。デモリッション・ガンごと、右腕を喪失そうしつ。『妖精の羽』はすでにオーバーヒートしていた。もうラムダ・ドライバ・キャンセラーは使えない。

　煙が晴れていく。

　そこに <ベリアル> が立っていた。左腕ひだりうでが吹ふき飛とび、あちこちの装甲そうこうが脱落だつらくし、あの長弓も失っていたが、それだけだった。

「……くそっ」

　渾身こんしんの一撃いちげきだったが、直撃ちょくげきには至らなかったのだ。<レーバテイン> の持つ最後の攻撃手段が、あと一歩で届かなかった。

　いびつな非対称ひたいしょうの頭部。ひびの入ったセンサーが、宗介を見据みすえていた。

『おまえがそういう手を使う奴だったとはな……』

　怒いかりを押し殺した声。ラムダ・ドライバはまだ生きているようだ。<ベリアル> の周囲の大気がゆがんでいる。

「いまさら騎士道きしどう精神か？」

『もういい。黙だまれ』

　傷ついた <ベリアル> が、暴風と化して突進とっしんしてきた。




　山間やまあいに響ひびく『禿山はげやまの一夜』。

　マオのＭ９と白い <エリゴール> との激闘げきとうは続いていた。

　つかず離はなれず、行き交かう射撃しゃげきと妨害波ぼうがいは。超高速ちょうこうそくで通信波の探り合い、ばかしあいが繰くり広ひろげられる。並行される数百通りの暗号解析かいせき。電子的な虚像きょぞうと虚像のぶつけ合い。

　マオが発砲。

　だがこの距離きょりと相対速度では命中は期待できない。白い <エリゴール> は当たり前のように四〇ミリ弾をかわすと、険けわしい斜面しゃめんを蹴って短く跳とび、装甲を展開させてＥＣＳレンズを露出ろしゅつさせた。

　また消えるつもりか？

　そうではない。透明化とうめいかはしなかった。

　白い姿が小刻みにぶれ、二つに分裂ぶんれつした。いや、二つではない。三つ、四つに同じ姿の <エリゴール> が増えていく。いったん岩陰いわかげを通り過ぎて姿を現したときには、計五つの虚像になっていた。

（分身……!?）

　分身。原理は理解できる。

　レーザー・ホログラムで自機の姿を隠かくすかわりに、周囲の空間に自身の虚像を投影とうえいしたのだ。マオも同じことを試そうとしたことがあったが、Ｍ９の出力では不効率だったので諦あきらめていた。

　それに分身など所詮しょせんはこけおどしだ。真ん中の一機を狙ねらえばいい。レーザー・ホログラムは投影距離の二乗に比例して発色が減衰げんすいする。つまり遠くに投影するのは非常に難しい。分身を作るなら、自身が真ん中に位置取りするしかないはずだ。

　膝ひざをついて安定姿勢に。今度は外さない。まずラムダ・ドライバを使わせてやる。勝負はそれからだ。両手で構えて──発砲。

　四〇ミリ弾が真ん中の一機を貫つらぬいた。だが、それだけだった。被弾ひだんの様子すらない。

　五つの敵機が同時に動く。

　カービン銃じゅうを背中に戻もどし、両手で対戦車ダガーを引ひき抜ぬいた。

「なっ……」

　真ん中が虚像？　だが、どうやって？ いや、敵のホログラム・ユニットの出力が桁外けたはずれだとしたらどうだ？ 自機を左端さたんにして、残り四つをすべて右側に投影することも可能なのではないか？ しかし、そんな電力を戦闘中せんとうちゅうに確保できるわけが──

　敵がやけにゆっくりと動いて見える。

　反応速度の極限の世界。まるでサッカーのペナルティー・キックだ。

　五機の <エリゴール> が両腕をいっぱいに広げ、背中を反そらして振りかぶる。計一〇本の対戦車ダガー。妨害電波はもう効かない。投擲とうてき武器には通用しない。

　回避を。右か？　左か？ それとも上か？

　決断──上だ。

　投げた。飛んでくる。一〇本。いや、八本はすぐ消えた。一番左の二本が残り、まっすぐこちらに飛んでくる。

　読まれていた。だめだ、避さけられない。

「…………っ」

　両腕りょううでをクロスさせ、胸部のコックピットを守るのが精一杯せいいっぱいだった。

　対戦車ダガーが両腕にぶつかる。タンデム式の成形炸薬弾さくやくだんが爆発。手にしたライフルごと、マオ機の両腕がバラバラに吹き飛ばされた。

　衝撃しょうげきで目の前が真っ白になる。

　自分は落下している。着地姿勢をとらなければ。腕を振って、姿勢を立て直して！

　だがその腕がない。人型兵器にとって、もっとも大事な一対いっついの腕が。

　背中から地面に叩きつけられ、声にならないうめき声をもらしながら、マオはスクリーンの片隅かたすみの時間表示を見た。

　予想発射時間まで、あと一五分。あと一五分しかないのに、このざまだ。

　正面には、分身をといて、背中から抜ぬいたライフルをまっすぐに構え直す白い <エリゴール> の姿。撃ってくる。いま──

「！」

　ジャックナイフ機動。背筋の力で跳はね上あがって逃にげるが、あちこちに被弾する。腰こし、右大腿部みぎだいたいぶ、右肩。よろめきながら、けなげに動作する機体。

　激しいアラーム音。出力が落ちる。火災が起きている。腕がない。

　通信は？　ああ、電子兵装はまだ生きてる。

　せめてみんなに──

「こちらウルズ２！　深刻な損害を受けた！ 敵機の撃破げきはは困難！ たぶんやられる……すまない！」

『こちらウルズ１。あきらめるな！』

　クルーゾーが応じる。息が荒あらい。彼の機体データが送られてくる。胸部に損傷。コックピット・ブロックに大きな損傷を受けたとの表示。

「ベン！」

『なんとか……もちこたえろ！ 俺もヤバいが、片付けたらそちらに──』

　激しいノイズ。金属のひしゃげる音。

　沈黙。

　それきりだ。クルーゾーからの音声が途絶とだえた。

「ベン……!?」

　それ以上、彼に呼びかける余裕よゆうはなかった。土砂と雪を蹴散けちらして、白い <エリゴール> が追ってくる。

　敵は無傷。ラムダ・ドライバ搭載機が、まったく無傷。

　どうすればいい？　どうすれば──




　ファウラーの黒い <エリゴール> がクルーゾーに迫せまる。月明かりに浮うかぶ夜空を背にして、悪霊あくりょうが <鷹ファルケ> を狩かりに来る。

　ファウラーの <エリゴール> が持っている武器は、ただひと振ふりの刀だけだった。しかも単分子カッターではない。ただのスチール合金の削けずり出だし、人間用の刀を模しただけの金属塊だ。

　だがその刀が、クルーゾー機の胸を袈裟けさがけに切きり裂さいていた。

　とっさに身を反らし致命傷ちめいしょうを免まぬがれたものの、敵の切っ先は装甲を断ち切り、その奥のコックピット殻シェルまで引き裂いていた。

　機内に煙が充満じゅうまんしている。焼けた鉄の匂におい。スクリーンは辛かろうじて生きているが、煙が濃こくてまともに視みることができない。

　続く攻撃こうげきで頭部のレーダーとブレードアンテナが破壊はかいされた。マオとの交信が途中とちゅうで断ち切られ、途絶とぜつした。

「ウルズ２……！　聞こえるか、マオ!?」

　胴体どうたいに設置されている予備のアンテナもうまく機能してくれない。この地形では通信回復は無理だ。まずは目の前の敵に集中しなければ──

「！」

　さらに斬撃ざんげき。ライフルが両断された。放り出した直後に、弾薬だんやくが誘爆ゆうばく。爆煙を突つっ切きって距離を取り、単分子カッターを抜く。グルカ・ナイフ型の『クリムゾン・エッジ』を逆手さかてに構え、半身はんみの姿勢に。

　だがこんな構えなど、なんの意味もない。

　ファウラーの斬撃を受け流すことなど不可能だ。頭部に残った『妖精ようせいの目』──ラムダ・ドライバの力場検出システムが、敵の斬撃に反応している。あの刀が発揮した切れ味は、ファウラー自身がラムダ・ドライバの力で生み出したものなのだろう。通常の物理法則に縛しばられた、クルーゾーの持つ単分子カッターで受け止めることはできない。

　けっきょく機体の性能頼だのみか。汚きたない野郎やろうだ──

　と、そう思えればどれだけ気楽だったか。

　だが事実は違ちがう。

　仮に、敵が通常型の機体だったとして。そして使っている武器が同じ重量で、同じバランスの単分子カッターだったとして。こんな損傷を受けていただろうか？

　認めねばならない。やはり、同じ損傷を受けていただろう。

　それほどまでにファウラーの攻撃は鋭するどく、変幻自在へんげんじざいで、すさまじい。ラムダ・ドライバの力など、ほとんど関係ないのだ。ＡＳの格闘戦かくとうせんなら世界でもトップクラスの実力を持っていると自負する自分を、ここまで追おい詰つめるとは

（いったい何者だ……？）

　記憶きおくにない。噂うわささえ聞いたことがない。

　かつてサンフランシスコで彼を捕とらえようとしたときも、可能な限りの情報は集めていた。リー・ファウラー。アメリカ国籍こくせき。東洋系の血が入っているらしい。ほとんどの経歴は不明。どこで訓練を受けたのかも分からない。世界中のめぼしい軍隊やテロ組織の記録をあたってみても、それらしい痕跡こんせきは発見できなかった。

（……武術家？）

　あの <エリゴール> の歩法。流れるような刀さばきと連携技れんけいわざ。軍隊式のマーシャルアーツとは系統が異なる。

　外部スピーカーをオンに。

「これほどの技術を持っていながら……なぜこんな馬鹿ばかげた真似まねをする？」

　そう尋たずねたのは、打開策を見つけるための時間稼じかんかせぎだけではなかった。知りたい気持ちが確かにあった。

『よくある話だよ、ミスタ・クルーゾー』

　同じく外部音声でファウラーが答えた。

『強さを追い求めた男が、修練に明け暮れひとかどの技を身につけた。技は術へと昇華しょうかされたが、男は己おのれの無力を知った』

「だれかに敗やぶれたのか」

『そうだな……そうとも言える。私を破ったのは、取るに足らない三〇過ぎの男だ。どの町にもいるような、ヤク中のクズだったよ』

「……なに？」

『まあこれ以上、くだらん身の上話を続けたところで、君が同志になってくれるとは思わない。……行くぞ』

　ファウラーの <エリゴール> が数歩進んだかと思うと、足元の岩石を刀で弾はじき飛とばした。ゴルフボールでも打つような無造作な一撃いちげきだったが、岩石はさながら弾丸だんがんとなって、クルーゾー機の頭部めがけて飛んできた。

「……っ」

　岩石は目くらましだ。クルーゾーは自機の姿勢をほとんど崩くずさず、最低限の動作で岩石をかわす。その時には、すでに刀を下段に構えた <エリゴール> がすぐ眼前にまで迫っていた。

　来る。左下。

　受けずに身をひねり、切っ先をかわす。斬撃の軌道きどうがひるがえり、横から真一文字に切り裂きにくる。クルーゾーは機体を沈しずませ、回転しながら単分子カッターと足払あしばらいをほとんど同時に繰くり出だす。ファウラーは足払いを飛び越こえ、単分子カッターを右膝みぎひざで受け止める。『妖精の目』が反応。敵の膝に力場が生まれ──

「！」

　間に合わなかった。力場に捉とらえられた単分子カッターが、ブレードごと粉々にされた。

　カッターを捨てて側転、跳躍ちょうやく。

　距離きょりをとりつつ対戦車ダガーを投擲。ファウラーはダガーを刀の真ん中で受け止めた。空中で停止するダガー。打ち返される。クルーゾー機の右肩みぎかたにダガーが当たって──

　爆発ばくはつ。

　右肩の装甲そうこうが吹ふき飛んだ。コックピットが密閉されていない状態だったため、爆発の衝撃波しょうげきは──その余波が侵入しんにゅうしてきてクルーゾーを襲おそった。

「がっ……！」

　かつて経験したことがないほどの圧倒的あっとうてきな力。胸が押しつぶされ、肋骨ろっこつが砕くだけ、肺から空気が押し出される。それどころか頭蓋骨ずがいこつが砕け、眼球が潰つぶれたようにすら感じた。

　いや、まだ生きてる。

　目も見える。見えるが、視界が真っ赤だ。眼球の毛細血管がやられたのかもしれない。咳せき込こむと正面スクリーンに血しぶきがかかった。俺は吐血とけつしたのか。

　機体は？　動く。だが右肩から先がすべてなくなっている。

　彼は自機がうつ伏ぶせで倒たおれていることにやっと気づいた。すぐさま機体を起き上がらせ、ファウラーに向き合う。いなかった。違う、すぐ背後に──

『よく立った！』

　衝撃。

　とっさに前転したものの、背部の装甲板が持っていかれた。むき出しになった脊椎せきついフレームから衝撃吸収液がだだ漏もれになる。戦闘継続せんとうけいぞく時間など気にする余裕はない。フルパワーで右へ左へと機動し、地形を利用して間合いを取る。

　残りの武器は、対戦車ダガーが一本と、グレネードが一つだけ。

　さらに『妖精の目』が死んでいた。頼たのみの綱つなのラムダ・ドライバ検出装置が、先ほどの爆発で損壊そんかいしたのだ。

　息をするたび胸に激痛が走る。

　視界がかすむ。指先がしびれる。

　だがクルーゾーは敵への静かな敬意を感じていた。

（ファウラー……大した男だ）

　ここまで戦って、奴やつが本気だとよく分かった。手加減もない。きざな台詞せりふもない。ただ全力で自分をしとめに来た。奴にどんな事情があるのかは知らないが、真剣しんけん勝負を挑いどんでいることだけは確かだ。

　そしてあの強さ。

　納得できる強さだ。悔いの残らない強さだ。

（最後の敵が奴で良かった）

　だが、まだ今は終わっていない。

　奴を止めなければ。奴さえ止めれば、生き残った仲間がなんとかしてくれる。

「ＧＰＬの制限を解除……」

《警告。ＧＰＬの制限解除は全システムを著いちじるしく損耗そんもうさせ──》

「早くやれ……！」

《了解りょうかい。最終確認。ＧＰＬの制限解除を実行しますか？》

「やれと言った！」

《了解。実行》

『鷹ファルケ』のパラジウム・リアクターを安全域にとどめる制限装置が解除された。設計上想定されていない莫大ばくだいなパワーが発生し、同時にリアクターの温度が異常値に高まっていく。過剰かじょうな電力を供給された全身のマッスルパッケージが、瞬間的しゅんかんてきな大出力の代償だいしょうとしてずたずたに損耗していく。

「行くぞ……！」

　ベルファンガン・クルーゾーは大地を蹴けった。




　これまでで最も近い爆発と轟音ごうおんだった。

　ＴＡＲＴＡＲＯＳの中央管制室で最後の起動手順を終えようとしていた彼女は、手を止め眉まゆをひそめる。爆発は地下水路を隔へだてる隔壁かくへきの向こう側で起きたようだった。ＴＡＲＴＡＲＯＳの土台にどの程度の歪ゆがみが生じたかを手早くチェックし、許容範囲内はんいないだと判断する。

　防衛部隊の将校が外部から告げた。

　地下水路から敵の潜水艦せんすいかんが侵入してきた。地上に人員を割さかれているためこちらは手薄てうすだったが、時間は充分じゅうぶんに稼かせげると思う。われわれはあなたの作り出す世界を、すべての救済を心待ちにしている。『ささやく者』に神のご加護を──

　そう言って彼らは迎撃げいげきに向かっていく。

「神のご加護……」

　むなしい言葉だ。神の加護などないから、自分はここにいて、こういう作業をしているのではないか。

　神などいない。救済などない。これは事実だ。

　だが、人間のテクノロジーが運命を司つかさどる三女神を生むとしたら、それは自分にほかならない。自分はクロトにしてラケシスにしてアトロポスである。

　彼らはわたしにすがってくる。

　受け入れられない世界、否定すべき出来事。

　彼らにとってのそれらすべてを、自分は引き受け、いつくしみ、変容させる。これからずっとだ。誰もが納得できるまで。

　何度も何度も、何万回でも、何億回でも、何億の何億乗でも繰くり返かえす。

　いまこの瞬間すら、その永劫えいこうの旅路の途中なのだ。

　この小さな島で起きている戦闘せんとうも、こぼれてどこかに消えていく。

　雨の中の涙なみだのように。

　遠い爆音ばくおんはもう耳に入らない。彼女は最終起動のコードを入力し、エンターキーを押してから、ＴＡＲＴＡＲＯＳへと入っていく。

　狭せまい通路。床ゆかが冷たい。いくつもの扉とびらをくぐり抜ぬけ、増幅ぞうふく装置に囲まれた中枢部ちゅうすうぶへ。

　無数の増幅素子そしが接続されたベッドに横たわり、接続を開始する。もうスイッチやキーの命令は必要ない。

　ただ思えばいい。

（行こう）

　錠前じょうまえに鍵かぎが差し込まれる。

　待機していたすべてのディバイスが彼女を歓迎かんげいし、一体化と自己組織化を進める。

　全宇宙でもっとも複雑な構造物が形成され、物質と情報とが結合していく。

　拡張する感覚。細めていた目を開いたように視野が広がる。いや、その何万倍、何億倍という意識の拡大だ。

　原始的なセンサなど必要ない。

　オムニ・スフィアを通じて、周囲でなにが起きているのか、彼女はすべてを知覚する。

　未来もおぼろげに見えてきた。敵はもうすぐ鎮圧ちんあつされる。地下水路の敵も、地上の敵も矢尽やつき刃は折れ、やがて無力化されていくだろう。

　敵は間に合わない。

　誰だれにも自分を止められない。

　世界の変容はもう始まっている。




　隔壁のサービス・ドアを指向性爆薬ばくやくで吹き飛ばしたとたん、地下ドック側から激しい銃撃じゅうげきが始まった。

「っ！」

　跳弾ちょうだんが飛び込み、テッサのそばに火花があがる。

「艦長かんちょう、下がって！」

　サブマシンガンで応戦しながら、マデューカスが怒鳴どなった。甲板かんぱん士官のゴダードが、吹き飛んだばかりの戸口に手榴弾しゅりゅうだんを放り込む。爆発。さらにもう一度手榴弾を放り込んで爆発させてから、部下が四人、突入とつにゅうしていく。

　そのとき、テッサは感じた。

　めまいと耳鳴り。

　周囲の空間が曖昧あいまいになっている。時間の流れが一様ではなくなっている。

　オムニ・スフィアを通じて、過去への干渉かんしょうが始まっている。いくつもの──数え切れないほどの姿に見えてくる世界。すべてをまたいで認識できる。これを感じているのは自分だけなのか？ マデューカスやほかの部下たちは怒鳴り、指示を出し合い、銃撃を繰り返すばかりで、なにも気付いていない。始まってしまったのだ。ＴＡＲＯＳが起動し、変容が

「──艦長。右翼うよくから回り込まれています！」

　マデューカスが言った。

「私が敵を引き受けます。あなたは先に進んでください！」

「だめよ、危険だわ！」

「このままでは挟はさみ討うちです！ さあ、早く！」

　別方向から回り込んできた敵が右翼の角から姿を見せた。ソナー員のデジラニがテッサの腕うでを引き、隔壁の向こうへと駆かけ出だす。

　彼女に軽く敬礼して、マデューカスが敵への応戦を始める。その後ろ姿が、煙けむりの向こうに見えなくなった。

「急いで、艦長！」

　違和感いわかんはどんどん強くなる。過去の記憶きおくが錯綜さくそうしていく。

　複雑な──圧倒的に複雑な分岐ぶんきと分岐の奔流ほんりゅう。

　見えない枝が全世界に伸のびていく──




 <ベリアル> に追い立てられ、<レーバテイン> は第三演習場の九番エレベータ・シャフトに飛び込んだ。

　シャフトの中を自由落下。一気に基地の地下区画へ。

　着地。ケージを蹴破けやぶり、〇ゼロ号通路に飛び出す。この大型通路をまっすぐ進めば、ＴＡＲＯＳのある地下ドックに続いているはずだ。

　かなめがそこにいる。あと少し──あと数百メートル。

　異様な感覚が宗介を包み込んでいた。ついさっきからだ。最初は光学センサの故障かと思った。遠近感がおかしくなったような、急に度の強い眼鏡めがねをかけたような──目まいに似た浮遊感ふゆうかん。

　次に既視感きしかんが襲ってきた。ヤムスク11で感じたあの既視感。

　この〇号通路を、以前に <レーバテイン> で駆け抜けたことがある。こんな風に、満身創痍まんしんそういで、レナードに追われながら。

　違ちがう。そうではない。これは初めてのことだ。

　だったらなぜ自分はいま、エレベータ・シャフトを地下へと降下しているのか？ さっき降下したはずじゃないのか？

　時間の前後がよくわからない。

　ぼやけていく。曖昧な時系列が広がっていく。宗介は地上で <コダール> と激闘げきとうしていると同時に、無線で敵を罵倒ばとうしていた。デモリッション・ガンで <ベヘモス> を撃破げきはし、ブースターで虚空こくうを飛び、カタパルトから撃うち出だされていた。さらにサックスの遺体に敬礼を送り、死にゆく彼を必死に手当し──

　過去だけでない。未来が見えた。

　あと少しで間に合わない。ＴＡＲＯＳの前に立ちふさがる <ベリアル> 。満身創痍の <レーバテイン> は突進とっしんするが、<ベリアル> の貫手ぬきてがコックピットを貫つらぬく。そうなることがはっきりしている。決して動かない未来。

　混沌こんとんの中に放り出された意識。いや。混沌があのＴＡＲＯＳから広がり、自分を包み込んだのか。自分がどこにいるのかわからない。いつにいるのかわからない。ただ『進め』という自身の言葉だけが、頭蓋ずがいの中でこだまする。

　だが、進むって？　いったいどこへ？

《サガラ軍曹ぐんそう!!》

　アラーム音。かつて聞いたことがないほどの、アルの強い声。

「……アル？」

《状況じょうきょうの報告を！ あなたはどこにいる？ 時計を見て、現在時間を！ そして作戦目的を報告しなさい！》

「状況は……。っ！」

　頭を振ふって、後頭部をヘッドレストにぶつける。しっかりしろ！

　ここは〇号通路。時間は〇五五六時。作戦目的は、ＴＡＲＯＳの起動阻止そし。<レーバテイン> は走っている。確実な死へ向けて、全力で通路を駆け抜けている。

「なにが……起きてる？」

《この機体のＴＡＲＯＳを通じて、あなたの精神が感応したのです。危険なので接続を強制解除しました。目標の巨大きょだいＴＡＲＯＳはすでに起動中。……残念ながら、オムニ・スフィアの干渉半径は、すでに地球全域に──》

「まだだ」

　あと一〇〇メートル。このまま突つっ込こみ、頭部機関銃きかんじゅうを撃ちまくって、残された左腕ひだりうででケーブルをちぎりまくればいい。

　そうしなければならない。

　できない未来を見てしまったとしても。

　前に進んで、彼女を連つれ戻もどそうとする。その意志にこそ意味があるのだ。

　かつて自分はＡＳと同じ、なにも感じることなく、言われたままに敵を殺すマシーンだった。だがいまはそうではない。

　悩なやみ、惑まどい、そして決断する。これは人間だ。

　俺はこうしたいからこうしている。それが確かに実感できる。

　だから、かなめ──

　正面にシャッター。〇号通路の終点に迫せまる。

　ラムダ・ドライバはもう使えない。勢いに任せて、終点のシャッターに蹴りを入れる。シャッターがひしゃげ、ケーブルやパイプと共にねじ曲がる。

 <レーバテイン> はよろめきながら、広大な地下空洞くうどう──かつて <デ・ダナン> の整備ドックだった空間に飛び込んだ。

　無数の鉄骨、ケーブル、パイプ。その奥にドーム状の巨大な装置が鎮座ちんざしていた。

　これがＴＡＲＯＳだ。ヤムスク11で見たものと構造的にはよく似ているが、はるかに先進的な技術で作られていた。

　とにかく破壊はかいを。

　間に合え──

　頭部機関銃をフルオートで発砲はっぽうした瞬間しゅんかん、正面に大量の建材が落下してきた。頭上で轟音ごうおん。空洞の天井てんじょうを突つき破やぶり、<ベリアル> が降下してくる。

 <ベリアル> が力場で銃弾じゅうだんをすべてストップする。いや──一発の五〇口径弾だけが、ＴＡＲＯＳに命中した。

　だが一発だけだ。

 <デ・ダナン> に匹敵ひってきするほどの大きさの装置が、それだけで壊こわれるはずもない。

 <レーバテイン> の前に立ちふさがり、レナードが告げた。

『逃にがすと思うか？』

　宗介は答えない。肩かたを上下させ、荒あらい息をするだけだ。

『それにもう遅おそい。変容が始まっている。……俺には感じられる。いまこうしている瞬間も、いくつもの世界が重なって見えるんだ。ありとあらゆる可能性。それが過去へと向かっていく。世界が変化を始めているんだよ。おまえらにはそれが知覚できない。だが、悲観するな。すべてよくなる。……わかるか？ 彼女がすべてよくしてくれる』

「……どけ」

 <レーバテイン> が一歩進む。

『もうすぐこの世界は、なにもなくなる。終わりだ。完璧かんぺきな静寂せいじゃくだ。ラムダ・ドライバ搭載とうさい機なら、おまえにも見えたはずだ。前も後もない世界。あと少しですべて終わる。俺がおまえを殺した直後、変容は完成し、すべてが停止する』

　さらに一歩進む。

「アル……」

《はい、軍曹殿ぐんそうどの》

「すまない」

《いいえ》

　最後に残った頭部機関銃の残弾は、わずか一〇発だけだった。




　敵の悪あがきが、ただ一発の銃弾をＴＡＲＴＡＲＯＳに撃ち込んだせいで、若干じゃっかんのノイズが思考に生じた。

　でも大丈夫だいじょうぶ。まったく何の影響えいきょうもない。ノイズはすぐに消え去っていくだろう。

　変容を始めて、彼女はすべてを見ていた。

　ささやき声は、もう聞こえない。自分がささやいているのだから。いや、それはもっと強く、はっきりとした声だ。

　ずっと遠くまで聞こえるように。

　生まれくる自分に届くように、彼女はよく通る声で伝えようとする。

　わたしの言うことをよく聞きなさい。

　よく聞いて、よく覚えて、するべきことを為なしなさい。

　それがあなたにできる、いちばんのことなのだから。

　声は糸だ。はるか過去から現在まで、複雑にからみ合った糸をつむいで織る。よれて崩くずれて狂くるった機物はたものを、しかるべき柄がらに直していく。いや、それだけではない。もっと素晴らしいものにすることさえできる。

　とても平和な世界。

　だれも傷つかない世界。

　人は不可能だと思うだろう。だが、そうではない。可能なのだ。

　無限の世界を認識し、すべての因果を見通し、思うまま、人の心の働きにまで手を伸ばせるわたしならば。

　一八年前の一二月二四日から準備が始まる。

　そして一〇年前には本格的な是正ぜせいに入り、それからの八年ですべてがうまくいくようになる。あとはなにもしなくていい。静かで、穏おだやかな毎日がいつまでも続く。

　たとえば。

　こういうのはどうだろう？

　一八歳のわたしは、ある冬の朝に目を覚ます。

　朝は苦手だ。母と妹がわたしを起こしに来る。母は四年前、大病を患わずらったが、発見が早かったおかげで一命を取りとめた。いまはすっかり健康だ。母と妹から布団をはがれて、しぶしぶわたしはベッドから這はい出だし、ダイニングに向かう。

　ダイニングでは父が新聞を読んでいる。父は仕事人間だったが、母の病気をきっかけに、もっと時間のとれる事務職に転職した。母は近所の薬局でパート勤めだ。

　父と他愛のない会話を交わし、朝食の席につく。




　──君はもっとガッツのある女だと思っていた。




　つけっぱなしのテレビがニュースを流している。

　国際連邦れんぽうの二代目大統領が、エジプトでなにかの演説をしている。サハラ砂漠さばくの緑化計画が第一段階を終えた記念のセレモニーらしい。ほかにもあれこれ。終戦から一〇年目のアフガニスタンでは、観光産業やら何やらで投資が増えている。日本では自殺率が史上最低になった。世界中の核かくミサイルの廃絶はいぜつは、あと五年で終了しゅうりょうする。




　──まったく、どこのお姫様ひめさまだ、君は？




　一家で朝食をとり、わたしは身支度みじたくを整えてから登校する。向かうのは駒岡こまおか学園高校だ。第二志望だった陣代じんだい高校と違って、かなり地味な制服だが、三年も着てれば愛着もわいてくる。春からは大学生だ。もう推薦すいせんで決まってる。




　──おまえは大嘘おおうそつきの、クソ女だ！




　世界はどんどん平和になっていく。

　わたしがそうしていることを、だれも知らない。でもそれでいいのだ。なぜならわたしが、そう望んで──




　──違うというなら、俺を殴なぐりに来い！




　うるさい。ノイズが消えない。

　わずか一発がもたらしただけの、無視していいはずの残響ざんきょうが、いつまでたっても消えてくれない。

　悠久ゆうきゅうの旋律せんりつをさまたげる、思考のノイズ。

　不愉快ふゆかいな男の声。しつこく自分に追いすがる、あの男の声が頭から離はなれない。

　これまでたびたび襲おそって来た違和感いわかんが、あの男の声にしがみついている。重要なことだと叫さけんでいる。

　消えろ。消えろ。消えろ。

　いや、消えなくてもいい。無視し続けてやるだけのことだ。

　いまは声を伝えなければ。

　ずっと遠くに、もっと遠くに──

（……だ……………………）

　別の声が聞こえた。ごくかすかに。あの男じゃない。

　別のだれか。

（……だ……………よ……）

　声が大きくなってくる。女の声だ。これはわたしの声だろうか？

　ちがう。わたしはなにも言ってない。

（……だ…がク……よ……）

　女の声が形をとって、言葉になってくる。いったい、なにを言ってるのだ？

（……だれがク……よっ…）

　どんどん大きくなる。もう無視できない。女の声が大きくなる。

　やめろ。やめろ。やめろ。

　わたしの一部が離れていく。わたしが二つになっていく。別のわたしが形作られていく。

　やめるんだ。

　反響はんきょうし続けていた声が、とうとう完全な形をなした。

　声はこう言っている。

（……だれがクソ女よっ!?）

　千鳥かなめが怒鳴った。

　心の中の湖水。その水面すいめんを突き破って現れ、そう叫んだ。

　窒息ちっそく寸前で水から飛び出した者のように、肺いっぱいに空気を吸い込み、ぜいぜいと肩で息いきしてから、彼女は言いたかったことを力いっぱいぶちまけた。

（……だまって聞いてれば、好き勝手ばかり！

　ええ、ええ！　あたしのせいよ！ あたしがしっかりしなかったから、こんなことになっちゃった、と！ はいはい、すいませんでしたね！ 郵便ポストが赤いのも、電信柱が高いのも！ みんなあたしのせいなのよ！ 実際、一八年もありゃ郵便ポストを白くすることだってできるしね！

　だけど、クソ女ってのは聞き捨てならないわよ!? あたしにはあたしの苦労があったの！ 常識的に考えたら、いまこうやって怒鳴ることなんか不可能だったの！ だいたいね、あたしフツーの高校生だったのよ!? ちょっとくらいねぎらいの言葉をかけてくれたっていいんじゃないの!?

　それを……なにその言い草!? エッラそうに『がっかりした』!? 『大嘘つき』!? なんであんたみたいな戦争ボケのネクラ男に、そこまで言われなきゃならないのよ!? あたしこそがっかりよ！ 時間ならちょっとはあったでしょ!? もっとこう、甘い言葉とか用意できなかったの!? なんで最後の最後までそういうノリなのよ!?

　別にいいじゃない、『愛じてるんだ、かなめ～』とか鼻水たらして言ってみても！

　……あ、できないのね？ 言えないんだ？ 要するにそういうこと？ 一年もたっちゃったし、飽あきたんだ？ ホントはあたしのことなんかどうでもいい、と？ それをあたしに責任転嫁せきにんてんかしてるっていう流れ？ 実はもうテッサとできてるとか、そういうオチ？

　あー、はいはいはい、いいのよ、別に。いい子だもんね。

　あたしみたいに、根性なしの、大バカの、大嘘つきの、クソ女なんかじゃないもんね！ もう知らない。もう知らない。回れ右して帰れバカ。あたしなんかほっといて、勝手にすればいいでしょ!?）



　ああ。

　こんなことを言うためだけに、彼女は出てきてしまった。

　こんな馬鹿ばかげた、子供じみた鬱憤うっぷんを

　そして、もう分かれてしまったから理解できる。

　彼女が千鳥ちどりかなめ。

　わたしはソフィアだ。

　わたしはわたしを偽いつわっていた。わたしと彼女を偽っていた。

　でもまだ大丈夫。わたしはこの子を、いまこそ本当に屈服くっぷくさせる。苦しめ、ねじ伏ふせ、従わせる。そうして変容を実現する。嘘偽いつわりのない、このわたしが。

　最後の戦いは、この瞬間しゅんかん、この小さな頭蓋骨ずがいこつの中で始まるのだ。




　自分がぶちまけたのは、馬鹿な小娘こむすめのヒステリーだった。

　論理的に正しいわけがない。道徳的にも無茶苦茶だ。ただ、感じたままに怒鳴っただけ。子供が床ゆかに身を投げ出し、じたばたとだだをこねるのと変わらない。

　でも、叫ぶことができた。

　これが大事なのだ。これまでは叫べなかった。

　いま、やっと叫べた。彼のおかげで。

「ソースケ……」

　怒鳴り散らして、意識が覚醒かくせいし、まともな思考ができるようになってから、ようやくその意図を理解する。

　ああ、こうして欲しかったのか、と。

　自己の存在も曖昧あいまいなまま、茫洋ぼうようとした無意識の中をただよい、なにも出来ずまどろんでいた自分を、確かに彼は救ってくれた。彼らしい、兵隊らしいやり方で。

　白日夢はくじつむのただ中。

　かなめは景色もない、音もない場所にいる。

　真っ白な空間に、一糸まとわぬ姿で、ただ浮うかんでいる。それでは具合が悪いので、天地を決め、なにもない地面に足を踏ふみおろし、衣服を身にまとった。なんでもいい。黒いノースリーブのワンピースに決める。

「さて……」

　だれもいない、自分だけの心の空間。

　いや、そうではなかった。もう一人いる。

「……どうするの？」

　振ふり返かえり、ソフィアに言う。

　かなめはソフィアの顔をおぼろげにしか知らない。だからソフィアは、かなめの姿でそこに立っていた。対照的な白いワンピースで。同じ顔なのに、別人だと認識できる。

『どうするって……』

　ソフィアが微笑ほほえんだ。

『もう始まってしまったことでしょう？ このままやり遂とげましょうよ』

「あたしはそうは思わない」

『なぜ？』

「これはあなたが始めたことよ。あたしは関係ない。協力なんてできないわ」

『そう言うと思ったわ。ずっと前から分かっていた。あなたにささやき始めた時から、あなたはいつも反抗的はんこうてきで、攻撃的こうげきてきで……』

　北朝鮮きたちょうせんの山中で聞こえるようになったあの声。あれはすべてソフィアのささやきだった。言語化できない思念が、いつも彼女に『わたしと替かわれ』と言っていた。それがいまでははっきりと分かっている。

「あなた、自分の要求がどれだけ無茶か、分かってないの？」

『だって説明するまでもないでしょう？ いまのいままで、あなたはわたしだったから』 ソフィアの言うとおり、説明は要らなかった。

　いま、かなめは自分を取とり戻もどしている。だがソフィアと共振きょうしんし溶とけ合あっていた間の記憶きおくがなくなっているわけではない。ソフィアが何者なのか、どうしていまこうしているのか、その事情も知っている。

「ソフィア。あなたのことは気の毒だと思う。でもだからといって、人の人生を横取りして、自分を偽り生きようだなんておかしいわ」

　物理的な事実だけをいえば、ソフィアはすでに死んでいる。

　一八年前、ヤムスク11の実験施設しせつで、ＴＡＲＯＳへの被験体ひけんたいとして使われ、暴走事故の渦中かちゅうで彼女は死んだ。死の直前に増幅ぞうふくされ発振はっしんされた精神波は、周囲の人間を汚染おせんし死に至らしめ、さらには全世界の新生児にまで影響えいきょうを与あたえた。

　ソフィアの精神波は未来にまで及および、その未来には別のソフィア（もしくはかなめ）がいて、多くの情報を彼女に伝え、それらが『ささやかれた者ウイスパード』を通じて伝播でんぱしていき、その情報の一部は『ブラック・テクノロジー』と呼ばれるようになり──

　こうして、いまの世界がある。

　ブラック・テクノロジーは五〇年、一〇〇年先の未来人からもたらされたものではない。いまこのときから一八年前に送られた。何度も何度も、数え切れないほど、この一八年間が繰くり返かえされた挙句に、ここまで発達してきたのだと推測される。

　そう、推測だ。あくまで推測。かなめ自身にも、ソフィア自身にも真実は観測できない。最初の世界がどんな形だったのか、知っている人間はどこにもいない。

　まあ宇宙の果てと同じで、考えてもしょうがないことだ。

　ソフィアはヤムスク11の責任者、ヴァロフ博士の娘むすめだった。

　父親の実験の生贄いけにえとなって、死んでしまった。自分と同じ一八歳だった。死ぬまでの扱あつかいもひどいもので、よくない薬物もたくさん接種させられたらしい。体重は三五キロまで落ちて、肌はだはがさがさで、髪かみも抜ぬけ落おち──もうよそう。痛ましい。

　実の父親からこんな扱いを受け、拷問ごうもんのような責め苦の末、恐怖きょうふと悲憤ひふんをぶちまけて死んでしまったソフィア。精神波の残響が、彼女の思念となって働き続けている。時間と空間の境もなく、あちこちに表出してくる。

　怨霊おんりょう、と呼んでしまえば簡単だ。

　だが彼女は怨霊ではない。彼女の望みは呪詛じゅそではなく、自分が形作る新しい世界で、新しいだれかとなって生きること。それが正しいことだと信じている。

『わたしは不幸なまま、無残に死んだ。それに甘んじろというの？』

「それは……」

『最後の三分間。あの三分間の苦しみはあなたにも分かるはず。あれでおしまいにしろと？ ヤムスク11の実験場に連れて行かれる前、わたしには大好きな男の子がいた。育てていた花もあったし、ピアノもがんばっていた。将来をあれこれ夢見ていたわ。でも、みんな取り上げられてしまった。そしてあんなことに……』

「それはひどいと思う。本当にひどいよね」

　こみあげてくる悲しみ。そんな真似まねをした彼女の父親に対する怒いかり。それらに偽りがないことを、ソフィアは理解しているようだった。

『ありがとう。あなたは優しい子ね。本当にわたしに同情してくれている』

「だとしても……！」

　歯を食いしばってから、かなめは言った。

「だとしても！　あたしの心は、あたしの人生はあたしのものよ。あなたに捧ささげるわけにはいかない。それに、世界をやり直すことも許せない」

『そう』

「だって、同時に核戦争かくせんそうを起こすって、ありえないわ」

　変容が完了かんりょうしたあと、この世界は用済みになる。だが放置はしておけない。世界中にまだ残っているたくさんの『ささやかれた者ウイスパード』、そしてそれらの伝える技術が残れば、将来、だれかがまたＴＡＲＯＳを作るかもしれない。数十億人の作り出すオムニ・スフィアの干渉かんしょうも深刻だ。だから、この世界は滅ほろぼしておく。総人口が一〇〇分の一くらいにでもなってくれれば、これから作る新しい世界は安泰あんたいだ。

　この事実を知っているのは、かなめとソフィア、あとはレナードと一部の部下たちくらいのものだった。とんでもないペテンだ。

『でも、必要なことなの。それに新しい世界では、みんな元気で生きていけるのよ？ 悪化した腫瘍しゅようを切除するだけ。それのなにがいけないの？』

「悪化した腫瘍？　屁理屈へりくつだわ」

『じゃあ、何に例たとえれば納得できるの？ 故障したパーツの交換こうかん？ 楽団のメンバーの総入そういれ替かえ？ ほかには……』

「やめて」

　かなめはぴしゃりと言った。

「とにかく、あたしは協力しない。いますぐ目を覚まして、全部やめさせるわ。それ以外に選択せんたくの余地はない」

　するとソフィアが笑い出した。これまでのほほえみではなく、こみ上げてくるおかしさがこらえきれなくなった様子だった。

「なにがおかしいの？」

『……だって。まだ気付いてないの？ その気になれば見えるはずなのに。いまやめたら、それこそ全部台無しになるのよ？ だって──』

「え……」

『ほら』

　それだけで見えてきた。いま、この意識の外で戦っている人々の姿が。

　かなめとソフィアの会話は、白日夢の中のやり取りだ。宗介が一発の銃弾じゅうだんをこのＴＡＲＴＡＲＯＳに撃うち込こんでから、まだ数秒もたっていない。

　外ではゆっくりと、事態が進んでいる。

　地下水路の戦闘せんとうが見えた。

「テッサ」

 <トゥアハー・デ・ダナン> のクルーたちが戦っている。

　何人か、見覚えのあるクルーが重傷を負って倒たおれていた。テッサが慣れないサブマシンガンを構えて応戦するが、敵の攻撃を遅おくらせるだけだ。マデューカスの姿はない。もうやられてしまったのだろう。カリーニンの配下の兵たちは、着実に彼女を追おい詰つめている。

　そしてテッサは気付いていない。反対方向の角から、三人の兵士が忍しのび寄よっていることに。彼女はもうすぐ挟はさみ討うちにされる。数十発の銃弾を受けて、あの小さな体がずたずたに引ひき裂さかれるだろう。あと数秒で──

　逃にげて。そう伝えたくても、伝わらなかった。テッサは自分でオムニ・スフィアへの接触せっしょくを絶たっている。変容の影響を避さけてのことか。

『ここまで来たのは見事だと思うけど、あの子の運命もこれで終わり』

「そっ……」

『ずっと遠くも見てみなさい。そう……ずっと遠く。ファウラーたちが見えるはず』

　はるか遠く、七〇〇〇キロ離はなれたアフガニスタンの山中で、マオやクルーゾーたちが死闘しとうを繰くり広ひろげていた。

「クルーゾーさん？」

　何度か話しただけの間柄あいだがらだが、クルーゾーのことはかなめも覚えていた。頭部と右腕みぎうでがぼろぼろになった彼の黒いＭ９が、リミッターを解除して猛もうスピードで山間やまあいを駆かけ抜ぬけ、ファウラーの <エリゴール> に肉薄にくはくする。

　クルーゾーがグレネードを投げつけ、ファウラーがその爆発ばくはつを受け流す。次の瞬間、鋭するどい突つきが黒いＭ９の腹部を貫つらぬいた。致命傷ちめいしょうだ。

　だがクルーゾーの機体はまだ動いていた。

　いや、自身が串刺くしざしにされるのを狙ねらっていたのだろう。ファウラーの機体に組み付き、無防備な背中に対戦車ダガーを突き立てる。

　爆発。二機がもつれ合うようにして吹ふき飛とぶ。クルーゾーのＭ９は真っ二つになって斜面しゃめんを転がり落ちて行く──

『道連れ。大した操縦兵ね』

「っ……」

『三キロ西でも決着がつくみたいよ』

　マオのＭ９が追い詰められていた。

　こちらはサビーナの <エリゴール> と戦っている。マオの機体も満身創痍まんしんそういで、すでに両腕りょううでを失っていた。戦車でいったら砲塔ほうとうがなくなったようなものだ。もう彼女に出来ることはなにもない。逃にげまわって時間を稼かせぐくらいだろう。あちこちを被弾ひだんし、動きが鈍にぶくなっていくＭ９。なんとか核ミサイル基地の入口付近までたどり着いたようだが、もう逃げ切れない。

　いま捕つかまった。岩肌いわはだに叩たたきつけられたマオ機が、<エリゴール> に踏みつけられる。サビーナはライフルの砲口ほうこうをＭ９の胸に押し付ける。

　逃げる手段などまったくない。もうおしまいだ。

『サビーナが相手じゃ分が悪かったわね。いい人だったんだけど』

「あんた──」

　ソフィアをにらむ。だが彼女はもう笑ってはいなかった。

　なにもかも見透みすかしたような、冷たく酷薄こくはくな目で、軽蔑けいべつを隠かくそうともせずにかなめを見つめていた。自分の顔が、あんな風になるなんて知らなかった。

『わたしの見せた幻まぼろし。そう思いたいんでしょう？』

「…………」

『おあいにくさま。ヤムスク11で宗介やテッサを撃った時は、あなたのトリックに引っかかったけど、これは違ちがうわ。これは本当に起きていること。わたしは何も手を下していない』

　ここまで起きてしまったことは、もう動かせない。

　ソフィアの言う通りにするしかない。いま彼女がＴＡＲＴＡＲＯＳとの接続を切って、大急ぎで通信機に飛びつき、やめろと叫さけんでも無駄むだだ。

　もう間に合わない。

　間に合わないのだ。

『そして彼よ。すぐそば。すぐ外。見なさい』

「！」

　彼女の眠ねむるＴＡＲＴＡＲＯＳのすぐ前。

　宗介のＡＳ── <レーバテイン> が、頭部機関銃きかんじゅうを乱射して <ベリアル> へと突進とっしんしていた。

　無数の冷却れいきゃくパイプの一つが破やぶれ、あたりが真っ白な霧きりに包まれる。

　苦くるし紛まぎれの、ほんのわずかな目くらまし。

　だがレナードはうろたえず、霧の奥から現れるであろう <レーバテイン> を待ち受けている。ラムダ・ドライバの力場を右腕に集めて。勝負はもはや見えている。

『レナード相手によく頑張がんばったわ。でも──』

「やめて……」

『──もう助けられない』

　霧を突つき破り、白いＡＳが姿を見せた。<ベリアル> は身構え、<レーバテイン> を迎むかえ撃うつ。

「やめて!!」

　レナードは聞き入れない。

 <ベリアル> がその右腕で <レーバテイン> の胸をつらぬいた。貫手ぬきてが胸から入り、背中から飛び出す。胸部のコックピット、その前から後ろまでを、完璧かんぺきに破壊はかいする。その中で起きた惨劇さんげきなど、見たくもなかった。想像したくもなかった。

　絶望がかなめの胸を鷲わしづかみにする。

　それは間違いなく起きてしまった。<ベリアル> の腕は <レーバテイン> のコックピットを貫いている。

　幻ではない。事実だ。

　血液なのかオイルなのかわからない。<ベリアル> の腕から液体が滴したたり、傷ついた白い装甲そうこうにぽとぽとと落ちる。

　宗介が死んだ。たったいま。



　いやだ──いやだ、いやだ、いやだ、いやだ。

『わかったでしょう!?』

　ソフィアが叫んだ。

『受け入れたくない。絶対に許容できない。この気持ちを知っていたはずなのに、あなたはわたしにご高説を垂れたの。まるで自分は克服こくふくしてきたような顔で。その傲慢ごうまんを理解できた？ すこしは想像できた？』

「やめて……」

『いいえ！　わたしには続ける権利がある！ さあ、もう一度言えるものなら言ってみなさい。「ソフィアは間違っている」と』

「やめて……！」

『一からやり直す手段があるのに、それを選んではいけない理由を、もう一度わたしに説明してよ！ できる？ いいえ、絶対にできるわけがない!!』

　耳をふさいでうずくまるかなめ。その肩かたをつかみ、ソフィアが叫ぶ。

『覚えているでしょ？　同じ気持ちになったことを。四年前、東京のあの病院で……』「！」

『あなたの母さん。ずっとずっと大好きだった母さん。チューブだらけになって、やせ衰おとろえて、髪かみもすっかり抜ぬけ落ちて。あんなにきれいな人だったのに』

　あの病室が見えた。

　父親はまだ成田空港を出たところ。この病院に向かっているが、もう間に合わない。妹は泣なきじゃくっている。自分は呆然ぼうぜんと立たち尽つくす。主治医の説明も聞こえない。

（残念ですが、お母さんは──）

　いやだ、いやだ、いやだ、いやだ！

　忘れていたわけではない。その記憶きおくは、ことあるごとに襲おそってくる。それを無理やり抑おさえつけて、自分は乗のり越こえたのだと言い聞かせてきた。

　でも嘘うそなのだ。乗り越えてなどいない。

　ただあの時から、ずっと泣き叫さけぶのをこらえていただけ。我慢がまんしているのを忘れてしまっていただけ。

「ああ…………」

　ベッドの上で動かなくなり、チューブを外されていく母親の姿。

　コックピットを貫かれ、くずおれる <レーバテイン> の姿。

「あ…………」

　二つの状景が重なり、彼女の中で膨ふくれ上あがる。

　圧倒的あっとうてきな感情の渦うず。

　抑えきれるはずがない。抵抗ていこうできるわけがない。

　彼女は泣き叫んでいた。

　大口をあけて、顔をくしゃくしゃにして、息をすべて搾しぼり出だし、獣けもののような声で嗚咽おえつをもらした。信じられないほどの量の涙なみだがあふれ出し、ぼたぼたと、白い床ゆかに水たまりを作っていった。それでも激情の爆発は収まらず、彼女はその場にうずくまり、泣きじゃくり、胸や頭をかきむしり、悲嘆ひたんと絶望に打ちのめされ、心のエネルギーを放出し続けた。

　なにも考えられない。

　感じることも思うことも、もうたくさんだった。もういやだ。無に帰りたい。このまま消えてしまいたい。

『許容できない？』

「うん……」

『受け入れられないでしょう？』

「うん……」

　こんなことが二度も自分に起きるなんて、あっていいはずがない。こんなのデタラメだ。なにかの間違いだ。あたしは絶対認めない。

　このまま続けるなんて、ありえない。

『かわいそうなカナメ』

　ソフィアがやさしく彼女の髪を撫なでた。

『でも悲しむのはここまで。わたしたちには出来ることがある』

「…………」

　小さくうなずく。

『一緒いっしょにやり遂とげましょう。あなたは心配しなくていい。がんばって、自分がどうしたいのか思おもい描えがくの。わたしがそれを汲くみとって、ちゃんと実現してあげる』

「本当に……？」

『ええ。嘘じゃないのは分かるはず』

「…………」

『さあ、思い浮うかべて』

　かなめはその場にへたりこんだまま、言われるがままに思い浮かべた。

「あたしが、どうしたいか……」

　そう多くは望まない。

　ただ、普通ふつうに過ごせればいい。平凡へいぼんに、穏おだやかに。ごく当たり前に。

『そうよ。見えるでしょう？』




　気付けば、かなめは自宅の食卓しょくたくに座っていた。

　朝食の席だ。目の前には湯気をたてるお味噌汁みそしると白米。あじの開きと大根おろし。生卵ともずく酢す、それからのりたまふりかけ。きのうの残りの豚ぶたの角煮かくに。

　とても懐なつかしい匂におい。

「どしたの、お姉ちゃん？」

　妹のあやめが言った。

「え？」

「ふりかけ取ってって言ったの。はやく」

「あ……うん」

　かなめはふりかけをあやめに手渡てわたす。正面には父親が座り、新聞を片手に味噌汁をすすっている。

「お父さん、行儀悪い！」

　あやめが頬ほおをふくらませる。

「ん……いや、すまん。ロボットの記事が面白くてさ」

「ロボットぉ？　なにそれ」

「ホンダの……ほら、あれ。なんとかいうロボット。すごいんだ。ちゃんと二足歩行するんだよ。押されても転ばないし。たいした技術だねえ。いやまあ、俺にはよくわからんけどさ」

「ふーん」

「あ。おまえ全然興味ないだろ」

「うん」

「かなめはどうだ？　ほら、見ろ。そのうち、こういうのが家事とかやってくれるようになるかもしれないぞ」

　お父さんが新聞の写真を見せてくる。宇宙服みたいなデザインの、不器用そうなロボット。最先端さいせんたんの技術だけど、歩くのがやっとらしい。かなめも全然興味がなかった。同じ写真でロボットの横でにこにこしているコンパニオン（？）のお姉さんの、リップの色がちょっときついなあ、未来っぽくしたかったのかなあ、と思っただけだった。

「どうでもー。それにそんなもの売ってても、どうせうちじゃ買えないでしょ？ クルマのローンでもヒイヒイ言ってるのに」

　かなめが意地悪く言ってやると、お父さんは苦笑いした。

「ううっ、やなこと言うなあ」

「かなめの言うとおり。ほら、さっさと食べる。遅刻ちこくするわよ」

「あっ……」

　後ろから新聞を取り上げたのは、お母さんだった。出来たばかりのかなめのお弁当を食卓の隅すみにちょこんと載のせ──あやめの中学は給食だ──自分も朝食の席につく。

「かなめ。お味噌汁飲んだ？」

「うん」

「どっちだと思う？」

「仙台せんだい味噌の方。あと知らないダシ使った？」

　お母さんはいつも食事にクイズを混ぜる。きょうは味噌汁だ。

「正解。きのう近江屋おうみやさんで利尻昆布りしりこんぶわけてもらったの」

「ふふん。あたしの舌はごまかせないよー」

　お母さんはほがらかに笑う。お父さんは時計を見て、あわててごはんをかきこむ。

「そういえばお姉ちゃん。きのう、どうだったの？」

「え？」

「あ、それはお母さんも聞きたい。デートだったんでしょ？」

「え？　え？　あ、それは……」

　出だし抜ぬけに言われて戸惑とまどったが、すぐに思い出した。

　きのうは日曜日で、同じ学年の男子と映画を見に行ったのだ。デートと呼べるほどのものではない。新宿で映画見て、お茶して、買い物して、調布駅でバイバイして、門限の八時前に帰宅した。それだけだ。

　いや──これはやはり、厳密にはデートだろうか？

「別に……普通にうろうろして帰ってきただけ。変なことないよ」

「なんだ……つまらない」

　お母さんとあやめは肩を落とす。知らず知らず箸はしを止めていたお父さんはほっとした様子で、もずく酢をズルズルとすすりはじめた。

「でも嫌きらいなわけじゃないんでしょ？ なんて男の子なの？ あやめ聞いてる？」

「うん。サガラさんって人」

「ちょっ……！　あやめなんで知ってんのよ!?」

　かなめは血相を変える。

「あたしがめちゃイケ見てる横でキョーコさんと電話してたじゃない。それで『あしたサガラくんと映画行く』って」

「え、言ってた？　あたし？」

「言ってたよ」

「そ、そう……。っていうか、ちゃんと聞いてて覚えてるし！ なにこいつ!?」

　つい去年までは『しょせん小学生』とか思ってたが、油断ならない。なんか色気づいてきたし。今後は発言に気をつけよう。

「そう……かなめの彼氏はサガラくんっていうの」

　しみじみとつぶやくお母さん。

「だから彼氏じゃないってば。調子悪かったノーパソ直してもらったから、お礼にちょっと……ってだけだし」

　否定しながらも、心の片隅かたすみではちょっとニヤニヤしてしまう気分。その通り、別にそういう間柄あいだがらじゃないけど、人からそう言われると、そんなに悪い気がしない。それくらいの、そういう相手。

「そ、そそそ、そいつがお礼に要求したのか？ その……で、でで、デートを？」

　だしぬけにお父さんが尋たずねてくる。

「そうじゃないってば。たまたまチケットがあったから！」

「お父さんはよくないと思うぞ。その、そういう……女の子に恩を売って、見返りにデートを求めてくるような男は！」

「だから！　あたしから誘さそったんだって！」

「か、かなめから誘ったのか!?」

「そんな重たい誘いとかじゃなくてー！ ……あー、もういい！ 電車きちゃう！ もう行くね！」

　困惑こんわくするお父さん。苦笑するお母さんとあやめ。大好きな家族三人に見送られて、かなめは弁当箱をつかみ玄関げんかんに走る。ノートと教科書のつまったバッグに弁当箱をねじこみ、いそいそと靴くつをはき、陣代高校へ。

　最寄り駅まではほんの五分。満員電車に乗って、泉川せんがわ駅に着く。

　ホームに降りて改札口へと向かう途中とちゅうで、彼に出会った。

「あ、相楽さがらくん」

「あ……おはよう、千鳥さん」

　相楽宗介が軽く会釈えしゃくする。

「きのうはありがとね。楽しかったよー」

　にっこり笑ってそう言うと、宗介はすこし頬を赤らめ、小刻みにうなずいた。

「あ……ああ。俺も……その、楽しかった」

「なら良かった！　ノーパソ直ってホント助かったから」

「うん。ああいうトラブルとかなら……い、いつでも言って。すぐ直せるから」

「ありがと！　ホント助かるよー」

「あ、本当に簡単なんだ。だから……き、気にしないでいいから」

　宗介は後頭部をかきながら、しどろもどろに言った。きのうのデート（？）でもこんな感じだった。ほかの男子と違ちがって、彼はすごく照れ性しょうというか──いつも自分の前で緊張きんちょうしている。

　地味ながらハンサムだし、運動神経もいいし、ひそかなファンも多いのだが、本人にはどうもそういう自覚がない。パソコンやらなにやら機械関係のオタクで、友達付き合いもそういう連中ばかりだ。

　特にこれといった理由もなく、二人は改札を出ると、陣代高校への道を並んで歩いた。

「あのさ……千鳥さん」

「ん、なに？」

「うまく言えないんだけど……その、きのうさ、一緒に映画とか行けて……楽しかったんだ」

「うん」

「いや、あの、変な意味とかじゃない。ただ俺……あんまり、女子と出歩いたりしないから。すごい緊張しちゃって……」

「うん。わかってた」

　吹ふき出だしそうになるのをこらえる。

「そ、そうか。……あとで考えたら、おれ無愛想だったかなー、と思って。大丈夫だいじょうぶだった？」

「うん、大丈夫だったよ。ちゃんといつもの相楽くんだった」

「そうか。よかった」

　そうつぶやき、胸のつかえがとれた様子で、宗介は顔をほころばせた。

「あの、本当はね？　あたしも映画とか、普通はキョーコとかシオリとかとしか行かなくて。ちょっと緊張してたと思う。だから……」

「え？」

「だから……うーん、なんでもない。ごめん」

　笑ってごまかす。自分でも、『だから』のあとに何を言おうとしてたかなど、見当がつかなかった。

　そのおり、親友の常盤恭子ときわきょうこが後ろから声をかけてきて、二人だけの会話はそれきりになった。

　それから登校して、授業が終わって、放課後。

　帰り支度をしていたら、宗介が教室の入口からかなめを呼んだ。

「千鳥さん。その……じ、時間あるかな？」

「え？　あ……うん」

「ちょっと話があって……。いや、ちょっとなんだけど」

「う、うん。いいけど」

　なんともいえない予感。かなめは身を固くする。そばで見ていた恭子──全部ご承知の友達が、『行ってこい、行ってこい！』とばかりに小さなファイティングポーズをとる。

　二人は屋上に向かう。放課後の屋上はだれもいない。

　宗介はガチガチに緊張している。きのうよりもひどい。フェンスにおでこをぶつけ、しばしうつむき、自分をはげますように頬を叩たたき、一念発起いちねんほっきしてかなめに向き合う。

『あ、あのさ……！』

　お互たがいにハモって言ってしまう。

「あ……ど、どうぞ……」

「ごめん、相楽くん言って……」

　かなめも内心穏やかではない。心臓の鼓動こどうがものすごい。ドキドキなんてものじゃない。地震じしんみたいな脈動だ。首から後頭部がビクビク震ふるえている。頭がカッとなって気が遠くなりそうになる。

「あ……ああ。小野寺おのでらとか風間かざまとかから……き、聞いたんだけど。その……千鳥さんは、と、特に付き合ってる相手とかいないんだよな？ 『な？』じゃない『ね？』だ。ごめん、まちがえた。って、あー、なに言ってるんだ、俺……」

「だ、だいじょぶだよ。つづけて……」

　顔が熱い。自分でも何が何だかよくわからない。

「それで……その、どう？」

「え、なにが？」

「だれもいない……とか」

「へ？　あ、うん。いない！ いないいない、全然いない」

　両手をばたばたと振ふり回まわして否定する。なにもそこまでむきになることはないのに、力いっぱい両手を振る。

「じゃ、じゃあ。お試し……っていうか、そういうのも変だが──」

　宗介がぐっと拳こぶしを握にぎる。ものすごい、史上最大の勇気を総動員して、彼女の瞳ひとみをまっすぐに見据みすえて──

「俺と……付き合わないか？」

　と、告白の言葉を渾身こんしんの力で搾しぼり出した。

「前からずっと気になってた。でも君は人気があるから、迷惑めいわくだろう、と思って距離きょりをとってて……。だけど、ノーパソの件とかで色々話してて、きのうも一緒いっしょに歩きまわってて、君はけっこう真面目まじめで、あんまり派手な感じの子じゃないんだろうな、って思って……。それがまた、いいなとか思って」

「…………」

「ちがうかな？」

「な、なんとなくわかるよ？ あたし、チャラチャラした人とか苦手だし……」

「俺はチャラチャラなんてしてないよ」

「わかってる」

　つい、おかしくなる。

「絶対に千鳥さんのこと、悲しませない」

「うん」

　それはどうかな？　でも信じてあげる。

「だから……答えが聞きたいんだ」

　イエスかノーかなんて、もうはっきりしてるよ。

　だってあたしは、一八年前からあなたを待っていた。いつか包んでもらえるのを──不器用に抱だきしめてくれるのを、ずっと待っていたんだから。

　うれしい。こうして欲しかった。ずっと望んでいた。

「決まってる。大好きだよ……ソースケ」

　涙なみだがこぼれそうになる。ゆっくりと彼に歩み寄って、ほほえみ、そっとその頬ほおに手を伸のばす。ほっそりとした指先が、彼の左の頬をそっとなぞる。

　ああ。あたしは馬鹿ばかだ。

　なぞってしまった。




　この左頬には、あの傷跡きずあとがない。

　あの十字傷。由来を聞いたこともない、たいして目立たない十字傷。

　苛烈かれつな戦いの日々、敵対的な環境かんきょうの数々によって刻まれた、奇跡きせきのような、唯一無二ゆいいつむにのあの傷跡が。




　彼。宗介。相良宗介。

　彼を形成したのは、こんな優しい世界ではない。

　戦争が彼を育てた。混沌こんとんが彼を育てた。

　だれもが許せない残酷ざんこくな世界。無慈悲むじひな戦闘せんとうの世界。破壊はかいと殺戮さつりくの跋扈ばっこする、秋霜烈日しゅうそうれつじつの歳月こそが、ほかならぬ彼を形成した。

　業火ごうかにさらされ、鎚つちで打たれ、幾重いくえにも鍛きたえられ生まれた刃紋はもん、それが彼だ。

　同じ紋様もんようは二度と、決して作れない。

　自分が知っている彼は、そこにしかいなかったのだ。

　永遠に失われたとしても。

　どれだけ自分を偽いつわろうとしても。

　傷跡のないこの彼と、どれだけ甘美な日々を過ごしていけるとしても。

　宗介と過ごしたあの毎日──騒さわがしくて厄介やっかいで、だけど確かにどきどきしていたあの毎日を、なかったことになんてできない。

　できるわけがない。






　絶対に許容できないことがあるとすれば。




　決して受け入れられないことがあるなら。




　それは彼に出会わなかったことだ。




「ごめんね……」

　彼の頬から手を放し、彼女は一歩、後ろに下がった。

　けっきょく自分には思おもい描えがけなかった。こうして欲しい、ああして欲しいと願った挙句あげくに、自分はなにも望んでいないのだと気付いてしまった。

　目の前の『宗介』が消えていく。

　屋上が消え、校舎が消え、空が、町が、すべて消えていく。

　また真っ白な世界。目の前には呆然ぼうぜんとしたソフィアの姿。

　刹那せつなの夢は続いている。外では一〇〇〇分の一秒の速さで、ゆっくりと <レーバテイン> が倒たおれていく。

『あなた本気なの……？』

　かなめは無言でうなずいた。

『自分がなにを選ぼうとしてるのか、わかってるの？ 彼を見殺しにするっていうことよ？ 彼の仲間たちも、あなたのお母さんも！ みんな見捨てて、なにもしないってことなのよ!? 大罪たいざいだわ！』

「だとしても、出来ることなんか……もうない」

『ある！　いまから再生の調べを奏かなでるの！ あきらめちゃだめ。あなたは逃にげ出だそうとしている。投げ出そうとしている！』

「投げ出してなんかいない。あきらめてもいない」

　自分は続ける。

　このまま生き続ける。

　彼のいない世界、この不毛な荒野こうやを歩き続ける。思い出だけを糧かてにして、あてのない暗闇くらやみの中を、前へと進み続ける。

　たとえ一分後に世界が滅ほろんでしまうとしても、その一分間は前へ進む。そうすることにこそ意味がある。

　彼が、彼らが作り上げたいまの自分。

　その自分がそう思う意志にこそ価値がある。

　荒あれ狂くるう運命に立ち向かうには、こんな機械など必要ない。ただ、歯を食いしばることだ。疲つかれたら休めばいい。そしてもう一度立ち上がる。細胞さいぼうの命じるままに。血の熱さに導かれるままに。

『ただの欺瞞ぎまんだわ。自己中心的だと思わないの？ 死んだ人々を蘇よみがえらせる力があるのに、それを使わないなんて話がある!?』

「だれも蘇ったりなんかしない。みんな全力で生きている。いまこの瞬間しゅんかんも！ すぐにばらばらに砕くだけ散ちるとしても、まだ立ち向かっている！」

『宗介はどうなの？　見なさい、あれを！』

　二人の心に浮うかぶのは、胸を潰つぶされ倒れる <レーバテイン> の姿。

「しつこい！　もうどうにもならないのよ！」

　彼女は力いっぱい怒鳴どなった。溢あふれる涙なみだをぬぐいもせず、天を見上げる。

『一時の気の迷いよ。必ず後悔こうかいするわ。やめなさい！』

「あいつならこれで納得する！ だって……」

　上ずる涙声を、ぐっと押さえ込む。

「だって……メソメソしてやり直すあたしなんか、あいつは絶対好きにならない。そんな女じゃ、あいつは命をかけられない。だから……だからあたしは……」

『お願い、やめて……！』

　かなめはただ命じる。

　終わりだと。

　二人を取りまく白い空間に、巨大きょだいな亀裂きれつが生まれた。

「あたしは続ける。あいつに……ガッツのあるところを見せてやる」

　震動しんどうが空間を揺ゆさぶる。亀裂が広がり、白日夢の殻からが崩壊ほうかいしていく。かなめの思うまま、命じるままに、始まろうとしていた変容がすべて力を失っていく。

　オムニ・スフィアを伝播でんぱしていた莫大ばくだいな精神波が打ち消され、目に見えない無数の歯車が、轟音ごうおんを立ててふたたび動き始めた。

『やめて……やめて……ヤメテ……』

　ソースケ。

　あたしはあんたなんかいなくたって、ちゃんと生きていけるよ。あんたのことなんか、いずれちっとも気にかけなくなる。ほかのもっといい男をつかまえて、ものすごく幸せになって、ずっと元気に生きてみせる！

　……まあ、たぶん無理だろうけど。

『ヤメ……』

　空間が消え失せ、ＴＡＲＴＡＲＯＳの内壁ないへきが見えてくる。覚醒かくせいする直前、彼女はつぶやいた。

「ソースケ……」

　変容が止まる。

　時間の継続けいぞくが確定する。

　引ひき伸のばされていた時が元に戻もどり、激しい戦闘の音がドームの中に響ひびき渡わたった。






　　　５：人間の証明







 <ベリアル> の右腕みぎうでは、確実に <レーバテイン> の胸、コックピットの真芯まっしんを貫つらぬいていた。金属が潰つぶれてひしゃげる雑音。なにかの液体がはぜる感覚。

「……最後までいらつく奴やつだったな、サガラ・ソウスケ」

　レナードはつぶやく。

　けっきょく好敵手とは呼べない関係のままだった。

　自分をここまで追おい詰つめながら。この <ベリアル> にここまでの損傷を与あたえながら。俺たちは互たがいに敬意を抱いだくことができなかった。

　いま、哀かなしみのかけらでも感じることができたら、次の世界では友達になれたのかもしれないのに。なにも感じない。たまっていたゴミを片付けたような、すっきりした気持ちがあるだけだ。

　右腕を引ひき抜ぬく。<レーバテイン> はその場に力なく膝ひざをつき、天井てんじょうを仰あおぎ見みるような姿勢で動かなくなった。

　戦いは終わった。

　あとはここで待てばいい。かなめが──ソフィアが変容を完成させるその瞬間を。

「…………？」

　おかしい。いままで感じていた、変容の感覚がどこにもない。世界中に響き渡わたっていたあの音色ねいろが、跡形あとかたもなくかき消えている。なにが起きたのか？

「カナメ……？」

　同時に彼は気付いた。

　大破し、擱座かくざした <レーバテイン> の胸部を注視する。その奥のずたずたになったコックピットに、当然あるはずの肉塊にっかいと血痕けつこんがない。無残な操縦兵の死体がない。

　コックピットに、だれもいない──




　戦闘は続行中だ。

　質素な小型ロケットランチャーの照準線に、<ベリアル> の無防備な腰部ようぶが重なっている。デモリッション・ガンの攻撃こうげきで破損した装甲そうこうの奥。あそこに敵のパラジウム・リアクターが収納されているはずだ。

　だが角度がよくない。もうすこし右。

（間に合え……）

 <ベリアル> のすぐ足元、煙けむりと破片のただ中で、宗介そうすけは念じる。ロケット弾だんが撃発可能な距離きょり、ぎりぎりの場所に潜ひそみ、そのタイミングを待っている。

 <レーバテイン> の残弾ざんだんをばらまいたのは、決してやけくそなどではなかった。冷却れいきゃくパイプが吹ふき飛とび、濃密のうみつな霧きりが発生したのも狙ねらった上でのことだ。

　視界が遮さえぎられたとたん、宗介はハッチをあけて使い捨てロケットランチャーをつかみ出し、すばやく機体から飛び降りた。その後 <レーバテイン> はハッチを閉鎖へいさし、アルの操作で突進とっしんしたのだ。

　捨て身の攻撃だ。アルに言った『すまない』というのは、その意味だった。

　レナードは無人の <レーバテイン> に止とどめを刺さした。

　その間に宗介は霧の中を駆かけ、動きの止まった <ベリアル> の足元に滑すべり込こみ、ロケットランチャーで狙いをつけていた。

　ふと、かなめの声が聞こえたような気がしたが、いまはそれどころではなかった。

　一撃いちげきだ。一撃しかチャンスはない。

（間に合え……）

　気付かれたら終わりだ。すぐに敵は飛び退のき、ラムダ・ドライバを使う。こんな貧弱なロケット弾では、傷一つつけることはできない。

　まだ気付いていない。もう少し右。右を向け。さあ、はやく。

　向いた。気付かれる。

　発射。

　間に合え──

　命中。爆発ばくはつ。

　時代遅じだいおくれの成形炸薬さくやくが炸裂さくれつし、確実に役目を果たした。

　装甲のすき間から入り込んだ爆発エネルギーが、パラジウム・リアクターの外殻がいかくを突つき抜ぬけ、内部の反応装置や燃料システムに数千度の熱を叩たたきつける。

　核分裂炉かくぶんれつろではないので、誘爆ゆうばくや暴走はしない。だが炉心ろしんが破壊はかいされプラズマが消失し、行き場を失った熱が隔壁かくへきをバターのように融解ゆうかいさせた。さらに制御せいぎょを失った電力がオーパーロードを起こして <ベリアル> の全身を駆かけ巡めぐり、数か所のマッスルパッケージや電装系を焼ききった。

　魔神まじんが火を吹き、くずおれる。

　世界最強の力を持つ <ベリアル> を倒したのは、くたびれた旧式のロケット弾だった。

「…………っ」

　宗介は立ち上がると、空っぽになったランチャーのチューブを放り捨て、ホルスターから愛用の自動拳銃けんじゅうを引き抜いた。

　オーストリア製のグロック19。スライドを前後させ九ミリ弾を装填そうてんし、炎上えんじょうする <ベリアル> に近づいていく。

　戦闘せんとうはまだ続行中──




　テッサは無我夢中でサブマシンガンを発射していた。

　あっという間に弾倉内が空っぽになる。反動で手首がしびれる。慣れない手つきで弾倉を交換こうかんし、角から突き出してトリガーを引く。弾が出ない。故障か？

「頭を引っ込めて！」

　隣となりのデジラニ軍曹ぐんそうがテッサを引っ張る。敵の銃撃じゅうげき。飛び散る火花。かすめる跳弾。

　身をすくめたとき、すぐ背後の角に目が行く。

（…………敵？）

　角の向こうに影かげ。敵が後ろから回り込んできたのだ。

　挟はさまれた。いったいいつの間に？

　カービン銃を構えた敵が姿を見せた。三人。こちらを狙っている。

　先頭の敵はわずか二メートル。ゴーグル越こしに相手の目が見えるほどの距離。冷酷れいこくな殺意。隠かくれる場所はない。

「あ……」

　至近距離しきんきょりの銃撃。

　だがそれは彼女を狙ったものではなかった。敵が背後から銃撃を受けて、次々に倒たおれたのだ。三人のうち残った一人が振ふり返かえって応戦しようとして──

「っ！」

　角からマデューカスが現れ、銃床じゅうしょうで敵を殴なぐり倒たおした。

　一撃、二撃。膂力りょりょくを総動員した猛烈もうれつな打撃だげきだ。よろめいた敵を蹴けり飛とばし、サブマシンガンの残弾を叩き込む。

「マ……」

　マデューカスさん。テッサがそう叫さけぶ前に、彼はすばやく身を翻ひるがえして、驚おどろくほどスムーズに弾倉を交換し、別方向の敵めがけて銃撃した。

「下がって！」

　そのとき敵がなにかを投げてきた。手榴弾しゅりゅうだんだ。マデューカスとテッサの間に落ちて、床ゆかの上をころころと転がる。

　テッサは手榴弾を拾おうとして、思い直した。拾って投げるような余裕よゆうはない。自分が手榴弾の上に覆おおいかぶさり、周りの味方を救うしかない。

　だが彼女よりもはやく、マデューカスが行動した。

「ふっ……！」

　彼は覆いかぶさったりなどしなかった。手榴弾をサッカー選手のような巧たくみさで胸の前に蹴りあげ、銃床のひと振ふりで敵の方へと弾はじき返した。

　爆発。

　通路にすさまじい爆音ばくおんが響き渡る。一同は無傷だった。テッサだけでなく、その場の全員がマデューカスのやってのけた神業かみわざに、しばしぽかんとする。

「なにをしとる、つっこめ！」

　撃うちながらマデューカスが叫ぶ。われに返った部下たちが爆煙の中に飛び込み、混乱する敵を押し返していく。

　どうにか最悪の危機は脱だっしたようだった。

「艦長かんちょう……。背後の敵は……片付けてきました……！」

　ぜいぜいと肩かたで息いきをして、マデューカスが言った。あちこち血まみれ、傷まみれ。服もぼろぼろでススだらけだ。ひび割れた眼鏡めがねの奥で、瞳ひとみがらんらんと光っている。こんな彼を見たのは彼女も初めてだった。

「……どこでそんな技術を？」

　気圧けおされながらテッサがたずねる。

「いえ。と、特には……。無我夢中で……」

　全身の緊張きんちょうが抜けたのか、マデューカスはへなへなとよろめき、壁かべによりかかった。

　地味な理系のチェスマニア。そうとばかり思っていたが、そういえば彼が運動音痴おんちだという話は聞いたことがなかった。こんな才能が彼にあったとは。

「失礼……しました。急ぎましょう、艦長」

「ええ。でも──」

　テッサは天井を見上げ、いぶかしむように目を細めた。

　意図的にオムニ・スフィアから遮断しゃだんしていた意識を、ほんのすこし、注意深く接続してみる。あの感覚──変容の感覚が消え去っている。

「カナメさん……？」

　変容が止まっている……？




　マオの戦いも続いていた。

　彼女のＭ９は両腕りょううでを失い、無傷の敵に踏ふみつけられ、四〇ミリライフルをコックピットに押し付けられている。次の瞬間しゅんかんには血煙ちけむりだ──

「っ……」

　その直前、スクリーンの片隅かたすみで『PROGRESS（進行）』と表示されていたバーが『COMPLETE（完了かんりょう）』に切きり替かわった。このミサイル基地に設置されていた自動式の対空機関砲きかんほうの一つ。いま倒れているこの場所から、五〇メートル向こうで沈黙ちんもくしているあの砲台ほうだい。その制御システムの乗っ取りが、成功した知らせだった。

「実行……！」

《了解りょうかい》

　自動砲台が小刻みに動き、照準──発砲はっぽう。

　砲台から吐はき出だされた二〇ミリ砲弾ほうだんが、眼前の敵機へ豪雨ごううとなって降り注ぐ。

　被弾ひだん。被弾。被弾。

　白い <エリゴール> は身をすくめ、よろめき、盾たてにしたライフルを破壊され──ようやく思い出したようにラムダ・ドライバを使用する。対戦車ダガーを投げつけ砲台を破壊。マオ機へと向き直る。

「くそっ……」

　火力が足りなかった。致命傷ちめいしょうまでは与えていない。

　小癪こしゃくな真似まねを──そう思ったのだろう。白い <エリゴール> の動きに怒いかりと屈辱くつじょくが見て取れた。もう優雅ゆうがさなどかけらもない。マオ機の胸ぐらを乱暴につかみ上げる。

「うっ……」

　敵機の腕うでにラムダ・ドライバの力場が形成される。強引にこちらを引ひき裂さく気だ。

　ここまでか──そう思った直後、白い <エリゴール> の背中が火花を吹いた。どこからか飛来した砲弾が直撃ちょくげきしたのだ。

「！」

　クルーゾーが来てくれたのだろうか？ いや、彼の武器ではない。もっと大口径だ。

　谷間を挟んだ山稜さんりょうの向こう。三キロ彼方かなたに赤外線の反応。暗視モードで拡大する。

　撃ったのは第三世代型のＡＳだった。

　ソ連の最新鋭機さいしんえいき。Zy─98 <シャドウ> のカスタム機だ。大口径の光学センサを備えた頭部。大型のソ連製狙撃砲そげきほう。これまで読んだデータにはないタイプの機体だった。

　狙撃仕様の <シャドウ> 。

　それがなぜ、単機でここに？ どこの所属だ？

 <シャドウ> がさらに発砲。狙撃砲の一撃が飛来する。<エリゴール> は無力なマオ機を放り出し、振り返りざま、ラムダ・ドライバで防御ぼうぎょした。

 <エリゴール> がこちらに背中を向けている。

　自動砲台の斉射を浴び、さらに <シャドウ> からの援護射撃えんごしゃげきを食らった <エリゴール> の背中。その脇腹わきばら近くの装甲そうこうが脱落だつらくし、内部のコアユニットがむき出しになっていた。

　急げ──

「…………っ！」

　機体を起こす。背中を反らし、勢いに任せて、敵の脇腹に頭突ずつきをかます。

　はげしい震動しんどう。額ひたいの電子装備が潰つぶれていくのも構わず、がむしゃらに突つっ込こむ。敵機は不意を打たれ、姿勢を崩くずす。

　選択せんたく。副兵装。頭部機関銃きかんじゅう。零距離ぜろきょり射撃。

「っ……うあぁぁぁぁっ!!」

　トリガーを引く。二基のチェーンガンが作動してくれた。強制給弾機構。五〇口径弾をフルオートでぶちまける。

　敵機の体内に飛び込んだタングステン合金の弾頭だんとうが、装甲の中で跳はね回まわり、あらゆる破壊を撒まき散ちらす。ケーブルが断ち切られ、フレームがはじけ飛び、数々の制御ユニットが粉々に砕くだかれ、動力ユニットを蜂はちの巣すにする。

　マオ機の頭部も跳弾にやられ、ばらばらに破壊されていく。機関銃の一基が分解。もう一基も遅おくれて爆発。

　マオのＭ９と <エリゴール> は、黒煙こくえんに包まれ、もつれ合うようにして倒れた。モニターが真っ暗になる。頭部のセンサはすべて壊こわれてしまった。

「サブセンサ……だめか……！」

　胸の衝撃しょうげき吸収パッドに取り付けられた、緊急脱出用きんきゅうだっしゅつようのハンドルを口でくわえて思い切りひっぱる。爆発ボルトが作動し、コックピットの天井てんじょうが吹ふき飛とばされた。

　ホルスターから四五口径の拳銃を引ひき抜ぬいて機外へ。

　あたりには濃密のうみつな煙けむりがたちこめていた。乱れる息を整える。

「…………」

　大破したＭ９のすぐそばに、敵機がうつぶせで倒れていた。ぴたりと自動拳銃を構え、注意深く前に進む。

 <エリゴール> は後頭部のコックピットハッチを開放した状態で放置されていた。操縦兵は脱出した後だ。ではどこに──

「！」

　Ｍ９の脚部きゃくぶに隠れる。襲おそいかかる銃撃。脱出した敵兵が撃ってきたのだ。

　応射しようと乗り出すと、すぐ目の前で手榴弾が地面を跳ねているのを目撃もくげきした。身をひっこめる。爆発ばくはつ。転がっている機体の反対側に移動し、敵の姿を追い求める。

　敵が見えた。逃にげていく。

　ボディラインの浮うき出でたタイトな操縦服。やはり女だった。

　いまマオがいるのは、山の六合目にうがたれた大穴──内部の基地へと続くゲートのすぐそばだった。敵はそのゲートの奥へ走っていく。

　核かくミサイル基地の中へ。あの方向は、発射司令室だ。

　追跡ついせきしなければ。九死に一生を得た感慨かんがいに浸ひたる間もなく、吹き飛ばしたハッチの裏に収納されていたサブマシンガンと弾薬だんやくを回収する。

（そういえば──）

　ぎりぎりで彼女の命を救ってくれたあの <シャドウ> を探す。

　そのＡＳはまだ山稜に立っていた。ずっと遠くで豆粒まめつぶのようにしか見えない。マオはタクティカルベストに収納されていた小型の双眼鏡そうがんきょうで注視した。

　その <シャドウ> は彼女に向かって、こめかみを擦こするような敬礼を送った。それから狙撃砲をかつぎ、肩をすくめておどけるような動作を見せた。

　まさか……。

 <シャドウ> が自身の頭部アンテナを指差し、くるくると人差し指を回した。おそらくＦＭ無線機を使えといっているのだろう。Ｍ９での戦闘中せんとうちゅうは、電子戦の激しい応酬おうしゅうで空あき回線がなかったのだ。

　ヘッドセットに内蔵された無線機をつなぐ。オープン回線で待機状態に。

『どうよ、このタイミング？』

　得意げな男の声。もう二度と聞けないと思っていた彼の声。

　ああ、神様……。

『ぎりぎり間に合ったぜ。惚ほれ直なおしただろ、姐ねえさん？』

　相変わらずのふてぶてしさで、クルツ・ウェーバーがそう言った。




　ヤムスク11の郊外こうがいで死にかけていた彼を拾ったのは、遅れてその地に駆かけつけたＧＲＵ（ソ連軍参謀さんぼう本部情報総局）の特殊とくしゅ部隊だった。

　九死に一生を得てから治療ちりょうとリハビリを続けてきたが、まだ完治したとは言い難がたい。レイスと再会し、この作戦のことを聞いたのもつい昨日のことだ。クルツはＧＲＵのキリエンコ中佐ちゅうさを拝おがみ倒して、軍医の反対を押し切り、狙撃仕様の <シャドウ> を借りて駆けつけた。本来ならＡＳに搭乗とうじょうできるような身体からだの状態ではない。すでに背中やあちこちの傷きず跡あとが激痛を発している。戦闘機動は無理なので、この高所から狙撃するくらいのことしか出来そうにない。

　それでも余裕よゆうたっぷりに軽口を叩たたいてみた。

　言ってみれば白馬の騎士きしの登場だ。思いきり劇的に、クールにきめなければならない。

　マオはきっとこれから、奇跡きせきの生還せいかんに感激して涙なみだを流すことだろう。そうしたら『おまえのピンチなら、あの世からだって駆けつけるさ』と告げてやるのだ。

　さあ、来い。泣いてみろ、メリッサ。

『……最悪』

　無線越ごしに、マオが不機嫌ふきげんな声で言った。

「へ？」

『男らしくソーゼツに死んだんでしょ？ なにおめおめ顔出してるの？ レイスの話ってこれだったのね。なるほど。なんかもう、台無し……』

「だ、台無し？　そりゃねえだろ、俺は──」

『ふーん。生きてたの。うわー、びっくりしたー。はい、これで満足？』

「なんだよ、それ!?」

　この冷たい反応。むしろこっちが泣きそうになってくる。

『周辺に敵機が残ってるわ。制圧と支援しえん。頼たのんだから。交信終了しゅうりょう』

　それだけ言って、マオは基地の奥へと走っていってしまった。

「ひでえ」

　スコープの倍率を戻もどして、射撃しゃげき姿勢に。敵の通常型ＡＳが数機、山の各所から移動しているのが見える。なんとも言えないもやもやした気分のまま、クルツは残敵の掃討そうとうを開始した。




　四し肢しがちぎれ、ばらばらになった <鷹ファルケ> のコックピットから這はい出だし、はげしく咳せき込こむ。折れた肋骨ろっこつから燃えるような激痛。

　クルーゾーは身をよじって顔をしかめた。

「はぁ……はぁっ……」

　たまげた。まだ俺は生きている。

　鼓膜こまくが破れでもしたのだろうか？ 右耳がまったく聞こえない。視界も真っ赤でひりひりする。左腕ひだりうでも動かない。指先の感覚はあるが、骨折しているようだ。

　痛い。痛い。滅茶苦茶めちゃくちゃに痛い。

　耳が治らなかったら困る。５・１チャンネルのサウンド環境かんきょうが楽しめなくなる。

　もういやだ。こんな稼業かぎょう、金輪際こんりんざいやめる。傷が癒いえたら、アキハバラに移住して中断していた日本語の勉強を再開する。そして翻訳家ほんやくかを目指すのだ。きっと素晴らしい毎日になる。絶対そうしよう。

「俺は……げほっ……やめるぞ！」

　なにが強さだ。なにが戦士の道だ。そんなもん犬にでも食わせてやれ。バカバカしい。

　そんな気持ちになるほど、怪我けがの苦痛がつらかった。

　だがまだ仕事は終わっていない。クルーゾーは痛む脚あしを引きずりながら、ホルスターから自動拳銃けんじゅうを抜き、大破した <エリゴール> へと歩いていった。

　黒煙をあげるコックピットのすぐそばに、血まみれのファウラーが横たわっていた。

　用心深く近づき、そばに落ちていた銃を蹴けり飛とばすと、相手の頸部けいぶに指をあてる。脈がない。

　ファウラーはすでに事切れていた。

　おそらく対戦車ダガーの爆発で、コックピットに飛び込んだ破片に胸をやられたのだろう。あの捨て身の攻撃こうげきで、自分は生き延び、ファウラーは死んだ。

　強い弱いなど関係ない。ただの運だ。

　言い知れない後ろめたさがクルーゾーの胸に去来した。

「すまんな、ファウラー……」

　彼の死に顔は、思いのほか穏おだやかだった。まるで眠ねむっているようだ。

　取るに足らないヤク中の男に敗やぶれたと言っていたが、いったいどういう意味だったのだろう？ クルーゾーには想像もつかなかった。どんな悲劇が彼を襲い、なにを考え、どうやってここまで生きてきたのか。すべてが死の中へと消え去ってしまった。

　もう立っているのも辛つらい。

　クルーゾーはその場にへたり込み、ヘッドギアの無線を入れた。

「こちら……ウルズ１。ファウラーの機体を撃破げきはした。こちらのＭ９も大破。俺も重傷……と言いたいところだが、たぶん死ねそうにない。だれか……まだ生きてるか？」

『ベン。よかった』

　マオの声が応じた。

『こっちもなんとか片付けたわ。それで……』

　鼻をすすって、軽く咳き込む声。泣いているのか？ いや、気のせいだろう。

『……ごめんなさい、ちょっと驚おどろくことがあって。クルツが生きてたわ』

「なんだと？」

　クルーゾーは目を丸くした。

　あの馬鹿野郎ばかやろう、生きてたのか。あきれるしぶとさだ。

『ＧＲＵの支援みたい。彼の <シャドウ> が外を制圧するから、あたしは基地の中に突入とつにゅうする。ヤンたちとも連絡れんらくがとれたけど、まだ下層部で敵の抵抗ていこうに釘付くぎづけになってるわ。あたしの方が発射司令室に近いはず』

「単独でか？　危険だ」

『時間がないのよ。敵の女が発射司令室に向かってる。撃うつ気だわ』

「……わかった。気を付けろよ」

『ええ』

　通信を切る。

「……くそっ！」

　こんな仕事は金輪際ごめんだ──ついさっきまでそう思っていたのに、いまでは戦いにいけない自分の身体がふがいなかった。




　宗介の戦闘は続いている。

　呼吸に乱れはない。感覚は研とぎ澄すまされている。

　彼は九ミリ拳銃を構え、炎上えんじょうする <ベリアル> に近づいていった。

　黒煙の向こうに人影ひとかげ。

　直径一メートルはある太いパイプの上に、操縦服姿のレナードが腰こしかけていた。腹部に傷を負い、大量に出血している。彼はこちらに気付いて、手にしたリボルバー拳銃を向けようと──

　発砲はっぽう。

　レナードは肩かたに銃弾じゅうだんを受け、短くのけぞり、拳銃を取り落とした。コンクリートの地面にリボルバーが落ち、乾かわいた音をたて回転する。

「っ…………」

　もう武器はないようだった。彼は両腕りょううでをだらりと脱力だつりょくさせ、うつろな目でこちらをじっと見ている。

「確かに見えたのに……」

　レナードがつぶやいた。

「俺はおまえのコックピットを貫つらぬいた。確実に貫くことが分かっていた。それで終わりのはずだった。彼女は変容を完成させ、なにもかも終わりに……」

　深い溜息ためいき。

「なぜこうなってる？　続いている？ こんなのは……おかしいじゃないか」

「すくなくとも、俺はこうするつもりだった」

　銃口じゅうこうを微塵みじんも動かさず、宗介は言った。

「できるかどうかはわからなかったが」

「たいしたもんだ」

　くぐもった自嘲じちょうの声。

「レナード。おまえがこんな手に引っかかるかどうかは賭かけだった。うまくいったのが不思議なくらいだ」

「そうだな。テレサの話が案外こたえてたみたいだ……くっく……」

　とうとうこらえきれなくなった様子で、レナードはうつむき、右手で顔をおおって笑い出した。いや、泣いているのかもしれない。宗介にはどちらなのか判然としなかった。

「おふくろのことを知ってて……それでこんな真似まねができるなんて。頼たよりない妹、バカな奴やつだと思ってたのに……。俺よりよっぽどタフだってことか……」

　うわごとのようにつぶやく。

「よくわからないんだ。俺は……なにもかもいやになってた。ずっと前から、なにもかもくだらなく思えて……。どいつもこいつもバカみたいに思えて。異常だってのは分かってる。だからまともになりたかった。まともになる方法は、これしかないと思っていた」

「…………」

「わかるか？　まともになりたかったんだよ」

「それは……わかる」

　銃口を降ろし、宗介は言った。

「俺もまともになりたい。ずっとそう思っている」

　二人の間で、ようやくまともな会話が成立したような気がした。

　性質は反対でも、けっきょく同じことを願っている二人。

　陰いんと陽ようだの、光ひかりと影かげだの、たとえはなんでも構わない。だが本質的な部分で、彼と自分は似たもの同士なのではないか？

　力の失うせたレナードの瞳ひとみに、わずかな救いの光がよぎった。

「おまえはまともになんかなれないよ」

「そうかもしれん」

「ようやく少しは分かりあえた。このまま友情を育はぐくみながら死んでいく……と。なあ……そんな結末になると思うか？」

「いや」

「だよな」

　にやりとする。

　もう宗介は気づいていた。レナードの左手に小型のリモコンが握にぎられていることを。あれはなにかの起爆きばく装置だ。おそらくこの施設しせつか、この基地全体か。

　押す気だ。殺すしかない。

　相手がテッサの兄だという事実を心から締しめ出だし、すばやく頭を狙ねらい、引き金を──

　その前にライフル弾だんがレナードの胸に命中した。

「！」

　ぱっと血しぶきが飛び散り、彼の左手から起爆装置が放り出される。

　左。八時方向。

　身を翻ひるがえし、遮蔽物しゃへいぶつに飛び込む。ＴＡＲＯＳのドームの中腹、その入口と思おぼしきあたりに、ライフルを構えた男の姿が見えた。

「少佐しょうさ」

　アンドレイ・カリーニンだ。野戦服にタクティカルベスト。二人の部下を連れている。そのうち一人が、ぐったりとした黒髪くろかみの少女を肩に担かついでいた。

「千鳥ちどり……！」

　かなめを連れて、男たちは地下ドックの出口へと早足で向かっていく。宗介は物陰ものかげから飛び出そうとしたが、カリーニンの容赦ようしゃない銃撃じゅうげきに阻はばまれた。



　なぜレナードを？

　おそらく、レナードの起爆装置はＴＡＲＯＳに仕掛しかけられていた爆弾用ばくだんようだったのだろう。かなめごと吹ふき飛とばされるのを阻止そしするために、カリーニンは彼を射殺した。だとしたら、これからカリーニンがすることは……。

「計画は失敗だ！　彼女を放せ！」

　彼女を連れて脱出だっしゅつする気だ。

　かなめさえいれば、またＴＡＲＯＳをどこかに建造して同じ計画を実行できる。少佐は最初からこうなる場合を見越みこしていたのかもしれない。

　ここまで来て──ここまで来て彼女を連れ去られるなど。

「少佐……あんたは……！」

　それ以上は言葉にならない。

　俺の彼女への気持ちは知っているはずだ。俺がアフガン時代、どんな人間だったかも。なぜ俺から奪うばおうとする？ なぜ黙だまって立ち去ることすらできない？ なぜ返事すらしてくれないんだ!?

　裏切り者。

　この時ほど、強くそう感じたことはなかった。

「…………！」

　本気で狙う。発砲する。だが当たりはしなかった。拳銃では距離きょりが遠すぎる。

　断続的な射撃しゃげきを繰くり返かえしながら、カリーニンたちは地下ドックを後にした。あの通路は、地上の滑走路かっそうろへと続いている。

　宗介は彼らの後を追おうとして、そばに倒たおれているレナードを一瞥いちべつした。

　息絶えている。

　哀あわれに思うべきではない。それこそ彼にとっては屈辱くつじょくだろう。

　もし本当にレナードがＴＡＲＯＳを起爆しようとしたのなら、それはそれで理解できる。俺だって、彼女をおまえに渡わたすくらいなら、爆弾で吹き飛ばした方がましだと思ったことがある。

　だとしても、おまえにはもっとできることがあったのではないか？ おまえの最期さいごを、テッサになんと伝えればいい？ それほどの力を持ちながら。レナード、おまえは大馬鹿野郎おおばかやろうだ。

　いやな気分だった。

　死んでから、言いたいことが次々に思いつく。

（しっかりしろ……）

　いまはかなめを取とり戻もどさなければ。

　宗介は残弾を確認しつつ、カリーニンたちの後を追った。




　サブマシンガンをまっすぐ構えて、マオは核かくミサイル基地を進む。

　薄暗うすぐらいコンクリートの通路。ずっと遠くからヤンたちの戦闘せんとうの銃声じゅうせいが聞こえてくる。自分の息の音が、やけに大きい。

　核ミサイルの発射管制室へのルートは、何度も頭に叩たたき込んでいた。Ｆ階層の第八コンパートメント。ゆるやかに下っていく坂道や曲がり角を経へて、いくつかの階段を降りた先にある。地中の奥深くだ。

　落ち着け。ビビるな。

　敵の戦力はヤンたちの迎撃げいげきのために、下層部に集中しているはずだ。こちらは手薄てうすになっている。

　まったく、いつから自分はこんなに弱気になってしまったのだろうか。まるで小娘こむすめだ。いまになって、命が惜おしくなってきた。

　決まっている。あのバカのせいだ。なにが『惚ほれ直なおしただろ？』だ。絶対に惚れ直してなんかやるものか。

「！」

　角の向こうに敵。二名。こちらに気付いた。

　そばのコンテナの陰に飛び込みながら、角から見えた一人に発砲。倒れたところに手榴弾しゅりゅうだんを放り投げる。安全ピンは抜ぬかない。残った敵がひるむ。そこに猛然もうぜんと突進とっしんして、フルオートで発砲。敵が倒れる。

　よし、メリッサ。あんたの勘かんはにぶっていない。

　転がっていた手榴弾を拾い上げて、先に進む。レイスたちの情報から予測される発射コードの解析終了かいせきしゅうりょう時間は、すでに過ぎていた。敵がいつ核ミサイルを発射してもおかしくない状況じょうきょうだ。

『Ｅ─８』の表示。目的地はすぐそこだ。吹き抜けの階段を下へ。こういう階段のエントリーは大嫌だいきらいだ。どこから撃うたれるかわかったものではない。

　あとすこし。トラップはない。通路を進む。

　発射管制室に通じる頑丈がんじょうな鉄扉てっぴの前を通り過ぎ、その先の壁かべに指向性爆薬ばくやくを設置する。鉄扉は頑丈すぎて吹き飛ばせない。壁に穴をあけた方が近道だと、レイスが持ってきた最新の見取り図で判明していた。

　信管を植えつけ、離はなれて起爆。

　爆発ばくはつの衝撃波しょうげきはが腹に響ひびく。ぐっとこらえて煙けむりの中に突進。壁にあいた大穴をくぐる。時間がない。急げ、急げ、急げ。

　発射管制室には三人の敵がいた。

　爆破ばくはで混乱していた男が、すぐそばに一人。撃ち倒す。

　もう一人は部屋の奥。こちらを見つけ、撃とうとしている。すばやく照準し発砲。ぎりぎりでこちらが早い。五・七ミリ弾を食らって敵が倒れる。

　最後の一人があの女だった。

　タイトな白いＡＳ操縦服。ヒップのラインが印象的。こちらを振ふり返かえる。若い。一〇代かもしれない。ショートカットの髪かみ。眼鏡めがねをかけている。

　右手に拳銃けんじゅうを持っている。そして左手はコンソールパネルの、やたらと大きな赤いボタンに親指をかけていた。

　赤いボタン。発射ボタン。

「……っ！」

『やめろ』などとは言わない。躊躇ちゅうちょなく発砲。マオの銃弾じゅうだんを浴びて女が倒れた。

　しかし──

　けたたましい警報音。管制室の正面スクリーンが赤く光り、キリル文字で『発射』の表示が明滅めいめつする。基地の上層部から、くぐもった地響じひびきが聞こえてくる。

　核ミサイルのロケットモーターの轟音ごうおんだ。

　発射されてしまった──

「なんてことを……！」

　駆かけ寄より、女の武器を蹴けり飛とばす。コンソールパネルを操作。苦手なロシア語に苦闘くとうしながら、発射されたミサイルの情報を表示させる。

　発射コードの解読は、一発分しか終わっていなかった。その一発が発射されたのだ。いま二発分が完了かんりょう。続いて三発分。残りのミサイルも次々に発射可能態勢に入っていくが、もう発射ボタンを押す者はいない。

　発射されたのは一発だけ。

　計五・五メガトンの核弾頭かくだんとうを搭載とうさいした多弾頭型ただんとうがたミサイル。東京クラスの大都市を焼け野原にしても釣つりがくるほどの威力いりょくだ。

　ミサイルの軌道きどうは？ 標的は？

　すぐに分かった。

「な……」

　核ミサイルの行き先は西太平洋。北緯ほくい二〇度五〇分、東経とうけい一四〇度三一分。

　メリダ島だ。

　わずか二四分後に、あの核ミサイルがメリダ島に到達とうたつする。

　メリダ島の詳くわしい状況は分からない。だがあそこでは、いまごろテッサが、宗介が戦っている。かなめもあそこに囚とらわれている。

　こちらから命令して、飛翔中ひしょうちゅうに自爆じばくさせる方法はないのか？ いや、ない。自爆が可能なタイプのミサイルではなかった。一度発射されたら最後、あらゆる妨害ぼうがいも受け付けずに、目標に核の破壊はかいをぶちまける。もうこちらで阻止することはできない。

　テッサたちに警告しなければならない。コンソールを操作し、使用可能な衛星回線を探す。泣きたくなるほどゆっくりとした『検索中けんさくちゅう』のバー表示。

「急いで……！」

　ほかのどこに落ちてもいいものではない。だが、よりにもよって、なぜメリダ島に？

「どういうつもり？」

　血溜ちだまりの中に倒れている女に怒鳴どなる。この娘むすめには容赦なく銃弾を撃ち込んだ。もう長くはないだろう。

「ミサイルは……メリダ島に……？」

　と、女はたずねてきた。

「ええ。満足そうね？」

「ふふっ……」

　女がひきつった笑いを浮うかべた。

「……変容が……止まったわ。機体の中で感じたの。あの人は……失敗した。みんなあの女のせいで……」

「変容……？　あの女……？」

「消え去ればいい、あの人も……あの女も……。わたしだけ、こんな風に……不公平よ。わたしのなにが不足なの……？ ひどい人……。もう、耐たえられない。……あの女ごと、灼熱しゃくねつの炎ほのおで……」

「なにを──」

「燃えて……」

　うわごとのようにつぶやくと、女はそれきりしゃべらなくなった。




　掃討そうとうとまではいかなかったが、敵の抵抗ていこうをどうにか押しのけ、テッサたち <デ・ダナン> のクルーは地下ドックまで達することに成功していた。<ベリアル> が倒されたことが、敵の士気をくじいたのかもしれない。

　目の前には巨大きょだいなドーム型のＴＡＲＯＳ。

　伏兵ふくへいを警戒けいかいしながら、チームを分散させてドームを一周する。ＴＡＲＯＳの中にかなめの姿はなかった。自分で立ち去ったのか、だれかに連れ去られたのか。それはまだわからない。

　ＴＡＲＯＳを挟はさんだドックの反対側に、<レーバテイン> と <ベリアル> の残骸ざんがいが転がっていた。宗介はどこかへ移動したようだ。通信で呼びかけても応答がない。

　そして──テッサはレナードを見つけた。

　大きなパイプにもたれかかるようにして動かない兄の姿を前に、テッサは立たち尽つくすしかなかった。

「…………」

　こんなことになるだろう、と思っていた。あるいは彼が、こんな状態の自分を見下ろしていたか。どちらかだと。いずれにせよ、覚悟かくごはとうの昔に済ませている。

　再会したら、いろいろ言ってやりたいことがあった。

　完膚かんぷなきまでにたたきつぶしてから、胸を張って説教してやりたいことがあった。

　それもすべて、もう出来ない。

　号泣ごうきゅうするかと思ったが、できなかった。よくわからない。もしここから生きて帰れて、幸運にも落ち着くことができたときに、実感がやって来るのかもしれない。

　きっと苦しむだろう。

　この死は自分がもたらしたものなのだから。

　どんな所業を企たくらんでいたにせよ、彼は彼女に残された、最後の肉親だったのだ。

「艦長かんちょう、マオから通信が」

「メリッサが？」

　手持ちの機材で通信環境かんきょうを調べていたシノハラが、マオからの衛星通信をとらえた。波長が低い回線のせいで、音声会話は無理らしい。簡潔な電文形式の警告。

　シノハラが携帯端末けいたいたんまつの文面をテッサに見せる。

　アフガンのミサイル基地をほぼ制圧したとの報告。マオの無事にほっとするゆとりもなかった。

　彼女からもたらされたのは、最悪の報告だった。

　あと二二分で、このメリダ島に核ミサイルが到達する──




　認めよう。敗北だ。

　こうした事態になる可能性を、カリーニンも想定しなかったわけではない。

　だが九割はこちらの勝ちだと踏ふんでいた。

　周辺海域の防備、島の防衛部隊、そして <ベリアル> 。すべて万全の布陣ふじんだった。誤算はなかったのに、ありうる損害が積み重なり、対策はすべて徒労に終わり、ここまで追おい詰つめられてしまった。

　とかく思い通りにいかないのが戦闘というものだが──

　わかっていても、止められない。

　それほどまでに、テレサ・テスタロッサと相良さがら宗介の力はすさまじかった。

　ありとあらゆる防衛網もうを突破とっぱし、<トゥアハー・デ・ダナン> が地下ドックの一歩手前まで突つっ込こんでくるなど、カリーニンにも予想できなかった。おかげで歩兵部隊の布陣が分断され、防御ぼうぎょも手遅ておくれになってしまった。

　あの <レーバテイン> というＡＳが、すべてのＡＳを撃破げきはしただけでなく、レナードまでも倒たおしたことは、カリーニンにも驚嘆きょうたんを与あたえていた。

　あの若者たちは、この年寄りを真っ向勝負で叩たたき伏ふせた。まったく見事な覚悟、すばらしい実力だ。

　レナードは計画が失敗したとき、施設しせつを爆破し千鳥かなめも道連れにするつもりだった。だがそれは困る。千鳥かなめさえ手元にいれば、一からやり直すことができるはずだ。彼の満足のために、彼女をむざむざ死なせるわけにはいかない。

　だから射殺した。

　彼が本気で起爆きばくスイッチを押すつもりだったかどうかは、いまとなっては分からないことだったが。

　カリーニンは階段を駆け上がりながら、部下の一人にたずねた。

「脱出だっしゅつのヘリは？」

「滑走路かっそうろで待機中です」

「よし」

　脱出して、やり直す。

　だがそれで本当にいいのか？ 自分は本当に望んでいるのか？

（決まっている……）

　自分は望んでいる。まだやり直せる。

　レナードたちの望んでいたような、理想世界などでなくていい。ただまともにしたい。本来あるべき形にする。そしてそれが出来るのは、もはや自分一人だけになってしまったのだ。

　いまの宗介がそれを阻はばもうというのなら、容赦ようしゃはしない。

「こちらです。お急ぎを」

　地上の擬装ぎそう滑走路に出る。滑走路の端はしに中型の輸送ヘリが駐機ちゅうきしていた。すでにローターは回転している。

　気を失った千鳥かなめを連れて、カリーニンたちはヘリのタラップへと急いだ。




　宗介が滑走路に出ると、まずターボシャフト・エンジンの爆音ばくおんが耳に入った。

　カリーニンたちがヘリに乗り込んでいる。かなめもだ。

（千鳥……！）

　駆かけ出だす。距離きょりは三〇メートル。

　搭乗口とうじょうぐちにライフルを構えた兵が一人。撃ってくる。

　こちらも発砲。走りながら弾倉内の弾をすべて吐はき出だす。敵のライフル弾が肩かたのパッドにあたった。よろめきながら、弾倉を交換こうかんしてなお射撃しゃげき。

　宗介の射撃を食らった搭乗口の兵が、機外に転落する。

　ヘリが滑走する。すぐに離陸りりくするだろう。

　ヘリのテイルローターめがけて射撃する。飛び散る火花。だめだ。軍用ヘリは九ミリ弾くらいではびくともしない。

「…………！」

　滑走路の片隅かたすみ、資材置場に目がとまる。駐機用の固定ワイヤーがあった。長さ三メートルの補助ワイヤー。

（間に合え……）

　進路を変えて全力疾走しっそう。資材置場をかすめるように走って、ワイヤーをつかみとる。へりが加速を始め、尻しりを持ち上げる。離陸する。いま──

「っ！」

　投擲とうてき。

　スチール合金製のワイヤーが回転しながら、放物線を描えがいてヘリへと飛ぶ。テイルローターに接触せっしょくし、けたたましい音をたててからみつく。

　高度を上げようとしていたヘリが、ぐらりと揺ゆれて姿勢を崩くずした。だが、落ちない。頑丈がんじょうなテイルローターは、あがきながらも回転し続けている。機体が一メートルほどの高さに浮いたまま、滑走路上を左右にふらついている。

　宗介はヘリの右舷うげんに開いた搭乗口めがけて突進とっしんした。

　ヘリの生み出す強烈きょうれつな下降流にあおられながら、入口に飛びつく。機内に敵兵。揺れる機内で座席にしがみついている。至近距離しきんきょりから三発撃うち込こみ、押しのける。

　座席にかなめが横たわっていた。朦朧もうろうとしながら、身を起こそうとしている。カリーニンの姿は見えない。操縦室か？

「千鳥！」

「……ソースケ……？」

　かなめに駆かけ寄より、助け起こす。一年ぶりで彼女に触ふれた。やっとここまで追いついた。

　万感の思いが駆け抜ぬける。

「立てるか、降りるぞ。しっかりしろ」

　キャビンの後ろへ。内壁ないへきのパネルを操作し、機体後部のカーゴハッチを開放する。

　ゆっくりと開いていくハッチ。外の景色がくるくる回る。ヘリはまだ滑走路上を泳いでいた。

「なにこれ……まだ夢？ あたし……」

「夢じゃない。一緒いっしょに帰るぞ。帰るんだ」

　その時、操縦室からカリーニンが姿を見せた。すでにライフルを構えている。

「！」

　貨物の陰かげにかなめを引っ張り込む。カリーニンが撃つ。背中に鈍痛どんつう。跳弾が防弾ぼうだん仕様の操縦服に半ば食い込んだ。横弾おうだんで止まったようだが、焼けつくような痛みが走る。

「その娘むすめを放して、武器を捨てろ！」

「ふざけるな！」

　拳銃けんじゅうを突き出して発砲はっぽうする。この姿勢では当たるわけがない。カリーニンはその銃撃じゅうげきを避よけようともせず、さらにライフルを撃った。貨物の繋留けいりゅう金具が吹ふき飛とび、積み上げてあった武器ケースが宗介めがけて崩れ落ちてきた。

「ぐ……！」

　対戦車ミサイルや対空ミサイルを収めた大型のケースだ。合計で一〇〇キロ以上の重さになる。それらが滑走路上で回転するヘリの遠心力を上乗せして、宗介を押しつぶそうとした。かなめはまだ朦朧とした様子で、床ゆかにへたりこんだままあたりを見回している。

「ソースケ……？　本当に……ソースケなの……？」

「千鳥……！」

　宗介は動けない。カリーニンが近づいてくる。

　そのときヘリが大きく揺れ、ひときわ強く回転した。

　開けっ放しのカーゴハッチから武器ケースがばらばらに飛び出していく。かなめも同じだ。なにも抵抗できないままローディングランプを滑すべり、ヘリの外へと放り出された。

「くそっ……！」

　後を追おうとしたが、できなかった。繋留用の金具が脚あしにからまっている。びくともしない。そうしているうちに、ヘリが傾かたむきながら高度を急激に上げた。

　機外に放り出され、滑走路に転がるかなめの姿。それがどんどん遠ざかっていく。

「千鳥っ!!」

　金具を蹴飛けとばし、引っ張り、ようやくほどく。身を起こすと、ヘリはすでに数十メートルまで上昇じょうしょうしていた。まだ高度が上がっている。もう飛び降りても死ぬだけだ。

　ここまで来たのに──

「くっ……！」

　はげしく揺れる機内。振ふり返かえると、カリーニンが座席にしがみつき彼を見据みすえていた。

　ロシア人はなにかをつぶやいた。だが機内の轟音ごうおんとカーゴハッチからの暴風にかき消されて、なにを言ったのか聞き取れなかった。

　ヘリの上昇が止まり、大きく傾いた。ひどい震動しんどう。くるくると回る機体。

　もはや戦闘せんとうどころではなかった。急下降が始まる。バランスを失い、落ちている。遠ざかる滑走路。基地の北へと──

　地面が迫せまる。不時着と呼べるような角度ではない。ローターが木々をなぎ倒し、岩に接触し、機体が大地に叩きつけられた。




　テッサが地上の滑走路にたどり着くと、北の方角からはげしい衝突音しょうとつおんが響ひびいてきた。なにかの航空機が墜落ついらくしたのだろうか。上空には煙けむりの尾おがたなびいている。これも北の方角へと続いていた。

「あれは……？」

「わかりません。いまはとにかく脱出を……！」

　マデューカスが急せかす。核かくが到達とうたつするまで、あと二〇分もない。これから航空機を見つけて、離陸して、島から遠ざかるにしても、間に合うかどうか。

　地下の格納庫に向かったクルーと交信していたデジラニ軍曹ぐんそうが報告した。

「ターボプロップ機があったそうです！ 前に置き去りにした <キングエア> が。給油も進めてます。満タンにする時間はありませんが、離陸はできると」

「それでいいわ、上にあげて！」

「はい。ただ、先客がいるとかで……」

「先客？」

「ええ。なんか、白い虎とらの入った檻おりが積んであるとかで」

「虎？」

　わけがわからない。虎が？ 機内に？ だれがそんなことを？

「害はないの？」

「ないみたいです」

「じゃあ一緒に連れていきます」

「アイアイ」

　地下の格納庫から、地上の滑走路に航空機を運ぶ超大型ちょうおおがたのエレベータが起動する。あたりに響き渡る轟音。もともとは彼らの古巣ふるすだ。こういう時の手際てぎわにはよどみがない。

「急いで滑走路を片付けて。なにか散らばってるわ」

　五〇メートルほど向こうに、重火器の武器ケースらしきものが散乱している。離陸するには、あれが邪魔じゃまになる。

　いや──

「カナメさん……？」

　武器ケースだけではなかった。その中に千鳥かなめが横たわっている。間違まちがいない。彼女だ。

「艦長かんちょう？」

　マデューカスの制止も聞かず、テッサは駆け出した。まだ滑走路の安全が確保されたわけではない。敵が潜ひそんでいる危険もあるのだ。だがそんなことに構ってなどいられなかった。

「カナメさん!?」

　息も荒あらく駆け寄って、肩を揺する。

「う……」

　よかった、息がある。怪我けがも軽い打撲だぼくと擦すり傷きずだけだ。

「どいて、艦長。運びます」

　後から駆けつけた部下の一人が、かなめを背負ってエレベータへと走る。テッサは一緒に走りながら、揺られるままのかなめに呼びかけた。

「カナメさん、聞こえますか？ わたしです！」

「テッ……サ？」

「なにがあったの？　サガラさんはどこか知ってますか!?」

「ソースケは……あたしを助けて……ヘリごと向こうに……」

　震ふるえる指で北をさす。今しがた墜落の音が聞こえた方角だ。いまも黒い煙が上がっている。

　目測でおおよそ五〇〇メートル北か。

　それだけでテッサはおおよその経緯けいいを察した。何者か──おそらくカリーニン──に連れ去られかけたかなめを救出しようとして、トラブルが起きたのだろう。たぶん宗介はそのヘリの中だ。

「追いかけなきゃ……えほっ。……ごほっ！」

　かなめが部下の背中から逃のがれようともがいて、はげしく咳せき込こんだ。顔が真っ青だ。額ひたいに手をあてると、ひどい熱を出している。

　ＴＡＲＯＳを使った後遺症こういしょうだろうか？ 安静にしないと深刻なことになるかもしれない。

「サガラさんが……」

　テッサはヘリの消えた方角を見た。

　宗介は無事なのか？　途中とちゅうで振り落とされた可能性もある。墜落して最悪のことになった可能性もある。

　時計を見た。およそあと一八分。

　部下を送って捜索そうさくする時間があるだろうか？ 発見して、救出して、この場に連れ帰ってくる時間が？

　────ない。

　どう計算しても無理だ。

　運良く彼を見つけて帰ってきても、そこで核かくが着弾ちゃくだんする。離陸して遠ざかるような時間はない。絶対にない。

　無線で彼に呼びかける。地上なら電波は届くはずだ。

「……こちらアンスズ。ウルズ７、応答してください！ この島が核攻撃こうげきされます。あと一八分！」

　応答はない。

　大型エレベータが上がってきて、双発そうはつのターボプロップ機が姿を見せる。年代物のプロペラ機だ。かつては太平洋の孤島ことうであるこの基地から、グァムや東京などの文明圏ぶんめいけんまで非番の隊員を運ぶのに使っていた。

「……アンスズよりウルズ７、応答を！ 核弾頭だんとうがあと一七分で来ます！ ウルズ７！」

　応答はない。

　クルーたちが全力で離陸の準備を進めている。給油車のパイプを外して、負傷者を運び込み、滑走路かっそうろでは武器ケースを脇わきにどけ終わった数人がこちらに駆かけ戻もどってくる。テッサもマデューカスに引っ張られるようにして、機内に入った。

「聞こえますか、ウルズ７！ こたえて、サガラさん!?」

『こちら……ウルズ７』

　ノイズ混じりの回線の向こうで、宗介の声が応じた。

「サガラさん！」

『テッサ……無事で良かった。現在地は……第三レーダーの近くだと思う。そちらの……現在地は？』

「滑走路です。カナメさんは無事。これからクルーと脱出だっしゅつします。核弾頭がこの基地に迫ってるわ。あと一六分。急いでこちらに来て！」

　その位置なら、なんとかなるかもしれない。こちらが可能な限り待ち続けて、いますぐ全速力で駆けつけた彼を回収して離陸りりくすれば、もしかしたら、まだ──

『否定ネガティブだ、アンスズ』

「なにを──」

『ウルズ７は……現在も敵と交戦中。合流は不可能と思われる』




　宗介の戦争は終わっていない。

　破片をまき散らし、横倒よこだおしになって燃え上がるヘリの残骸ざんがい。つぶれたドロップタンクや、折れたローターや、脱落だつらくしたエンジンポッドが転がって、黒煙こくえんをあげている。

　夜明けの空が美しい。

　真っ二つに折れ、炎ほのおにおおわれた安定翼よくのそばで、宗介はテッサに報告していた。ノイズがはげしい。原因は不明だ。これだけあちこちにぶつけたのだから、壊こわれたところで不思議はない。

『交戦中？　どれくらいの敵がいるんです!?』

「一名だ」

　宗介は最後の最後、ただ一つ残された武器であるコンバットナイフを逆手さかてに握にぎり、敵と対峙たいじしていた。

　同じようにナイフを構えたアンドレイ・カリーニンが、五メートル先に立っていた。こめかみから血がしたたり、野戦服はあちこちが焼やけ焦こげ、血にまみれている。

　どちらもボロボロだ。

　ここで彼に『休戦して一緒いっしょにテッサたちのところに走ろう』などと提案したところで、返ってくる答えはわかりきっていた。

「かなめは……無事なんだな？」

『……ええ。いまは寝ねかせています』

「きっちり送り返してやってくれ」

『そっ……』

　なにかを言いかけ、テッサは押おし黙だまった。

　彼女は聡明そうめいだ。悲しいほどに聡明だ。宗介が『無理だ』と言った以上、どうにもならないことを理解したのだろう。

『ええ……約束します』

「感謝する。ウルズ７、交信終了しゅうりょう」

　通信を切る。ヘッドギアを外して放り出す。

　もう自分には必要のないものだ。

　テッサは涙声なみだこえをこらえていたようだった。せめて優しい一言でも告げるべきだっただろうか？ いや、それはいけない。彼女のことだ。その一言でずっと苦しむことになる。

「用は済んだか」

　カリーニンが言った。

「ああ。……核のことは知っているのか」

「聞いたよ、さっき機内でな。傍受ぼうじゅした部下がいた」

　短いため息。

「サビーナだろうな。あの娘むすめをあそこに配置したのは、間違いだった」

「……本気で核戦争せんそうを始める気だったのか？」

「本気だった。どうせやり直すのだ。なにもかも後腐あとくされなく、きれいに吹ふき飛とばした方が都合つごうがいい」

　うそぶくカリーニンに、宗介は強い怒いかりを覚えた。

　大虐殺だいぎゃくさつを肯定こうていすることに対してではない。宗介だけでなく、自分自身に対しても大きな嘘うそをついていると直感したからだ。

「言い訳があるなら聞いてやるぞ」

「どうせ、なにを言っても怒おこるだろう」

「当然だ」

　離はなれた場所で轟音ごうおんを立てて空回りしていたヘリのエンジンが、爆音ばくおんと共にばらばらになった。タービンブレードが宙を舞まい、ビスやボルトやアルミ合金の板が、彼らの周囲に降り注いだ。

　その爆発ばくはつが合図になった。

　破片が作り出した砂埃すなぼこりの向こうで、カリーニンが急接近する。どこか緩慢かんまんで重みのある日ごろの仕草からは、想像もできない速さだった。

　フェイントもない。姿勢を崩くずす小手先の技わざもない。手首や肩かたをつかもうともしない。

　ただまっすぐ、鋭するどいだけの切っ先だった。

「！」

　ぎりぎりで頭をそらす。喉頸のどくびのすぐそばを刃風はふうが通り過ぎていった。

　つづく数手は変幻自在へんげんじざいで、自分がどんな攻撃こうげきを受けているのか把握はあくするだけでも一苦労するような斬撃だった。

　身をそらした宗介をつかみに来るかと思えば、そのまま通り過ぎ背中を狙ねらってくる。飛びすさって前回りで距離きょりをとると、地面の砂を蹴けり上あげようとしているのが見える。片目だけ閉じて相手の脚あしを狙おうとすると、カリーニンはつま先の軌道きどうを変え、砂を蹴らずにこめかみめがけて足刀そくとうを繰くり出だした。かろうじて受け止めるが、完全ではない。ブロックした左腕ひだりうでに感じた衝撃しょうげきは、これまでの人生で受けたどんな蹴りよりも重かった。

「……っ」

　身体からだがよろめく。無理に踏ふみとどまらずに、そのまま一回転して斬撃を繰り出す。カリーニンはその一撃いちげきを苦もなく受け流し、同じ動きで回転して、ジャングルブーツのかかとを宗介の脇腹わきばらめがけて叩たたきつけた。

「っぐ！」

　息が詰つまる。視界が暗くなる。ぐっとこらえて身構える。

「どうした。ＡＳなしでは手が出ないか？」

「…………」

「おまえにはいろいろ教えたが、前から思っていたことがある」

「なんだ」

「才能がない」

　瞬間しゅんかん、カリーニンの右手が残像と共に消え失せた。弾丸だんがんのような突つき。なんとかしのぐ。同じ速さの突きが鞭むちのように襲おそいかかる。

「っ！」

　かろうじてさばき、反撃はんげきを繰り出す。火花、火花、火花。目が回るような手首と姿勢の奪うばい合あい。

　才能がない──

　そんなことは前から分かってる。こたえる一言だが、自分だって知っている。

　俺は決して天才じゃない。格闘かくとうも、狙撃そげきも、ＡＳの操縦も。どれもこれも『そこそこ』のレベルだ。最高なわけじゃない。もっとうまい奴やつはあちこちにいる。マオも、クルーゾーも、クルツも。みんな俺より素質に恵めぐまれた連中だ。それくらい分かってる。

　たぶん、こうした格闘だけでも、自分のセンスはカリーニンに劣おとるだろう。

「だったら──」

　だったら。あんたはなぜ俺を兵隊として使おうとしたのか？

　俺の強みは、せいぜい土壇場どたんばのしぶとさだけだ。

　かわして、しのいで、持ちこたえているうちに、宗介の背後で日が昇のぼっていく。はからずも太陽を背にした位置になった。

　カリーニンが目を細める。視界が狭せばまっている。仕掛しかけるならいまだ。

　突進とっしん。ぎりぎりでカリーニンの刺突しとつをくぐり、膝ひざをとって捻ひねり上あげる。逃にげられるが、構わずしつこく膝をつかむ。

　渾身こんしんの力で締しめ上げる。まだ足りない。このままだと背中を刺さされる。

　いや、構うものか。つま先を絡からませ、力いっぱい体重をかける。柔道じゅうどうでいう袖釣そでつり込こみ腰こしに似たような体勢。敵はよろめくが、姿勢を回復しようとたたらを踏む。

「！」

　あとは力任せに地面を蹴る。

　粘ねばり勝がった。カリーニンは押し負けてその場に倒たおれる。

　格好のいい倒れ方ではない。実にみっともない、子供同士の喧嘩けんかのような倒れ方だった。だがそれでいい。相手の右腕みぎうでを締める。腕の可動範囲はんいぎりぎりで、右から切りつけてこようとする。全身に力をこめて敵の右腕の動きを妨害ぼうがいする。何度も何度も、締めて締めて締め上げる。カリーニンのナイフが手から離れた。

　敵は武器を失った。勝利は近い。

「っ～～～！」

　不恰好ぶかっこうな頭突ずつきを何度も相手に叩きつける。隙すきさえ作ることができればいい。にぶい音。鼻の軟骨なんこつが潰つぶれる音。

　怒りだ。憎悪ぞうおだ。敵に容赦ようしゃをしてはいけない。

　そのまま馬乗りになって、両腕に全体重をかける。なにがなんでも離さなかったナイフを持ち直し、無防備な胸に押し付ける。

　肋骨ろっこつが邪魔じゃまだ。刃は水平に。

　心臓の位置はわかるか？ 全身全霊ぜんしんぜんれいの力をこめて、斜ななめに切っ先を押し込まなければならない。

　やがて血と肉を引ひき裂さき、鋼鉄が突つき破やぶっていく感触かんしょくが──

「…………」

　刺せなかった。

　ナイフの切っ先は、カリーニンの胸に触さわったまま動かない。何度押し込もうとしても、動くことはない。その刃やいばは、決して心臓に届かない。

　自分には押し込めない。

　その事実が痛いほどよく分かった。

「っ…………っく」

　あれほど満みち溢あふれていた力が、いまはもうすっかり消え失せてしまった。

　宗介はカリーニンから離れた。立ち上がり、後ずさり、もう一度突進しようと自分に言い聞かせてから、それが無理だとかみしめて、三歩下がってしゃがみこんだ。

　自分に殺せるわけがない。

　親父おやじなのに。

「勝手にしろ……」

　ヘリの残骸に背中を預け、宗介はつぶやいた。目の前にナイフを叩きつける。ナイフが地面に突つき立たって、カリーニンの前で小さく震ふるえた。

　ひどい疲つかれを感じる。

　もう戦うことなどうんざりだった。

　うずくまる宗介の前で、カリーニンがのろのろと立ち上がった。

「……だから言った。おまえには才能がないと」

「うるさい……」

「おまえは狼おおかみの群れの中で育った子羊だ。血に飢うえることもないし、肉を貪むさぼる必要もないのに、狼のふりをしてきた。そうしなければ生きられなかった。これほどいびつで、これほど悲しい生き物がどこにいる？」

「知ったことか……」

「おまえはこうしているべきではない。こんな風に……私を追おい詰つめる男になるべきではなかった。『カシム』や『ウルズ７』などと呼ばれるべきではなかった」

「…………」

「もっと正しい居場所があったはずだ。……だが、おまえはもう帰れない。おまえが自分で壊してしまった」

　なにが言いたい。なぜそんなことを言う。いまさら『おまえは本当の戦士ではない』だのと陳腐ちんぷな説教がしたいわけではあるまい。

　俺を哀あわれんでいるのか。

　普通ふつうの男になるべきだったと、そう言いたいのか。

　だがそうはなれなかった。もう手遅ておくれだ。

「だが……けじめはつけるぞ」

　カリーニンがナイフを拾い上げ、一歩ずつ近づいてきた。

　一度始めた戦いだ。きっちり決着をつけるつもりなのだろう。宗介には出来ないことが、彼には出来る。

　狼と羊には違ちがいがある。それを証明しなければならない。

　間合いに入る。半身はんみに構えて刺突の姿勢に。宗介は残骸ざんがいにもたれたまま、その動作を力なく見つめていた。

　覚悟かくごした一撃は来なかった。

　カリーニンが咳せき込こむ。口くちの端はから鮮血せんけつがこぼれた。ナイフが手からするりと落ちる。それから彼は両膝りょうひざを落として、前のめりに倒れた。

　背中がべったりと血に染まっている。

　墜落ついらくの時に受けた傷だろう。ようやく気付いたが、彼の背中にいくつもの金属片が深く食い込んでいる。内臓にまで達しているのは明らかだ。

　こんな怪我けがで戦っていたのか。

「いったい、なぜ──」

「最後の……訓練だ」

　弱々しい声だった。

「おまえが何者なのか……教えてやろうと思った」

　血にまみれた大きな手が、宗介の肩をつかむ。

「刺せなかっただろう。そういうことなんだ。優しい子だな」

「やめろ」

　殴なぐられるよりもこたえる一言だった。

　そんな風に言われたくない。自分にはそんな資格がない。厳きびしい言葉をなぜかけない。あんたにそんな事を言われたら、自分はまともに立っていられなくなる。

「おまえを……帰したかった……」

　深いため息。生命が漏もれ出だしていくようなため息だった。

「私も帰りたかった。イリーナと……子供のところに……」

　カリーニンの亡なき妻のことだ。一〇年以上前、アフガンでの作戦中に、彼女とお腹なかの子供は医療いりょう事故で死んでしまった。

「だからレナードの計画に乗ったのか？ あんたほどの男が、あんな女め々めしい絵空事に！」

「私を……無敵の男だとでも思っていたのか？」

「親父というのはそういうものだろう!?」

　カリーニンがわずかに微笑ほほえんだ。

　父親と呼ばれたのを楽しんでいるのかもしれない。

「どんな親父も……一皮剥ひとかわむけばこんなものだ。気付けばようやく半人前……」

「少佐しょうさ」

「……イキナサイ」

　最後は日本語だった。

　肩かたを握にぎっていた手から力が抜ぬけ、地面に落ちた。




　虚脱きょだつしたようにカリーニンの亡骸なきがらの前にしゃがんでいたのは、何分間だっただろうか。プロペラ機のエンジン音が遠くから聞こえて、宗介は空を見上げた。

　基地の滑走路かっそうろから <キングエア> が飛び立っていく。テッサたちだ。

　時計を見る。核かくの着弾ちゃくだんまであと一〇分。

　いまから彼らが全速力で飛んでも、安全圏あんぜんけんに逃にげ切きれるかどうかといったところだ。ぎりぎりまでこちらを待ってくれたのだろう。

「千鳥……」

　話したいことが山ほどあったのに、こんなことになってしまうとは。ヘリの中での、たったの十数秒。一年間も焦こがれ続つづけて、彼女に触ふれたのはその短い時間だけだ。

　彼女が本当に正気に戻もどったのか、宗介にはわからない。『変容』が起きなかったらしいことくらいでしか、判断のしようがない。

　これから彼女は幸せになれるのだろうか？

　なって欲しい、と思う。だがそれを確かめる方法、見届ける機会は失われた。

　よそう。やれるだけのことはやったのだ。

　なにを書いたらいいのかわからないまま、放置してきた遺書の続きは、いまでも思いつかない。彼女に対して、自分ができることはもうなにもない。

「幸運を……」

　朝日の中に消えていく飛行機を見つめ、宗介はつぶやいた。

　彼は立ち上がった。

　物言わぬカリーニンを置き去りに、基地の方角へと走り出す。なにかの当てがあるわけではない。もう動くことさえ億劫おっくうだった。

　それでも走る。

　いきなさい──

　ずっと昔、記憶きおくも定かではない過去の霧きりの中で、同じ言葉を聞いていたような気がする。

『行け』でも『生きろ』でもない。彼はなぜこんな言い方をしたのだろうか。

　ただその言葉が命じるままに、彼は朝日の中を走った。

　演習場の一角に設けられた地下への入口を見つける。金網かなあみの扉とびらを蹴破けやぶって、地下に向かう。階段を降りるのに三〇秒とかからない。

　いくつかの扉をくぐり抜けると、〇ゼロ号通路のそばに出た。

　現用のＩＣＢＭ（大陸間弾道弾）の核弾頭だんとうが直撃ちょくげきした場合、メリダ島の地下施設しせつはその熱と衝撃波しょうげきはに耐たえることができない。基地の最深部、排水はいすい施設や地熱発電施設に逃げ込んでも同じことだ。かろうじて生き延びることが出来たとしても、崩壊ほうかいした構造物の下敷したじきになるか、爆発後ばくはつごに流れ込んでくる大量の海水で溺おぼれ死しぬか──そのいずれかだろう。

　地下に避難ひなんしたところで無駄むだだ。どうあがいても助かる手立てはなさそうだった。

　時計を見る。あと七分。

「打つ手なしか……」

　どうにもならない──

　その場にへたりこもうとして、ふと〇号通路の先を見た。壁かべに大穴があいている。その向こうは <ベリアル> と決着をつけた地下ドックだ。

　そうだった。

　あいつを忘れていた。

　瓦礫がれきを踏ふみ越ごえ、地下ドックに入る。ケーブルやパイプ類の向こうに、大破した <レーバテイン> が横たわっていた。頭部はまだ残っているから、聴音ちょうおんセンサは生きているはずだ。駆かけ寄よって声をかけてみる。

「アル……」

《このまま放置かと思っていました》

　外部音声が響ひびく。いつも通りの淡々たんたんとした声。

　コックピットは破壊はかいされたが、アルのコアユニットは腹部にある。きわどいところで生き延びていたようだ。

「核攻撃こうげきのことは？」

《知っています。アフガンからの通信を傍受ぼうじゅしました》

「そうか……」

《発射されたＭＩＲＶマーヴ弾頭の威力いりょくは一発あたり五五〇キロトン。それがすべてこのメリダ島に飛来します。どこに避難しても生存は不可能でしょう》

「そのようだな」

《そこのスクラップに、あの学校での借りを返せただけでも良しとしましょう》

　よほど <アーバレスト> 時代、<ベリアル> に敗北したことを根に持っているらしい。

　あの学校。

　まだ一年前なのに、ずいぶんと懐なつかしく感じる。あの学校の中庭でレナードの <ベリアル> に敗やぶれ、かなめを連れ去られ、級友たちに『必ず連れ帰る』と誓ちかって、長い旅路を経へた末に、こんな場所で行いき詰つまってしまった。

「あと何分だ？」

《五分です》

「案外、長いな……」

　じたばたするのが無駄だと分かると、タイムリミットも長く感じる。

　ふと、ポケットに入っているメモリーチップのことを思い出す。久壇未良くだんみらからの手紙に入っていたものだ。作戦が終わってから閲覧えつらんするつもりだった。

　あいにく再生装置は持っていない。コックピットには規格の合うスロットが設置されていたはずだが、そのコックピットは <ベリアル> の手刀で破壊されている。

「メモリーチップは読み込めるか？」

《検索けんさく。可能と判断。コックピット内のスロットはまだ生きています》

　ハッチのすき間からコックピットに潜もぐり込こむ。焼やけ焦こげた金属やビニールの匂においが鼻をつく。本来腰掛こしかけるべきマスター・スーツはなくなっていた。つぶれた機器類やケーブル類に取り囲まれた、がらんどうの空間があるだけだった。

　ひん曲がったフレームを押しのけると、その奥に全壊ぜんかいを免まぬがれた箱型のユニットがあった。引っ張り出して、ポケットから取り出したメモリーチップを挿入そうにゅうする。

「表示できるか」

《スクリーンは第六パネルだけ生きています。表示します》

　スクリーンの大半はほかの機器と同じく破壊されていたが、右側にぶら下がっていた雑誌サイズくらいの領域だけがまだ生き残っていた。明滅めいめつして点灯。メモリーチップのファイル内容が表示される。

（動画ファイルか……）

　未良はこのファイルを『ネットで見つけた』と書いていた。ファイルの注釈ちゅうしゃくには、動画がアップロードされた日時や、そのサイト名、ファイルサイズや形式がある。

　ファイル名は『tokanasousuke_01』。

　再生を命じる。

　解像度は低かった。ノイズも多い。音声はモノラル。

　最初に映ったのは教室だった。見覚えのあるようで、すこし違う教室。ちらりと見えた窓外の景色も、似ているようで微妙びみょうに違う。かすかに聞こえるブラスバンド部の練習の音。野球部の掛かけ声ごえ。廊下ろうかから響く女子のふざけた笑い声。

　これは陣代じんだい高校だ。二年四組ではなく、その上の階の三年四組の教室だろう。

　フレームががたがたと動く。天井てんじょうや床ゆかがくるくると映る。

『え、もう撮とってるの？』

『回ってるよ。ほら』

　カメラが三脚さんきゃくかなにかで固定されたのだろう。画面が止まる。

　ノイズの向こうで、風間信二かざましんじがこちらを向いて咳払せきばらいしていた。間違まちがいない。これは風間だ。

『えーと。あのー。……君たちがどこにいるのか、なにをしてるのか分からないので、こういう形で近況きんきょうを報告させてもらいます。もし見てたら連絡れんらくください』

『おいおい。それじゃ意味わかんねえよ』

　画面の外から誰だれかがつっこむ。大勢の笑い声。

『だ、だってさ、名前とか言ってもいいのかな。全世界に発信予定だよ？』

『知らねえよ。ほら行くぞー。……せぇーのぉー！』

　画面がまた動く。黒板の前にずらりと揃そろった生徒たち。三〇人以上はいるだろう。みんな知っている顔だ。忘れるわけがない。

　全員が、ちょっとバラけながらも声を揃えて叫さけんだ。

『──千鳥！　相良！　早く帰ってこーいっ！』

　叫んでから、そのパラパラっぷりにげらげらと笑い、それぞれが好き勝手に『やり直そう』だの『いや、これでいいよ』だのと言い合っている。

　風間がフレームに戻ってきて、苦笑いしながら続けた。

『……とまあ、そういう企画きかくです。もしかしたら、どこかで君らも見れるかもしれない、と思って。……じゃあ最初だれ？』

『先生！　先生が最初で！』

　大勢が一斉いっせいにはやしたてる。口笛やら拍手はくしゅやら。

　風間が画面の外に行って、代わりに女性教師が入ってくる。担任の神楽坂恵里かぐらざかえりだ。いつもスーツ姿だったのに、画面の中では胴回どうまわりのゆったりとしたシャツとパンツ姿だった。

『えー……相良くん、千鳥さん。あなたたちの担任、神楽坂です。お元気ですか？ いろいろあったけど、みんながんばってます。私物はちゃんと保管してるから、安心してくださいね』

『先生、ほかに報告ないのかー!?』

『あ……えーと。実は去年、水星みずほし先生と入籍にゅうせきしました。あなたたちのおかげよ。ちゃんとゴールインできたから。本当にありがとう』

　盛大な冷やかしの声。

『先生、まだあるだろ！』

『ええ？　そのー。みんな卒業した後だけど、四月から産休に入ります。赤ちゃんは六月予定。もし出来るなら、会いに来てください』

　割れるような拍手はくしゅの渦うず。恵里はばつが悪そうに画面の外へ逃にげ去さる。

『次！　次はだれ？』

『キョーコ行きなよ』

『あ、あたし？　えと、えと……』

『キョーコ！　キョーコ！』

　常盤恭子ときわきょうこが画面に入る。おさげの髪型かみがたはやめたようだ。すこし大人っぽい雰囲気ふんいきになったが、元気そうだった。

『うーんと……カナちゃん、サガラくん。あたしはこの通り、大丈夫だいじょうぶです。たぶんものすごく気にしてるかもしれないから言っとくけど、気にしないでね？ ちなみにハムスキーはうちで預かる予定だから、それも心配しないでね。三月三日が卒業式です。それまでに連絡くれると嬉うれしいかな、と……』

『はい、ありがとー！』

『で、次は？　だれ行く？』

『オノＤ、いけよ』

　フレームがぶれる。

『え？　お、俺は別に……』

『おー、そうだ、オノＤいけ、オノＤ』

『でもよぉ……』

『だめだって。言いたいこと色々あるんだろ？ 言っとけって』

　のろのろとした動作で、小野寺孝太郎おのでらこうたろうが画面に入ってくる。

『一言でいいんだよ。なんか言えよ！』

『えー……。なんだよ、それ……ったく……』

　さんざんぐずぐずとして、うつむいたり頭を掻かいたりした挙句あげく、孝太郎はようやくカメラに向き直った。

『あー、なんだ。相良……すまなかった』

　ばつが悪そうに、上目遣うわめつかいで彼は言った。

『……俺もあの時は、気が動転しちまってよ。後からいろいろ聞いたり考えたりして……全部おまえのせいにするのも、どうだったのよ、とは思ったりしてた』

　冷やかすような声はなかった。みんな静まり返って、彼の言葉に耳を傾かたむけていた。

『なんか……水くさいじゃねえか、とかそういう気分もあった。いや、おまえらにはおまえらの事情があったんだと思うよ。でもそういうの、寂さびしいんだよ。だから俺、ついカッとなったんじゃねえかなあ……って。わりい。まあ、言い訳だよ。……とにかく、戻もどれるなら連絡しろよ。待ってるから』

　周囲が反応するより早く、逃げるようにして孝太郎はカメラの前から逃げ去っていった。

　それから次々にほかの級友たちが出てきて、かなめと宗介への手短てみじかなメッセージを告げていった。

　長い動画だ。残りの時間表示を見たら、あと一五分近くある。

　時計を見た。

　着弾ちゃくだんまで、あと一分。

「死にたくない……」

　心からそう思った。うわずり、搾しぼり出だすような声でつぶやいた。

「死にたく……ないっ……」

　わけがわからない。声が勝手にとぎれとぎれになる。顔が熱い。視界がにじんで、めちゃめちゃになる。もう自分でもどうにもならない。

「いやだ……っ俺は……死にたく……ない……っ」

　やっとわかった。

　俺は泣いている。

　涙なみだをぼろぼろとこぼし、頭をかきむしり、嗚咽おえつをもらしてうめいている。狭苦せまくるしい、身体からだを動かす空間もほとんどない、焼やけ焦こげ破壊されたコックピットの中で。

　せめてあと一五分。一五分だけでいい。最後まで見させてくれ。それだけでいい。たったそれだけの願いさえかなわないのか。

　死にたくない。帰りたい。かなめとあの学校に帰りたい。

　帰りたいんだ。

　いやだ、いやだ、いやだ。

「死にたく……ない……っ」

《……軍曹ぐんそう。あと三〇秒です》

　アルが言った。

「いやだ……」

《ＴＡＲＯＳは全壊しています。あなたの意識パターンをトレースして、ラムダ・ドライバを使うことも不可能です》

「っ……わかってる……」

　あと二〇秒。

《ひとつ試す前に聞いておきたい。私は人間ですか、機械ですか？》

「おまえが……」

　機械だと言うのは簡単だった。だが、もはやそうだとは言えない。こいつはそんな単純な存在ではない。

「自分で決めることだ……。人間はみんな……そうしている」

《感謝します》

　あと五秒。

「なにを──」

《［＃傍点］一人でやってみます［＃傍点終わり］》

　横たわったままの <レーバテイン> の周囲で、空間がぐらりと揺ゆれた。物質の裏側の力。人間を媒介ばいかいとしてのみ顕あらわれるあの力が──

　ゼロ秒。

　合計五・五メガトンの核弾頭かくだんとうが、メリダ島の上空で炸裂さくれつした。





　　　エピローグ







バージニア州ポーツマス郊外こうがい




　二つの墓の隣となりに、真新しい一つの墓石があった。

　レナード・テスタロッサ。正しい世界を願った者。ここに眠ねむる。

　もっとも、あるのは墓石だけだ。彼の亡骸なきがらは、あの核爆発かくばくはつで西太平洋の塵ちりになってしまった。

　母親のそばに葬ほうむられることを、彼は望んでいないだろう。

　だがそうするべきだ。できることなら、話しあって欲しい。すぐ隣合となりあわせにするのは辛つらいだろうから、父親を間に挟はさむ位置にしてやった。

　これでいいだろう。何十年後になるかは分からないが、いずれ自分もここに落ち着くつもりだ。その時に改めて、四人で家族会議をしましょう。

　完全な和解は難しいかもしれない。でも、いつかは救いが訪れると信じるべきだ。

「いいわね？」

　テッサはつぶやく。墓石は沈黙ちんもくで応こたえる。風の音と小鳥のさえずりだけが辺りに響ひびいていた。

　立ち上がり、三人の墓前から去る。

　男が二人待っていた。

　一人はマデューカスだ。グレーのスーツ姿。こめかみに傷跡きずあとができたせいか、冷たい印象が前より減ったような気がする。代わりに妙みょうなすごみが出てしまったが。

　もう一人はジェローム・ボーダ提督ていとくだった。かつての <ミスリル> 作戦部長。<アマルガム> の攻撃こうげきで本部ごと吹ふき飛とばされて、ずっと生死不明だった。重傷を負っていたのは本当で、半年以上を療養りょうようと回復に努つとめたあと、ひそかに組織の再構築の準備を進めていたのだという。

「もういいのか？」

　ボーダが言った。左目に眼帯。右手で杖つえをついている。

「ええ、おじさま。ご面倒めんどうをおかけしました」

　メリダ島での核爆発のあと、テッサたちの飛行機は洋上に不時着水し、そこに浮上ふじょうしてきたアメリカ海軍の原潜げんせん <パサデナ> に救助された。<パサデナ> のセイラー艦長かんちょうは、いつぞやのメイド娘むすめと『公爵デューク』が乗り込んできたことに驚愕きょうがくしていた。同乗していた虎とらの存在にも唖然あぜんとしていたが、難渋なんじゅうの末、乗艦じょうかんを許可してくれた。虎は現在、ハワイの動物園に引き取られている。

　セイラーからの待遇たいぐうは丁重ていちょうだったが、ハワイの潜水艦隊せんすいかんたい司令部で <パサデナ> から海軍情報部に引き渡わたされると、拘束こうそくに近い扱あつかいが一週間続いた。

　だが徹底てっていした尋問じんもんが始まるかと思った矢先、ボーダ提督が彼女たちを迎むかえに来た。

　どんな手を使ったのかは知らないが、とにかくテッサとクルーは自由の身になった。聞けば、軍のＡＳやヘリを盗ぬすんだ件で逮捕たいほされていたシールズ氏やコートニー氏も、無罪放免ほうめんになったそうだ。

「報告があった。軍がＤＥＦＣＯＮデフコンを４に下げたそうだ。とりあえず、東西が激突げきとつする危機は去ったと考えていいな」

「そうですか……」

「メリダ島の核爆発からの三時間が山だった。なにしろ弾道だんどうミサイルが一発発射されてしまったのだ。ミサイルが西太平洋の無人島に向かっていると判明するまでの五分間は、まさしく悪夢だったよ」

　西側による報復攻撃が開始される一歩手前だったのだろう。マオたちが基地を奪還だっかんしたという報告を、ハンターやレモンたちが各機関にすばやく回したことも奏功そうこうした。

　ともかく、第三次世界大戦は起きなかった。

　平和と呼ぶにはほど遠いが、世界は平常運転に戻りつつある。いいことや悪いことが、山ほど起きているいつもの世界に。

「無人島ではありませんでした」

　と、マデューカスが訂正ていせいした。

「……そうだったな。すまん」

「いえ」

「チドリ・カナメはどうなった？」

「……退院したそうです。一度、東京に戻ると」

　脱出だっしゅつの時から、千鳥ちどりかなめは二週間以上も眠ったままだった。

　原因は分からなかった。熱が引いてから肉体的には健康に近い状態だったのだが、決して目覚めようとしなかったのだ。

　テッサは一度、かなめに『共振きょうしん』で呼びかけてみることを試した。

　だが、なにも起きなかった。最初は彼女が共振を拒絶きょぜつしているのかと思ったが、どうも違ちがうようだった。メリダ島での戦いのあと、テッサは一度も『ささやき声』を聞いていない。時たまやってくる、あの既視感きしかんも消え失せてしまった。

　まだ断言はできない。

　もっと長い期間、注意しなければ確信は持てないだろう。

　でも、もしかしたら、自分たちはもう二度とあのささやき声を聞かないで済むようになるかもしれない。

　それがいいことなのか悪いことなのかは、彼女にもまだわからなかった。

　けっきょく原因不明のまま、かなめはある朝いきなり目を覚ました。最初は混乱した様子だったが、次第に状況じょうきょうを理解し、自分が間違まちがいなく正気に戻っていることを説明してくれた。自分があのＴＡＲＯＳの中でなにを見たのか、なにをしたのか。それを聞いたテッサは驚おどろくばかりだった。

　そしていちばん辛い話になった。

　拳こぶしをぐっと握にぎり締しめ、冷静に聞こうと努めるかなめに、テッサは事実だけを告げた。

　メリダ島がアフガンから飛来したＭＩＲＶマーヴ弾頭だんとうによって核攻撃かくこうげきされたこと。退避たいひの時間が足りなかったこと。宗介そうすけが取り残されたこと。

　かなめは黙だまって最後まで聞いて、テッサに『ごめんなさい』とだけ言った。

　それ以上、多くは話さなかった。落ち着いたらまた必ず会おうと約束して、テッサは残務を片付けてから、この地へと飛んできた。

「辛いな」

「ええ」

　まだ実感がわかない。テッサは一度も泣いていなかった。たぶん、来週か再来週、ごく些細ささいなきっかけで、身を切るような深い悲しみがやってきて自分を打ちのめすのだろう。何度も経験がある。

　三人は車に戻もどろうと林道を歩いていった。まだ肌寒はだざむいが、春はすぐそこだ。

「君らはこれからどうするつもりだ？」

「自分は一度イングランドに帰ります。蓄たくわえはあるので、しばらくは戦史の研究とチェスにでもうつつを抜ぬかそうかと」

「まあ……君が乗る艦ふねはもうないしな。奥さんには会うのか？」

「元妻です。よりを戻すつもりはないですが、食事くらいなら……。どうなんでしょうな、自分にもわかりません」

　そう言ってマデューカスは肩かたをすくめた。

「テレサはどうする？」

「さあ……」

　テッサは弱々しく微笑ほほえんだ。

　失った部下たちの遺族に会いに、旅でもしようかと思っている。サックスと恋仲こいなかになっていたノーラは自分を恨うらんでいるだろう。会ってくれるかどうかは分からないが、それでも門前までは訪たずねるべきだ。きつい旅なのでメリッサに付き合ってもらおうか。ああ……でもウェーバーさんがいたんだ。邪魔じゃましたら悪いかも。

　壮絶そうぜつに散ったと思っていたクルツが、アフガンの作戦中にひょっこり戻ってきたと聞いて、テッサはなんともばつが悪い気分だった。作戦前、あれこれ思いつめていた理由の一つでもあったのに。

　喜ぶ前に腹が立つ。

　空気読め、馬鹿ばか──などとテッサが言ったわけではないが、ほかの仲間たちは容赦ようしゃなく彼を罵ののしりまくったそうだ。ヒーロー扱いを期待していた彼は、えらくがっくりしているらしい。

「おじさまはどうなさるんです？ <ミスリル> を再建するおつもり？」

「わからん。<アマルガム> はひどく弱体化したようだが、根絶されたわけではない。アミットが向こうに参加したかもしれないという情報もある。敵対すべきか共存すべきか、それも五里霧中ごりむちゅうだ」

「そう……」

「予算もないしな。マロリー親子がいなくなってしまったから、前のようにはいかんだろう。もしいい金づるが見つかったら……」

　ボーダは横目でテッサを見た。

「どうだ？　ＴＤＤ─２を建造するというのは」

「まっぴらごめんです」

「そうか。それはよかった」

　もちろん冗談じょうだんだったのだろう。すっかり兵器に興味を失ったテッサの様子を見て、ボーダは安心したように笑った。

　林道を出る。車道の路肩ろかたに赤いチェロキーが停車していた。テッサたちが戻ってきたのに気付いて、運転席からミシェル・レモンが降りてくる。フランス情報部からは完全にクビになって、これからボーダの下で働くことになったそうで、今日もこうして付いてきていた。

「お待たせしました、レモンさん」

「いえいえ！　いつでもお供しますよ、テスタロッサさん。呼んでくれれば、お茶でもランチでもディナーでも……って、えー、ごほん」

　マデューカスとボーダの殺気だった視線に気付いて、レモンは咳払せきばらいした。

「そ、それより……！　いまレイスから情報が来まして。見てください。驚きますよ」

　興奮気味にタブレット型の携帯端末けいたいたんまつを差し出す。

　レイスが送ってきたのは、いくつかのアメリカ海軍の極秘ファイルだった。海軍に強いコネを持つボーダでも、そうおいそれとは手を出せないレベルのもので、しかもつい最近の情報だった。

「どこからこんなものを？」

「ＧＲＵからもらったそうです」

「なっ、うぬぬ……」

「アフガンのお礼だとかで。まあ、イヤミもあるんでしょうけどね……」

　頭を抱かかえるボーダを尻目しりめに、テッサはタブレットを受け取ってファイルの中身を見る。

　一つ目は衛星からの光学画像と赤外線画像だった。

　核攻撃を受けたメリダ島の様子を、九〇分ごとにとらえた三〇枚。灼熱しゃくねつの炎ほのおに焼かれ、衝撃波しょうげきはでめちゃめちゃに地形を削けずり取とられた痛ましい姿。その熱が引いていき、煙けむりも次第に晴れていき、クレーターだらけの裸はだかの岩塊がんかいがあらわになっている。直線的な海岸線も見られた。地下基地の構造物の名残なごりだろう。

　二つ目は放射線の計測値だった。

　使用されたＭＩＲＶ弾頭は特殊とくしゅな仕様だったようで、爆発規模の割には放射線の量は少ない。着弾ちゃくだんから最初の一時間で放射線量は急減少し、一五時間後には一〇〇分の一まで落ちている。

　三つ目は動画ファイルだった。

　着弾から二四時間後、メリダ島（だった岩塊）の調査に向かった海軍のヘリコプターの映像だ。ハンディカムの撮影さつえいらしく、たまに放射線防護服を着た機内のクルーが映っている。カメラに示したガイガーカウンターの数値は許容範囲内はんいないで、これなら上陸調査しても問題はなさそうだった。

　ヘリがメリダ島に接近し、爆心地ばくしんちのクレーターを上空から撮影する。クレーターから少し外れたところに大量の瓦礫がれきが見えた。海水に半ば浸つかり、波しぶきをあげている。地下基地の名残だ。位置から察するに、〇ゼロ号通路と地下ドックのあたりだろう。

「え……」

　そこに映っていたものを見て、テッサの喉のどから声がもれた。

　白と赤の人工物。人型のなにか。それが波打ち際に横たわっている。

　これはＡＳだ。<レーバテイン> だ。

　ぼろぼろだったが、間違いない。

　白いＡＳを発見した調査部隊のクルーたちが、緊張きんちょうしたやり取りをしている。

　あれはＡＳか？　馬鹿な。ありえない。なにかの見間違みまちがいじゃないのか。

　ヘリが接近し、<レーバテイン> をズームする。なぜかピントがうまくあわない。機体の周囲の大気が、ぐらぐらと歪んでいる。いや──いま、その歪ゆがみが消えた。

　潰つぶれた機体の胸部にズーム。

　解像度が粗あらくてはっきりしない。だが黒い操縦服姿のだれかが、機体からのろのろと這はい出だし、調査隊のヘリを力なく見上げていることだけは分かった。

　動画が終了しゅうりょうし、画面が真っ黒になる。

　テッサにも詳くわしい事情はわからない。

　あのとき、<レーバテイン> はコックピットを破壊はかいされていたはずだ。搭乗者とうじょうしゃの干渉波かんしょうはを増幅ぞうふくすることができないから、ラムダ・ドライバは起動するはずがない。でも、もしコアユニットが損傷していなくて、アルが単独で力場を発生させることに成功したら？ そして最初の核爆発かくばくはつから機体と宗介を守りぬき、それ以後も断続的にラムダ・ドライバを作動させ、放射線の被害ひがいを最低限に留とどめることに成功したら？

「機体と操縦兵は回収されて、オキナワの基地に移送されたようです」

　生きててくれた。

　テッサが携帯端末（六五〇ドル）を取り落としそうになった。レモンがあわてて横からそっと端末を取り上げる。

「その後に彼らの管轄かんかつは海軍情報部からＣＩＡカンパニーの役人連中に。相当揉もめたらしいですが、上院情報委員会のスピア議員がかなり強引に主導権を奪うばって──」

「アミットだな。奴やつはスピアの弱みを山ほど握ってる」

　ボーダが舌打ちした。

「監禁かんきんされてるの……？」

　テッサはそうたずねるので精一杯せいいっぱいだった。

　今週は泣かないだろうと思っていたが、間違っていた。

　人生は不意打ちの連続だ。

「そのようです。カデナ空軍基地からカリフォルニアに移送する予定かと。話せる状態かどうかは分かりませんが、回復を待ってから移送と尋問じんもんを行うつもりでしょう」

「助けなくちゃ……」

「それなら、すでにマオたちが現地入りしてるそうです」


沖縄おきなわ 中頭郡北谷町なかがみぐんちゃたんちょう




「……いやもー、ドンパチとか、もう当分ゴメンだと思ってたんだけどね？ これは仕方ないでしょ。正直、かなりの部分であたしの責任だったりするわけだし」

　助手席に座るマオがぼやいた。サブマシンガンに弾倉を差し込み、ボルトを引いてスコープの具合を確かめる。

「発射管制室に一秒早く突入とつにゅうしてれば、なんの問題も起きなかったわけだしな。どこかのバカと感動の再会劇なんぞやってるから……」

　運転席のレイスがつぶやく。

「え、なに？　俺のせい？ 俺のせいだって言いたいわけ!? 病やみ上がりで、かなり無理して駆かけつけたんだぜ？ そりゃねえだろ!?」

　後部座席のクルツが抗議こうぎした。狭せまい車内で動くものだから、ライフルの銃口じゅうこうがガツガツと天井てんじょうやら窓やらに当たってやかましい。

「病み上がりか……。だったら俺のことも考えてくれ。アバラやら脾臓ひぞうやらなんやら……まだガタガタなんだぞ。耳も治なおってない。響ひびくから怒鳴どなるな」

　クルツの隣となりでカービン銃を抱だき、包帯だらけのクルーゾーがうめいた。

　マオ、レイス、クルツ、クルーゾー。彼らＡアルファチームの乗るハンヴィーは、在日のアメリカ空軍基地に面した国道58号線の路肩に停車し、別働隊のＢブラヴォーチームが配置完了かんりょうするのを待っているところだった。

　クルーゾーが愚痴ぐちり続つづける。

「米軍基地に殴なぐり込こみなど……やはり狂気きょうきの沙汰さただ。テロリストと変わらん。今度こそ死ぬかもしれん。ウーの隣で寝ねているべきだった」

「だいじょぶよ。あたし昔、この基地何度か来たことあるし。土地勘とちかんあるから」

「そういう問題か？」

「あーあ、ＡＳが一機でもあったらなー」

「それを言うな。悲しくなる」

　そこでＢチームのヤンから連絡れんらくが入る。

「こちらブラヴォー・リーダー。配置についたよ。定刻通りに適当に暴れるから、あとよろしくー」

「アルファ・リーダー了解りょうかい」

　マオは応答して通信を切る。あと五分後に侵入しんにゅうの予定だった。

　長い沈黙ちんもく。退屈たいくつしたクルツがふと言った。

「でもどうするよ？　ボロッボロの廃人はいじん状態だったり、放射能で死にかけたりしてたら」

「やめてよ」

「いや、覚悟かくごくらいしとこうかと。だってよ、核爆発だろ？」

「情報なら見せただろう。希望は持てる数値だった」

　と、レイスが言う。

「そもそも、ヤムスク11でおまえを発見した時もひどい有様だったがな、ウェーバー」

「いやー、あれはマジで死んだと思った」

「ほんっと、台無し」

　不機嫌ふきげんな声でマオが言う。

「死にぞこないって、こういうのを言うのね。バカがいなくなって、あたしせいせいしてたのに。それが──」

「またまた姐ねえさん。言っちゃっていいの？」

「なにをよ」

「アフガン終わった帰り道の機内でさ、みんな寝静ねしずまってから、そそっと俺に寄ってきて、すげえかわいい声でぐすぐす泣きながらぐはっ！」

「死ね！　マジで死ね！ ホント最低！ 言う!? フツー!? 言う!?」

「えー。別にいいじゃん……」

「よくない！　っつーか、あー……もー、ないわ。愛想尽つきた。これ終わったら──」

　そのおり、フェンスの向こうの基地内で爆発ばくはつが起きた。

「!?」

　ずっと遠く、基地の北西あたりだ。爆発に続いて、サイレンとベルが響ひびき渡わたる。

　Ｂチームが陽動をかけるのはまだ五分後の予定だった。それに、彼らの位置は別方向だ。基地内で何かが起きている。いったい、どこの勢力が……？

「どうする？」

　レイスが聞く。

「待ちましょう。銃声じゅうせいはないみたいだし、案外小規模だわ」

「Ｂチームは？」

「待機。別命あるまで」

　そうこうしているうちに、爆発とは別方向の東に向かって、一台の軍用トラックが基地内の滑走路かっそうろを突進とっしんしているのが見えた。トラックはそのまま滑走路の東端とうたんを通とおり越こしてフェンスを突つき破やぶり、マオたちのいる道路に飛び出すと、まっしぐらにこちらへ突っ走ぱしってきた。

「おいおい……」

　彼らのそばをトラックが通り過ぎる。瞬間しゅんかん、街灯に照らされた運転席に、相良さがら宗介の姿が見えた。

「ソースケ……!?」

　五〇メートルほど進んでから、トラックが急停止した。ギアの切きり替かわる金属音。トラックが全速力でバックしてきて、彼らの横でぴたりと止まった。

「こんなところでなにをしている？」

　むっつり顔にへの字口。

　宗介が言って、エンジンをかけっぱなしで降りてきた。なぜか空軍の少尉しょういの服を着ている。よく分からないが、ここに逃にげ出だしてくるまで、いろいろあったらしい。

　四人がぞろぞろと車から降りる。

「いや……あんたを救出しようと……」

「そうか。……む」

　後部座席から降りてきたクルツを見て、宗介が眉まゆをひそめた。

「なんだ。生きていたのか」

「それだけかよ!?」

「台無しだな……」

「ひでえ」



　基地内では爆発の混乱が続いていた。まだこの場所は発見されていないが、時間の問題だろう。

「時間がない。俺は用事があるので、このトラックを頼たのむ」

　宗介はハンヴィーの運転席側に大股おおまたで歩いていった。

「ど、どういうこと？」

《どうも。軍曹ぐんそうを行かせてあげてください》

　トラックの荷台から、合成音声が響いてきた。

「アル？」

　荷台を覗のぞき込こむと、ＡＩのコアユニットと電源装置、そしていくつかの外部機器が無造作に転がっていた。

「俺一人で逃げるなら、まだ楽だったのだが。こいつを連れ出すのに苦労した」

《恐縮きょうしゅくです》

「……なんか元気そうね。拍子抜ひょうしぬけしたわ」

「いろいろ調べられたが、あいにく健康だそうだ」

　あきれたしぶとさである。生存を絶望視して、もやもやした数週間を過ごしていた自分たちが馬鹿ばかみたいだ。

「カナメはどこに？」

「東京よ。今後のことも決まってないのに、どうしても一度帰りたいって……」

「そうか」

「護衛をつけるのも断られた。『もうささやきは聞こえないから』と」

　と、レイスが渋面じゅうめんを作る。

「ふむ。……アルは任せたぞ」

　勝手にハンヴィーの運転席に乗り込み、エンジンをかける。逃走とうそうには不便なトラックをこちらに押し付けるつもりらしい。

「ソースケ」

「なんだ」

「あたしの話は覚えてるでしょ？ これからどうするつもり？」

　すると宗介はうつむき、やや黙考もっこうした。

　基地車両のサイレンが近づいてくる。爆発が陽動だったと気付いたのだろう。

　宗介は迫せまり来くる回転灯をあごでさして、肩かたをすくめた。

「見ての通りだ。武器を捨てたいのは山々だが、これがなかなか難しい」

「まあ、ねえ……」

「ともかく、まずは卒業式だ。それでは」

　ハンヴィーが急加速する。路肩ろかたの砂埃すなぼこりを巻き上げて、宗介は行ってしまった。

「行っちまった。まったく……」

「入院してれば良かった」

「というか……卒業式だと？」

　ぼんやりと見送っていた一同の前で、マオはぱちんと手を打ち鳴らした。

「ぼーっとしてない。あたしたちもズラかるわよ！」

　警備車両が迫ってくる。四人はあたふたとトラックに乗り込み、そばのＴ字路から別方向へと逃げ出し始めた。

　荷台に乗り込んだマオとレイスに、アルがたずねてくる。

《ちなみに、私の新しい身体からだは？》

「そんなものないわよ！ 予算もパーで、組織は解散！」

《では逃げ終わったら、車にでも積んでください。車種はトランザムを希望します》


東京 調布市




　かなめの背後で、ドアを閉めたタクシーが走り去っていった。

　朝日の中で、すずめの鳴き声が響いている。

　ゴミ出しする近所の主婦。出勤するサラリーマン。犬と散歩中のおじいさん。

　目の前には自宅のマンション。

　そのたたずまいも、周囲の町も、一年前とほとんど変わっていなかった。

　とうとう帰ってきた。

　特別な感慨かんがいがやってくるかと思っていたのが、なにも感じなかった。もっと嬉うれしかったり、涙なみだが出てきたり、懐なつかしかったりすればいいのに。

　退院前にレイスからもらった合鍵あいかぎでマンションに入る。一瞬いっしゅん、自宅なのに部屋番号が思い出せなかった。エレベータで四階へ。住民とは出会わなかった。

　表札は相変わらず『千鳥』のまま。

　鍵かぎを開けて室内へ。

　真っ暗な玄関げんかんと廊下ろうか。壁かべのスイッチを押したが明かりがつかない。ああ、ブレーカーだ。彼女は背伸せのびして靴箱くつばこの上のパネルをあけて、奥のブレーカーのレバーを上げた。

　ぴんぽーん、とチャイムが一度だけ勝手に鳴る。換気扇かんきせんや冷蔵庫の動き出す音。あちこちの部屋に明かりがつく。

「ただいま……」

　誰だれもいないのは分かっていたが、いちおう言っておく。父親と妹は、いまもニューヨークにいるはずだ。親戚しんせきあたりが、たまに部屋の掃除そうじに来てくれているのかもしれない。

　靴を脱ぬいでリビングに。

　室内もまた、一年前からさほど変わっていなかった。ただしきっちりと片付けられていて、まるで生活感がない。散らかっているはずの郵便物や、脱ぎっぱなしのシャツやスカート、テーブルの上のノートや参考書、そうしたあれこれが消え去っている。警察が調べに来たのか、家族が片付けたのか。

　キッチンの冷蔵庫は当然からっぽだった。

　自分の寝室しんしつも、片付いていることを除けば元のままだった。ジェームズ・ブラウンのポスターまで変わっていない。

　リビングに戻もどって電話の受話器をとってみる。意外なことに、回線は通じていた。

　ニューヨークの家に電話してみると、留守番電話だった。向こうは一九時ごろのはずだが、まだ帰宅してないのかもしれない。

「もしもし。えーと……かなめです。いま東京の家なんだけど、いちおう無事だから。また後で電話するね」

　ふと、あのＴＡＲＴＡＲＯＳの中で見た幻影げんえい──安らかな朝の団らんを思い出す。

　母はいない。自分がそれを選んだ。それでも、あれに近いことはまだ実現できるのかもしれない。父への拒絶きょぜつを捨て、妹への嫉妬しっとを捨て、もっと素直になって。

　完全ではなくても、少しはましにできるはずだ。

「心配かけてごめん。あとね、あたし……お父さんのこと、もう恨うらんでないから」

　受話器を置く。

　なぜか、どっと疲つかれが出た。そのままソファーに倒たおれこむ。

　これからどうしたらいいのだろう？

　宗介はもういない。テッサからそう聞かされた。

　もとより覚悟していたことだ。かなめは取り乱すことなく、その説明を聞き届けた。

　心にぽっかりと穴があいていたが、いまでも実感はやってこない。あのレナードとの戦いを切きり抜ぬけたのに、彼がそんな形で死んでしまったなどと言われても、いまいちピンと来なかった。

　母親を失った直後も同じような状態だったが、今回はすこし違ちがう。自分でもよくわからない。ただ、漠然ばくぜんと『うそでしょ？』と感じているのだ。現実が受け入れられなくて、そう思っているのだろうか？ だがそれにしては、この『うそでしょ？』はごくフラットで、静かな感覚だった。まるで当たり前のことをそう言っているかのような。

　レナードのことも思い出した。

　レナード。かわいそうな人。けっきょく、あたしは彼にこたえることができなかった。すくなくとも、彼はあたしに対して誠実に接しようとしていたのに。それを理解したときには、もう互たがいの関係は修復できなくなっていた。

　ファウラーも、サビーナも。そしてカリーニンも。

　みんな自分に期待し、望むものがあった。それもすべて、自分は拒絶してしまった。こんな業ごうを背負って生きていくのは、大層きついことになりそうだ。

　そしてソフィア。

　テッサには『彼女はもういない』と告げたが。あれは嘘うそだ。ソフィアはまだいる。自分の中の、どこか片隅かたすみに。たまに現れ、自分を見ている。

　だが嫉妬や羨望せんぼう、どろどろとしたものは感じない。

　ソフィアを思うとき、かなめはかすかなユーモアのイメージを感じていた。

　そこまで言うなら、見せてもらおうじゃないか、とソフィアは思っている。あなたが選んだこの世界で、あなたはどこまで頑張がんばれるのか。きっちり、ちゃんと、納得させてもらおうじゃないか、と。

　恋こいをするなら、全部わたしに公開しろ。わたしもうっとりしたい。それくらいの権利、わたしにはある。違うとは言わせないぞ。

　ソフィアはそう望んでいる。そこに冷たさはない。

　まあ、こればかりは反論できない。ちょっとは負い目もある。一生この子と付き合うしかなさそうだ。

　あれや、これや。

　思考がぐるぐると渦うずを巻く。

　もうやめよう。テレビでも見ながら、電話の返事を待って、それからすこしぐうたらして、スーパーに食材でも買いに行くか。順当な流れだが、どうにもしっくり来ない。

　そうだ──

　かなめは思い直し、ソファーから起き上がった。

　今日は金曜日。つまり平日だ。いまの時間は九時一四分。

「学校……」

　まあ、さすがに退学になってるだろうけど。せめて顔くらいは出して、みんなに報告とか謝罪とか、しといた方がいいかもしれない。

　制服はまだあるだろうか？

　クローゼットをごそごそと探る。きっちりと、クリーニング屋のビニールに包まれた陣代じんだい高校の制服がかかっていた。




「なんとまあ……」

　白地に青の制服姿で、がらんとした校門前に立ち、かなめはうめいた。

　ぱっとしない立て看板がかけてあり、こう書いてあった。

《平政へいせい一〇年度・東京都立陣代高校卒業式》

　たしかにそろそろ、そういうシーズンだとは思っていたが、よりにもよって今日だったとは。間に合って良かったと考えるべきなのか？

　どうしよう？

　なんか、体育館の方から『仰あおげば尊し』のメロディとか聞こえてきてるし。あれは卒業生の退場ＢＧＭか？ しんみりしたお別れムードの、青春の一ページ的な流れが展開されているに違いない。

　こういう場所に、テロ組織の陰謀いんぼうに巻き込まれて、巨大きょだいロボットの壮絶そうぜつな戦闘せんとうをくぐり抜け、核戦争かくせんそうの危機やら世界の改変阻止そしやら、巨大スケールのあれこれがあって奇跡きせきの生還せいかんを果たした人間が現れるのは──なんというのか、ひどく場違ばちがいなのでは？

「ううっ……」

　逡巡しゅんじゅんしているうちに、式から退場した卒業生たちが体育館方面からぞろぞろと校舎の渡わたり廊下へと流れてきた。肩を抱だき合あって泣いている女子とか、退屈たいくつな式が終わって羽を伸のばしている男子とか。見覚えのある顔もちらちらと見える。

「あれ……千鳥さん？」

　だれかが叫さけんだ。

　ああ、見つかってしまった。

「千鳥さんだよ？　あっち、ほら！」

「え、うそ？」

「千鳥？　マジかよ!?」

「なに？　だれいるの？」

「千鳥さんだって！　あっち！」

「おいおいおいおい！」

　騒さわぎがどんどん大きくなる。かなめはどうしたらいいのかわからなくて、その場に立たち尽つくしていた。石でも投げつけられるかと覚悟かくごしたが、ちょっと違った。

「カナちゃんだって！」

　もはや大混雑になりつつある渡り廊下。その人ごみの中から、必死に周りの生徒たちをかきわけて、常盤恭子ときわきょうこが姿を見せた。

「キョーコ……？」

「カナちゃん！」

　恭子がまっしぐらにこちらに走ってくる。

　笑顔だ。これっぽっちの迷いもなく、かなめめがけて駆かけてくる。

　意味がわからない。一年もたってるのに。あんなことがあったのに。なんでそんな、ぼろぼろ泣きながら、あたしに向かって走って来れるの？ やめてよ、キョーコ。そんなことされたら──

　その後は言葉にならなかった。

　ずっと形にならなくて、心の奥に封ふうじ込こめていた気持ちが爆発ばくはつしてしまった。

　飛び込んできた恭子と抱き合い、かなめはわんわんと泣いた。

　そんなつもりはなかったのに、もうどうにもならなかった。その場にしゃがみこんで、おくれて駆けつけた三年四組のみんなにもみくちゃにされて、ずっと泣き続けた。

　教師たちが駆けつけ、驚おどろいたり困惑こんわくしたりしながら、それでも付近の混乱を見かねて、かなめたちをどうにかすぐそばの中庭へと誘導ゆうどうした。それでもみんなの騒ぎは収まらなかった。

　担任の神楽坂恵里かぐらざかえりや、よく遊んでいた詩織しおりたちや、風間信二かざましんじや小野寺孝太郎おのでらこうたろうたちや、ほかのクラスや生徒会の友達が、笑顔やら泣き顔やらでかなめを取り囲んでいた。懐かしいけど、みんな変わってなかった。

　続けてよかった。

　これが間違まちがいなわけがない。

　そうでしょ、ソフィア？

　なにを話したのかもよく分からない。何分そうしていたのかも分からない。

　そしてようやく、だれかがこう言った。

「サガラくんはどうしたの？」

　みんなが静まる。

「ソースケは……」

　どう説明すればいいんだろう。あたしをここに連れてくるために、彼は。ずっと遠くで。戦い続けた挙句あげくに。たった一人で。あたしなんかを──

「え、だって。あれ、相良じゃねえの？」

　だれかが言った。

　生徒たちが、ばらばらに校門の方向を向いた。一人、また一人と。

　校門にスーパーカブが一台、横倒よこだおしになっていた。バイクを乗り捨て、一人の男がぜいぜいと息を荒あららげて、こちらの中庭に向かってくる。

　宗介だった。

　驚いたし、嬉うれしかったし、めちゃくちゃに混乱した。でも、かなめは心のどこかで感じていた。『ああ、やっぱり』と。

　あたしが大好きなあいつは、とにかくしぶといのが取とり柄えなのだ。

「さあどうだ！　約束通り、彼女を連れ帰ったぞ!?」

　彼が叫んだ。

　どんな風に急いできたのかは知らないが、汗あせびっしょりだ。それでも陣代高校の制服姿だった。着替きがえる時間も惜おしかっただろうに。彼なりのけじめなのだろう。

「相良……!?」

「サガラくん!?」

「おいおい！　相良だって!?」

　みんなが騒ぐ中で、宗介が中庭に踏ふみ込こんでくる。

「すまん。きょう未明まで沖縄おきなわの基地に拘束こうそくされていた」

「いや、聞いてない」

「ただし、きょうが卒業式なのはきっちりチェックしてたぞ」

「だから聞いてないって」

　孝太郎や信二、周囲の級友たちと間の抜けたやり取りをしてから、宗介は人ごみを押しのけ、やっとかなめの前にやって来た。

「ここにいると思っていた。千鳥」

「ソースケ……」

　なにを当たり前みたいに、自信たっぷりにふんぞり返って。

　死にそうな目に何度もあって、とんでもない苦労を重ねて、ここまで来たくせに。

　そんな風に微笑ほほえまれたら──困る。

「いろいろあった。話したいことは山ほどあるが……それはいい。レイスから聞いたぞ。護衛は要いらないだと？」

「だって……」

　自分はもう『ささやき』など聞こえない。世界中の色々な組織がどう考えるかは知らないが、もう自分に利用価値などない。

「甘い考えだ。君には護衛が必要だ」

「…………」

　宗介が右手を差し出す。かなめは弱々しくその手を握にぎり、導かれるままに一歩前に出た。

「俺がずっと護衛する」

「ちょっ……えっ……えっ……」

　顔が真っ赤になる。胸の奥がきゅんきゅんと高鳴る。

　もともとこれだけ混乱してたのに。あたしにどう答えろというんだ、こいつは。

「メキシコでの約束を覚えているか？」

「え？」

　通信越ごしに交わした約束。再会したら、必ずキスしよう。どんな場所でも。

　かなめから言った言葉だ。

「見ての通りだ。再会したな」

「え!?　でも、でも……!?」

「俺が嫌きらいか？」

「そんなわけないでしょ!? だけど、ほら、周り見てよ……！」

　周囲三六〇度、人垣ひとがきが彼らを取り囲んでいる。

　ここは中庭だ。見上げれば、北校舎と南校舎にも大勢の在校生たちが群がり、窓からこちらを見下ろしている。

　みんなが見ている。大勢が。

　見渡みわたす限かぎり、人、人、人……。

「あ……ああ言ったし、いやじゃないけど、ここはちょっと！ だって、ね？ みんな見てるじゃない！ さすがに……ね？ だから──」

　そこで彼は殺し文句を出した。

「問題ない」

　かなめをやさしく抱だきよせ、自信たっぷりに唇くちびるを重ねる。

　抵抗ていこうなど無意味だった。

「！　……っ！　～～～～～～っ！」

　本当に、なにがなんだかわからない。

　数百人が見ている中で、かなめはその甘美な感触かんしょくに酔よいしれそうになり、かろうじて残った理性の力で持ちこたえ、それでも感じる『ずっとこうしていたい』という気持ちに白旗をあげて──

　目を閉じ彼の腕うでに身を任せた。

　なんという興奮だろう。

　大好きがどんどん大きくなる。

（もう、知らない……）

　あぜんとするみんなの前で、かなめは彼の頭を抱きよせて、心のおもむくままに唇を受け入れ、不器用な仕草で求め続けた。

　割れるような歓声かんせいと野次と口笛が、二人を包み込む。

　恥はずかしい。超ちょう恥ずかしい。顔から火が出る。

　でも知ったことか。

　見たきゃ見ろ。あたしはずっとそうしたかった。彼もずっとそうしたかった。

　それで全部だ、文句があるか。



　互たがいの唇が離はなれ、おでこがこつんと当たってつぶやく。

「……放さないでね？」

「ああ」

「ずっと……そばにいて」

「もちろんだ」

　宗介はいつものむっつり顔で、自信たっぷりにうなずいた。

「君さえいれば、武器などいらない」




［完］






　　　あとがき







　ネタバレあります。先にあとがき見ちゃうタイプの人は注意。

　大変、大変長らくお待たせしました。申し訳ありません。なぜこんなに遅くなってしまったのかというと……いや、もうそれ語りだすと盛大な泣き言大会になってしまうのでやめておきます（汗）。

　なんだかんだで一二年に及んでしまった長い旅が、どうにかこうにか終わりました。

　フルメタがスタートした九八年のワイン（シャトー・ラトゥール。値段はまあ……けっこうした）を二本買って、一本は自分用に、もう一本は四季さん用にお送りしました。

「イラストの作業が終わったらあけてください」とメッセージをつけるなんて柄にもないことをやってみたんですが、たまにはこういう真似をしてみるのもいいですな。

　一二年間、二人三脚で続けてきたこのシリーズです。この味を楽しんでいいのは自分と四季さんだけ（笑）。お世話になった方々はたくさんいますが、この二本はね！

　で、著者校正も終わって、先ほどあけたワインを楽しみ、四季さんがお返しに送ってくれた死ぬほどうまいチーズをつまみながら、このあとがきを書いております。

　はい、つまり飲酒執筆です。

　ってところで宅急便。上巻の見本が届きました。おー。帯に「学園ミリタリーアクションの最高峰ついに完結！」とあります。最高峰……？ いや、自分ではよくわかりませんが。ちょっと大げさに書くくらいがちょうどいいのですよ。ありがとうございます、担当さん。

　ちなみに上下巻合わせると一冊では辛つらいくらいの過去最大のボリュームなんですが、分けてみるとなんか短編集くらいの手応てこたえですね。難しい……。

　最初のころから決めていたことですが、この話はあくまでも「ボーイ・ミーツ・ガール」なのだと。そこからブレて、世界の謎なぞやら運命やら組織間の戦略やら勝負やらを優先するような話になってはいけないと。あくまで彼と彼女の話なのだと。それだけは堅守けんしゅしようと努つとめてきました。

　それがやり遂げられたかどうかは……やっぱり読者の方々の判断に委ゆだねるしかないかなー、と思いながら、ただいまガクブルしております。

　ともかく、長編シリーズはこれでおしまいです。でもそれだとちょっと寂しいので、未収録の短編に書き下ろしを足したりして、短編集はいずれ出せるかな、と思ってます。この本のラストの後日談みたいなものもいいかなあ……などと思うのですが、果たしてそういうのやっていいのかどうなのか。言わぬが花、って言葉もあるけど、別に言わない方がいいようなその後って感じでもないつもりですし、うーん、よくわからん。しばらくして落ち着いてから考えます。

　新シリーズはただいま準備中です。なるべく早めにお届けしたいと思っておりますが、現在進行中の別シリーズとして「コップクラフト（小学館ガガガ文庫）」という刑事アクションものがあります。村田蓮爾むらたれんじ氏のイラスト、青い背表紙が目印です。これが売れてくれると自分も「よーし、他のもがんばるぞー」という気分になれます！ ですので！ ぜひ！ 読んでいただければ！ ……という宣伝でした。




　それでは最後にお世話になった方々への感謝を述べさせてください。

　作品が大きく広がっていく過程で、数多くの皆様に支ささえていただきました。

　まず歴代担当編集者の皆様に感謝を。初代の菅沼様。なんやかんやでようやく終わりました（涙）。二代目にしていちばん苦労かけた最長担当の佐藤様。だいたい前に話したとおり、こんな感じにまとめましたー。三代目の森下様。おかげで何とかなりました。四代目の小松様。辛抱しんぼう強く待ってもらいました。っつーか今も待ってもらってます。すみません！

　富士見書房の関係者の皆様、編集部の歴代責任者の皆様。いつも迷惑かけてすみませんでした。どうにかこうにか終わりました。ありがとうございます。

　次にメカ関係の皆様。本業でもないのに初期のメカデザインを友達価格でやってくれた漫画家の高野真之たかのまさゆき様。「ＢＬＯＯＤ ＡＬＯＮＥ」の続きがんばってください。アニメ化をご縁にたびたびメカ企画を引き受けていただき、主おもに第二世代型ＡＳのデザインを担当いただいた渭原敏明いはらとしあき様。ホント助かりました、また飲みましょう。そして海老川兼武えびかわかねたけ様には、レーバテインやその他第三世代型のデザインだけでなく、最終巻が書けなくて色々しんどかった時期、立体方面その他からありがたい援護射撃をいただきました。ヤバい時にスパーンと敵機を狙撃してくれて親指を立てるクルツみたいな活躍でした。あんたカッコ良すぎや！

　進行、校正、デザイン、印刷所、製本所、マーケット、営業など大勢の皆様。いろいろと迷惑かけてしまったと思います。本当にありがとうございました。

　コミック版を担当していただいた三人の皆様。館尾冽たておれつ様。長らくごぶさたしております。設定その他のリソースが不足しがちな初期から中期にかけて奮闘ふんとうしていただきました。館尾さんのかなめ本当にかわいかったです。ありがとうございました。「いきなり！」シリーズの永井朋裕ながいともひろ様。すごく長らくごぶさたしております。お笑い路線の圧倒的な力で、短編書くのが辛くなるほどでした（笑）。あんなゲラゲラ笑えるコミカライズはちょっと見かけません。ありがとうございます。そしてただいま「シグマ」を連載中の上田宏うえだひろし様。いやもー、ズルズル遅くなってすみません（汗）。嫁に欲しいキャラがいたら誰でも差し上げます。

　歴代コミックの歴代担当編集者の方々。自分の原稿でテンパってて返信もおろそかだったりしました。本当にすみません＆ありがとうございました。

　アニメ関係でお世話になった皆様はもう、ものすごい大勢になってしまいます。すべての方々をここに書くのはちょっと無理なんですが、なにからなにまで本当にありがとうございました。関係各社の担当者の皆様には、さんざんお世話になりました。

　プロデューサーの伊藤敦様。第二の担当みたいなノリで、いつも好き勝手やらせてもらったりで、本当にありがとうございました。仕事内容の関係か、伊藤さんとは楽しい旅をした記憶がやたらと多いです。またわいわいとどっか行きたいですね。

　無印当時のゴンゾデジメーションの関係者の皆様、ありがとうございました。アニメ業界は初めてだった自分にとって、新鮮な驚きだらけの現場でした。ふもっふ以降を担当していただいた京都アニメーションの皆様、いつも暖かく迎えていただくだけでなく、すごいクオリティの作品を仕上げていただきありがとうございました。その後の成功はいつも嬉しく思っています。

　初代アニメの監督、千明孝一ちぎらこういち様。野球チーム参加するつもりだったのに、ドルアーガ終わってからご無沙汰しまくってます。今度誘ってください！ 「ふもっふ」「ＴＳＲ」の監督、武本康弘たけもとやすひろ様。なんとなく今グーグルで画像検索してみたんですが、一枚目の写真。なんかの冤罪えんざい事件の被告みたいなせつなさが漂ただよってますね。キャラデザ、総作監の堀内修ほりうちおさむ様。原作にもいろいろフィードバックさせてもらったり、安心のクオリティ。本当に大恩人です。ありがとうございます。あといまでも新キューティーハニーのＤＶＤはうちの家宝です。シリーズ構成・脚本の志茂文彦しもふみひこ様。右も左もわからない原作者だった初代のころから、親身になって相談に乗っていただきました。実は脚本の師匠だと思ってます。ありがとうございました。音響監督の鶴岡陽太つるおかようた様。ごぶさたしております。毎回アフレコにやってくるやかましい原作者に優しく接していただき、感謝の言葉もありません。ちなみに鶴岡さん流のダイエットを真似しようとしたんですが、食欲に負けて挫折ざせつしました。

　キャストの皆様には感謝してもしきれないほどお力添ぞえをいただきました。自分もいまでは執筆中、頭の中でアニメの役者さんの声でキャラがしゃべっています。宗介役の関智一せきともかず様。かなめ役の雪野五月ゆきのさつき様。テッサ役のゆかな様。ガウルン役の田中正彦たなかまさひこ様。クルツ役の三木眞一郎みきしんいちろう様。マオ役の根谷美智子ねやみちこ様。カリーニン役の大塚明夫おおつかあきお様。マデューカス役の西村知道にしむらともみち様。クルーゾー役の小山力也こやまりきや様。レナード役の浪川大輔なみかわだいすけ様。恭子役の木村郁絵きむらいくえ様。神楽坂センセ役の夏樹なつきリオ様。信二役の能登麻美子のとまみこ様。オノＤ役の岡田貴之おかだたかゆき様。林水閣下かっか役の森川智之もりかわとしゆき様。アル役の室園丈裕むろそのたけひろ様。そしてボン太くん役の金田朋子かねだともこ様。まだまだ感謝したい方がいるんですが、ページが（汗）。

　様々な商品化でお世話になった方々。ご挨拶あいさつする機会もないままですが、いつも感謝しております。本当にありがとうございます。

　そして言うまでもなく、四季童子様には一二年間、まさしく地獄に付き合ってもらいました。ありがとうございます！

　最後はやっぱり、ここまで読んでくださった読者のあなたに最大の感謝を。長編だけでも一二巻。短編集も含めたら二二巻。長い旅だったかと思います。お付き合いいただき本当にありがとうございました。

　それでは。

二〇一〇年七月 賀東招二

底本：「フルメタル・パニック！12 ずっと、スタンド・バイ・ミー（下）」富士見ファンタジア文庫、富士見書房

　　　2010（平成22）年8月25日初版発行

※底本中で用いられている「」は、青空文庫ルビ記号と被ってしまうため、それぞれ「《」と「》」に置き換えています。

校正：暇な人z7hc3WxNqc

2010年08月22日作成







****************************************

このテキストは、Share上で流れていた

(一般小説) [賀東招二] フルメタル・パニック！ 第12巻 「ずっと、スタンド・バイ・ミー(下)」 [完].zip 白百合99VVABNbdG 46,044,740 05fa2465dcb8dc2e5e531e8c890f971326faa1b3

をOCRソフトでスキャンし、それを校正して仕上げました。

毎回非常に綺麗なスキャン画像を流してくれる白百合lPvqOensU9氏に感謝いたします。

****************************************







　このテキストは基本的に青空文庫形式ですが、感嘆符や疑問符が二つ並んだ文字（本来なら「感嘆符二つ、1-8-75」や「感嘆符疑問符、1-8-78」などと注記しなければならない所）はテキストビューアの「縦中横」機能を当てにして半角文字二つで表現し、注記は避けました。







----------------------------------------

底本の校正ミスと思われる部分

----------------------------------------

底本48頁12行　「レールガンか……？」──

　括弧の後のダッシュは明らかにおかしい。削除しました。
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